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　十一月十四日月曜日。


　午後二時十五分。


　弘ひろ司したちは、夕ゆう凪なぎ市から電車で一時間ほどの場所にある空港にいた。


「わ～、あれがひこうきっていうの？　すごいな～」


「太くて長い胴どうが見事に白光りしていますね～。とても立派なモノです～」


「むう、見たところただの鉄の塊かたまりじゃが……。昔は空を飛ぶものなど凧たこくらいのもんじゃったのに、時代も変わったものじゃ……」


　自動ドアをくぐって中に入るなり、楽しそうに騒いでいるのはもちろん美み亜あ、千ち鶴づる、さくらの三人。きょろきょろと周りを見回しながら、あっちに行ったりこっちに行ったりしている。


「んー、元気だねー、美亜ちゃんたち」


「ほら、みんなそんなにはしゃぐと迷子まいごになっちゃうって」


　さらにその横にいるのは制服姿の佐さ藤とうさんと奈な々なである。うにゃうにゃと声を上げて辺りを駆かけ回る美亜たちに注意するものの、


「わ～、あれなに？　なんか車に階段が付いてるよ～」


「知っていますか～？　飛行機にも男女の区別があるそうなんですよ～。前方の真ん中部分に車輪、いわゆる第三の足があるのが男の人で～……」


「むう、だがあのような重い物体が本当に空を飛ぶのか？　ふ、不安じゃ……」


　まーったく聞く様子はなく、三人が三人それぞれ太平洋を飛び跳はねるバンドウイルカみたいに目を輝かせて空港をエンジョイしていた。


「もう……」


「まーまー、いいんじゃない？　私たちが目を離さなきゃはぐれることはないと思うし、美亜ちゃんたちも初めての空港でうきうきしてるんだろうからー」


「それはそうなんだけど……」


　小さくため息を吐つく奈々を佐藤さんがたしなめる。


「あんまり細かいことは気にしない方がいいと思うよー。せっかくの北海道なんだから気をラクにして楽しんだ方が得だってー。──あ、そういえば奈々は北海道は行ったことあるー？」


「え、ううん、ないよ」


　奈々が首を横に振る。


「そうなんだー、水みな上かみくんは？」


「僕？　僕もないけど……」


　子供の頃から基本的に旅行というものにあまり縁えんがなく、小学校の頃に日光、中学の頃に京都・奈良に行ったことがあるくらいだったりする。


　すると佐さ藤とうさんはにんまりと笑って、


「ふふー、そっかそっかー。二人とも初めてかー。見知らぬ風景、初めてのお泊り、改めて知るお互いの素顔。自おのずと気持ちは昂たかぶって、そして二人は……。ね、奈な々な？」


「な、何ワケの分かんないこと言ってるのよ！　これはただの学業の一環で、べ、別にそんな特別な意味とかはないんだから……」


「そんなに照れなくてもいいのになー。というか素直になるんじゃなかったのー？」


　にやりと佐藤さんが笑い、奈々が顔を赤くする。


「そ、それとこれとは話が違うでしょ！　友ゆ香かは絶対に方向性を間違えてるんだから……。──ほ、ほら、そんなことより早く集合場所に行こう。遅刻したら先生に怒られるわよ」


「はーい」


　佐藤さんがくすりと笑いながらそう返事をし、


「ほら、みんなも」


「え～、もっとひこうき見てたいのに～」


「まだ第三の足についてのちゃんとした説明が終わっていません～」


「ぬう、もう行かねばならんのか……」


　少し不満そうな美み亜あたちを連れて、空港の奥へと向かった。








　さて、なぜ弘ひろ司したちが空港なんかにいるのかというと話はとっても簡単である。


　四泊五日の修学旅行。


　これからそのために飛行機で北海道へと向かうところだったりする。


　いちおう進学校である旭あさひヶが丘おか学園では、受験やら何やらで忙しくなる三年次ではなく、まだ比較的余よ裕ゆうのある二年のこの時期に行くことが決まっているのだった。行き先はその年度によって色々と異なるのだが、今年は北海道ということになっていた。


「ほっかいどう、ほっかいどう、かに、うに、いくら～♪」


「あらあら～、久しぶりに流氷が見られますかね～」


「蝦え夷ぞか……初めて行くが、北だけに寒いのじゃろうな。チャンチャンコと湯たんぽの用意を怠おこたらないようにせねば……」


　修学旅行の話を聞くなり、美亜たちはそんなことを言って喜んでいた。ちなみに内容にまーったくもって統一性が見られないのはいつものことである。


「へー、修学旅行かー。いいわねー」


　横で話を聞いていた管理人さん（なぜか近頃いつにもまして弘司の部屋にいる）が、テーブルの上にヒジをつきながら言った。


「懐なつかしいわー、即席カップルの急増、夜中にこっそりと逢あい引びき、先生に見つかって責任のなすり付け合い、そして旅行終了とともに四月の雪のごとく二人の関係は瞬またたく間に消滅。これもまた青春のロマンよねん」


　この人もこの人でまた、微び妙みように偏かたよりがある知識だった。というか修学旅行に何かイヤな思い出でもあるのだろうか。


「だから奈な々なちゃんも、色々と大変だとは思うけどがんばりなさいねん。インスタントにならないように。せっかく素直になるって決めたんだから♪」


　何やらこっそりと奈々に言う。


「な、何でそこであたしの名前が出てくるんですか？　というか、どうして管理人さんがそれを知ってるんです!?」


「それは秘密よん♪　うふふ」


「……」


　奈々は渋しぶ柿がきでも食べたみたいな顔をしていた。


「ほっかいどう、ほっかいどう、じんぎすか～ん♪」


「うふふ～、楽しみですね～。氷の上でのたうち回るトドさんの姿も見られるかもしれませんし～」


「雪頭ず巾きんと雪下げ駄たも忘れぬようにしなければ。どこに仕し舞まってあったか……」





　というわけで、今に至るのである。
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　空港を入って少し奥に行ったところにある受付カウンターの前。


　そこが旭あさひヶが丘おか学園二年一組から十三組までの集合場所となっていた。


「よし、全員いるなー」


　点呼を終え、マウンテンゴリラ（二年三組担たん任にん、本名岩いわ村むら剛ごう三ぞう、三十九歳さい独身）がもっさりとクラスみんなの顔を見回す。


　クラスメイトには欠席者もなく、全員が揃そろっていた。


　男子十五名女子二十名。計三十五名である。


　ちなみに他ほかのクラスであるはずの千ち鶴づるとさくらが当たり前の顔で二年三組の列に入っていたことについてはだれも何も言わなかった。修学旅行ということでみんな浮き足立っているという面もあるが、基本的にそういった細かいことはあまり気にしないゆるーい校風なのである。


「ではこれから搭とう乗じよう口ぐちへと向かう。とりあえずはぐれなければ構わんから、各自勝手にちゃんと付いてくるんだぞー」


　そんな校風にはある意味似つかわしい、しかし一般の教師としてはいまいちどうかと思われる実に大ざっぱなことを口にして、マウンテンゴリラはのしのしと歩き出した。


「えへへ、楽しみだね、ヒロ♪」


「え？」


　クラスメイトたちと並んで歩いていると、隣となりにいた美み亜あがそんなことを言いながらふいにうにゃんと左腕うでに絡からみ付いてきた。


「しゅうがくりょこうだよ、しゅうがくりょこう～。へへ～」


「こ、こら、こんなところで……」


「だってとってもうきうきなんだもん。ヒロといっしょにひこうきで遠くまでお出かけ♪　これって〝はねむ～ん〟っていうんだよね？」


「ハネムーンって……」


　またこのネコマタ娘むすめはどこでそんな言葉を覚えてきたのか。おそらくはテレビだと思うんだけど……


　さらには、


「ええ～、とっても楽しみですね～。こういうのを何と言うのでしたっけ～、婚こん前ぜん交渉というやつですか～？」


「ふん、これで二人きりの駆かけ落ちならば言うことはないのじゃがな」


　また微び妙みようにずれたことを口にする霊れい鳥ちようお姉ねえさんが右腕に、少し不満そうな神様幼よう女じよが背中に抱だきついてくる。


「ちょ、ちょっと……」


　いつもの、幸せトライアングルフォーメーションだった。


「ほら、奈な々なは行かなくていいのー？」


「そ、そう言われても……」


　からかうようにヒジで突つついてくる佐さ藤とうさんに、奈々は困こん惑わくした表情で答える。


　いかに自分の気持ちに素直になると決めたとはいっても、さすがに衆しゆう人じん環かん視しの中で抱きついたりする勇気は奈々にはなかった。そういうところは美亜たちが羨うらやましいと思ったり思わなかったりする複雑な乙女おとめ心の今日この頃である。


「にゃんにゃんにゃ～ん♪」


「うふふ～、楽しいですね～」


「やはり弘ひろ司しの背中は乗り心地が良いのう……」


　弘司に絡み付きながらうきうきな三人。


　周りからクラスメイトたち（主に男子）の微妙に「殺やるぞこらぁ！」な視線を受けながら、楽しそうなことこの上ない三人に連行されるようにして搭とう乗じよう口ぐちへと歩いていると、


「ね、ね、あれな～に、ヒロ」


「ん？」


　左側のネコマタ娘むすめがぴょこんと顔を上げた。


「あれあれ、あの四角い門みたいなの」


　美み亜あが指差していたのは防犯ゲートだった。


　両脇わきに空港の職員を従え何かのオブジェのように二つ並んだそれは、金属類を身に着けたままくぐるとブザーが鳴るアレである。


「ああ、あれは……」


　なので弘ひろ司しがそう説明しようとすると、


「──はっ、もしかして何かのワナとか!?　知らずにくぐるとびりびり～って電気が流れて、そのまま捕ほ獲かくされて見知らぬ国に売り飛ばされちゃうの……」


「美亜さん、違いますよ～。あれはきっと最新の身体撮影装置で、肉体の隅すみから隅までくまなくじっとりねっとりと検査するもので～……」


「いや『扉』の一種じゃろう？　むう、ということはこの近くに異い界かいがあるということに……」


「……」


　何だか三者三様に、どうしてもう少しシンプルに考えられないのかなーって感じの知識だった。


「これはそんな大層なものじゃないって……」


「にゃ、そなの？」


「あらあら～」


「むう……」


「うん、持ち物検査というか何というか……とにかく、あんまり深く考えないで通れば大丈夫だよ」


　特に三人は警報が鳴ってしまうようなモノは持っていないはずなので、そう伝えた。


「分かった、ヒロがそう言うんだったら、行くね」


　にぱっと笑ってネコマタ娘が通ろうとして、


　ピー!!


　ゲート上部にある赤いランプがピコピコと点てん灯とうするとともに、ブザーが鳴った。


「うにゃ？」


　美亜が不思議そうに首をひねる。どうやら大当たりのようだ。


「すみませんお客様、ちょっとこちらへ……」


「にゃ～」


　傍かたわらに控えていた検査員さんに誘導されて、美亜がゲートの入り口側へと引き戻される。


「あら～、美み亜あさん、何やら肉体に問題があるみたいですね～。では次は私が～」


　そう言った千ち鶴づるがにこにこ顔でゲートをくぐろうとして、


　ピー!!


　再びブザーが鳴り響いた。


「あらあら～？」


「ぶ～、チヅルだって引っかかってるし～」


　ゲートのこっち側から口を尖とがらせる美亜。


「ん～、どうしてですかね～」


　頭の周りにたくさんのハテナマークを浮かべて千鶴も戻ってくる。


「まったく、ネコとツルは何をやっておるのじゃ。──ほれ、こんなもの普通に通ればいいだけじゃろうが」


　大おお仰ぎように肩かたをすくめて、さくらが呆あきれた顔でゲートをくぐった。


　美亜と千鶴がじ～っと視線を集中させる。


　シーン……


　今度は、ブザーは鳴らなかった。


「え～、何で何で～」


「おかしいです～。どうしてさくらさんだけ～」


「どうじゃ、ふふ、やはり神たる儂わしはネコやツルなどとは出来が違うようじゃな」


　自じ慢まんげに笑い、さくらがプレーンな胸を後ろに反そらす。


「あららー、美亜ちゃんたちは引っかかっちゃったんだー」


「何か反応するようなものでも持ってたの？」


　それを見ながら佐さ藤とうさんと奈な々なが同時にゲートに入ると、


　ピー!!


　佐藤さんの方のゲートだけ、ブザーが反応した。


「あれれ、なんか着けてたっけなー？」


　佐藤さんが首をかしげる。


　ちなみにここまでの結果。




　通過：さくら、奈々。




　再検査：美亜、千鶴、佐藤さん。




　その現状を目の前にして霊れい鳥ちようお姉ねえさんがぽつりと一言。


「ああ～、これはもしかしてあれですか～、胸の大きさに反応して鳴ったのでしょうか～？」


「……」


「……」


　ぴしり。


　千ち鶴づる（Ｄ）のその言葉に、何かがひび割れる音が聞こえてきた（主にゲート向こうのさくらと奈な々なの方から）。


「あ、そっかそっか、なるほど～。さくらとナナが鳴らなかったってことは、そうゆうことだよね～」


　空気をまーったく読まずに、納得したかのように美み亜あ（Ｃ）がうにゃうにゃとうなずく。


　とどめだった。


「…………ツル、ネコ、それはどういう意味じゃ？」


「…………もしかしてあたしたち、遠まわしにバカにされてるのかしら」


　何やら根深そうな殺気がさくら（Ａ）と奈々（Ｂ）二人の身体からだからぶわっと蒸気のように湧わき上がる。


　土と佐さ犬けん（横綱）と日に本ほん猿ざる（ボス）が偶然はち合わせちゃいました、みたいな険けん悪あくな空気。


　いつかのような妖よう怪かい霊れい鳥ちよう神様大戦（プラス幼おさな馴な染じみ）になる前に、弘ひろ司しは慌あわてて美亜たちに説明をした。


「ち、違うって。そうじゃなくて、これは金属類に反応する機械なんだよ。二人とも、何かそういうモノを身に着けてない？」


「金属……あ、もしかしてこれかな？」


　美亜が左手をかざす。そこにはいつかのお祭りで弘司が取ってあげたシルバーの指輪がすっぽりとはまっていた。


「あ、うん。きっとそれだよ」


「でもこれはヒロからもらった大事な〝こんやく指輪〟だよ～。一生外さないって決めてたのに～……」


「……」


　いつの間にか婚こん約やく指輪にランクアップさせられたシルバーリングを見ながら切なそうな顔をする美亜。


「外すっていってもちょっとの間だけだから、ね」


「む～……」


　不本意そうに見上げてくる美亜に何とか言い聞かせてリングを外させる。


「う～ん、困りましたね～」


　と、今度は隣となりの霊れい鳥ちようお姉ねえさんがうんうんとうなっていた。


「どこにあるのでしょう～。分からないです～」


　制服の胸の部分をはだけさせながら、何やらもぞもぞとやっている。


「ちょ、千鶴さん、何やってるんですか!?」


「ええと～、金属が見つからないのです～。さっきから色々と探しているのですが～」


　さらにスカートの裾すそを両手で摑つまんでぱたぱたと振る。制服が着き崩くずれてほとんど半脱ぬぎ状態。ある意味全ぜん裸らよりも目のやり場に困る状況です。


「と、とりあえず制服はちゃんと着てください。人前なんですから」


「ですが～」


　困った顔をする千ち鶴づる。


「──ん？」


　その時、その放っておいても夜空に輝く一等星のように自己主張をする霊れい鳥ちようお姉ねえさんの胸のところに何かがきらりと光るのが見えた。


「千鶴さん、それ何ですか？」


「はい～？」


「そこの、その、む、胸のところにある……」


　千鶴は「？」と首を傾かたむけて、自分の胸元に目をやる。続いて何かを思い出したかのように「ああ～」と胸の前でぽんと手を合わせた。


「そうでしたそうでした～、これがあったのをすっかり忘れていました～」


　のんびりと微笑ほほえみながら胸の谷間から取り出したのは長さ三十センチほどの細長い物体。ぱっと見は特殊警けい棒ぼうのようであり、弘ひろ司しは初めて見るそれは、携帯式長槍やり『千せん羽ば鶴づる』だった。


「……」


　そりゃあこんなモノを持っていたら引っかかるのが当然です。というかそもそも、機内にこんな凶きよう器きまがいのグッズを持ちこめるのでしょうか……


「ええ、確かにこれは金属製です～。丈じよう夫ぶで固くて長い私のお気に入りの一品で～、常に肌はだ身み離さず持ち歩いているのです～」


「……」


　また微び妙みような言い回しをしながらのほほんと笑う霊鳥お姉さん。


　何というか、初しよっ端ぱなからとっても先が思いやられるスタートだった。








「わ～、これがひこうきの中なんだ～」


　タラップを抜けて機内に入るなり、美亜が楽しそうに声を上げた。


「すごいすご～い。窓がたくさんあって、イスがたくさんあって……うわぁ～」


　子供のようにはしゃぎまくる。


　さらに、


「思ったよりも狭せまいですね～。ですがその分だけ弘司さまの近くに控えることができるのでいいかもしれません～」


「何やら座席やら色々な物が付いておるが……こんなに重くしてしまって本当に大丈夫なのか？　むう、不安じゃ……」


　千ち鶴づるがいつも通りおっとりと微笑ほほえみ、さくらが心配そうに辺りを見回す。


「ね、ね、早く座ろ！　わたし、窓際がいいな」


　ぱたぱたと足踏みをしながら美み亜あが急せかしてくる。


「分かったから、そんなに引っ張らないでって……」


　機内での座席は基本的に自由ということになっていた。


　もちろん飛行機の座席というものはチケット制なのだが、機内の後ろ半分のスペースは学園で借り切ってしまっていて他ほかのお客さんの姿はないため、そうしてもあまり不都合はないようなのだ。


「じゃあわたしはここっ。ヒロはこっちね♪」


「あ、うん」


　美亜に腕うでを引かれて窓際から二番目の席に座る。ちなみに窓際はちゃっかりネコマタ娘むすめが確保していた。


「あらあら～、でしたら私はここを譲ゆずれませんよ～」


「……では、儂わしはここにしよう」


　それに対抗するようにして、千鶴が弘ひろ司しの右隣となり、さくらが弘司のヒザの上に座った。


「……」


「……」


「……」


「……な、なんじゃ？　何か問題でもあるのか？」


　集中したみんなの視線にさくらがうろたえた表情を見せる。いや問題というか……


「べ、別にいいじゃろう？　弘司も空の上で一人というのも不安だと思ってな。だから儂が近くにぴったりとくっついていることで安心させてやろうと思ったのじゃ」


「……」


「……」


「……」


「ほ、ほんとじゃぞ？　何もこれは怖気おじけづいているだとか、このように高いところが初めてなので不安だとか、だ、断じてそんなわけではないのだからな！」


　訊きかれてもいないのにそんなことを言う。


　すると美亜が、


「ん～、もしかしてさくら、怖いの？」


「な、なに？」


「だってさくら、さっきからきょど～ふしんなんだもん。なんか目がそわそわしてるし～」


「ぬ、ぬっ……」


　顔色を変えたさくらに、美亜がにんまりと笑った。


「あ～、やっぱそうなんだ～。あはは、さくら怖がり～♪」


「む、ぐ……」


「あらあら～、さくらさん、長く生きている割には意外に軟なん弱じやくさんですね～。ええとこういうのを何と言えばいいのでしょう～。たかだか空くらいで何をそんなに怯おびえてやがるんですかこのチキン野や郎ろうめ～、ですか～？」


「ぐ、ぐぎぎ……」
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　言われ放題だが、反論をしないまま悔くやしそうに下を向くさくら。どうやら図ず星ぼしの模様です。


「う、うるさいうるさい！　わ、儂わしはここがいいのじゃ！　いいったらいいのじゃ！　文句を言われる筋合いなどない！　う、うう……」


　ほとんど涙なみだ目めになりながら駄だ々だっ子このようにぱたぱたと手足を振り回す。


「……」


　まあ小さい子供とかを連れている場合はこういう風ふうにヒザの上に乗せるものだし、さくらがここのポジションにいるのは結構いつものことだし、弘ひろ司しとしてはこれはこれでいいのかなー……とも思う。


　結局、さくらはそのまま弘司のヒザの上に収まることとなった。


「ありゃりゃー、いいポジションは全部取られちゃったねー、奈な々な」


「べ、別にいいわよ。あたしは」


「またそうやって強がるー」


「そ、そんなんじゃなくて、別に席くらいでいちいちこだわっててもしょうがないと思っただけよ。どうせそんなに長くは乗らないんだし」


「ふーん、そう言いつつもしっかり水みな上かみくんの後ろは確保してるんだねー」


「……」


　微び妙みように頰ほおを赤らめながら、奈な々なは沈黙していた。


『アテンションプリーズ、アテンションプリーズ。ただ今より当機は北海道、札さつ幌ぽろへ向けて離陸いたします。お手元のシートベルトを着用して──』


　機内アナウンスが流れ始める。


「わ～い、もうすぐ発射するんだねっ。えへへ、ほっかいどう楽しみだな～」


「ええ～、白くて太いリッパなモノが母なる北海道へ向けて勢いよく発射されるのです～」


「…………（ぶるぶる）」


　美み亜あが微妙に間違った台詞せりふを口にし、千ち鶴づるがそれにさらに間違った解釈を付け加え、さくらが一人今にも死にそうな顔で無言で顔を伏せる。


　そんなこんなで割とカオスな状況の中、飛行機は離陸した。








　　　２




　北海道まではおよそ二時間ほどの空の旅だった。


　その間、美亜は窓から見える景色に無む邪じや気きにはしゃぎ、千鶴はいつものごとくマイペースで天然な感想を口にしていて、さくらは弘ひろ司しのヒザの上で電池の切れかけた電動歯ブラシのようにただひたすらに震えていた。


「ん～、ひこうき楽しかったね。また乗りたいな～」


「なかなかいい乗り心地でした～。これでもう少し振動が丁てい寧ねいでしたら文句はありませんでしたね～」


「……ふ、ふん思ったよりも大したことがなかったのう」


　空港の通路を歩きながらそれぞれの感想（一人強がり）を口にする三人。


「はー、やっと着いたねー」


「北海道か……なんか空気が違う感じ」


　奈々たちも辺りを見回して感嘆の息を吐はいている。


　その向こうでは、


「ほ、ほら沙さ耶や香かさん、だいじょうぶですか？　飛行機酔よいしやすいっていうのに、お嬢じようさまぶって窓際でコーヒーを飲みながら本なんて読もうとするから……」


「おかげで離陸と着陸の時以外ほとんどトイレで過ごしてたじゃないですか。わざわざスーパーシートに乗ったっていうのにもったいない」


「う、うう……」


　何やら沙耶香たちがそんなやり取りをしていた。どうも空港及び飛行機内で姿を見ないと思っていたら、そういうことだったらしい。


「ほらお前ら、のんびりしてるヒマはないぞー。荷物を受け取ったらすぐ宿へ向かうからなー」


　ロビーに着くと、マウンテンゴリラが言葉の内容とは矛む盾じゆんしたのっそりとした声でクラス全体に呼びかけてきた。


　本日の予定は、飛行機での移動と宿へのチェックインだけでほぼ費やされることとなっていた。初日は早目に休むことにより英気を養い、二日目以降をスムーズに動けるようにするためであるとか。


　空港内に併設された駅から電車、バスと乗り継つぎ札さつ幌ぽろ市内にある本日の宿へと移動する。


　窓の外の景色は、すっかり北海道だった。


　街中のあちこちに設置された温度計、道路の隅すみに残った雪、冷たく澄すんだ空気。


　それらの風景は、どれも弘ひろ司したちの住んでいる夕ゆう凪なぎ市ではあまり見られないものである。


「へ～、これが雪なんだ？　かき氷みたいで、何だか見てるとわくわくしてくるな～♪」


「うう、寒いのお。早くこたつに入りたいぞ……」


「う～ん、このお肌はだに染みる冷たい空気、懐なつかしいですね～」


　美み亜あが雪を見てバスの中を駆かけ回り（ネコなのに）、さくらがしんどそうな顔で背中を丸くする。千ち鶴づるだけが相変わらずいつも通りにおっとりと笑っていた。


　その周りでは他ほかのクラスメイトたちも、


「ねえねえ、お土産みやげとかもう決めとく？」


「えー、まだいいんじゃない」


「それもそうだね。ていうか三日目の自由行動で行く所を先に決めた方がいいと思うしー」


「なあなあ、あの子かわいくね？　ほら、そこの道を歩いている子」


「どれだ？　──おお、確かになかなかいいな。北国には肌のきれいな女性が多いと聞くが、本当のようだ」


「だろ？　何とか友達になれねえかな……」


　みんな楽しそうにワイワイと騒さわいでいる。


　普段教室にいる時とは違う、どこか開放感溢あふれる独特の空気。


　そういうのを見ていると、修学旅行に来たんだなーという感かん慨がいというか実感が湧わいてきて、弘司もどことなく楽しい気分になってきた。


「ん、どしたのヒロ、ぼ～っとして」


「あ、ううん」


「せっかくの婚こん前ぜん交渉（間違ってる）なんですから、楽しまないと損ですよ～」


「そうじゃ。ネコとツルはともかくこの儂わしといっしょなのだから、どこに行ってもそこは王道楽らく土どに決まっておる」


　美み亜あたちがそう言って顔を見てくる。


「うん、そうだね」


　婚前交渉だとか王道楽土だとかはともかく、少なくとも楽しんだ方がいいってことだけは確かだろう。


　思い出に残るような楽しい修学旅行になればいいなと思いつつ、弘ひろ司しもみんなの輪に加わった。








　で、宿に到着する。


　弘司たちが泊まるのは、街の中心部からは少し離れた比較的郊外にある『ホテル・クリオネ』という名前のホテルとなっていた。


　屋根に大量の雪をかぶせたまま佇たたずむ三階建ての木造建築。


　ひなびたと言えば聞こえはいいが、どう見ても手入れを怠おこたっているとしか思えないボロっちい外観はホテルというよりもどちらかといえば民宿といったたたずまいだったけれど、たぶんそこは深く突つっ込んじゃいけないところなんだろう。


『旭あさひヶが丘おか学園御ご一いつ行こう様』と書かれたカンバンを横目に、中へと入る。


　宿に入ってまず目に飛び込んできたのは、玄げん関かん脇わきに飾ってあった巨大なクリオネの彫ちよう像ぞう（オールガラス製）。おそらくホテル名の由来となっているだろうそれは、半透明状の身体からだの内部（消化器官とか）までリアルに再現されオリジナルのかわいげはこれっぽっちも残っておらず、ただひたすらに不ぶ気き味みなだけだった。


「ねえヒロ、これな～に？　なんかの妖よう怪かい？」


「これはひどいですね～。どこぞの邪じや神しんにこんな姿をしたのがいたような気がします～」


「……むう、ぷ、ぷりてぃ～じゃ」


「……う、うーん、どうなんだろ…………」


「氷の妖よう精せいっていうより、小こ鬼おにの幼よう生せいって感じだよねー」


　美亜たちも（一人を除き）そんな感想を述べていた。


「……」


　ひどい言われようだったが（趣味がとっても独創的な一人を除き）、それはまったくもって否定できない厳げん然ぜんたる事実であったため弘司も黙ってうなずいておいた。


「あー、それではまず各おの々おのの部屋に移動して、荷物の整理でもやっておくように。六時になったら一度ロビーに集まって注意事項等の説明を行うから、それまでに必要な作業は終わらせておくんだぞー」


　マウンテンゴリラがそう大声で伝達し、各自で部屋に移動することになった。


「え～、ヒロといっしょの部屋じゃないの～？」


「ご主人様と離れるのは辛つらいです～」


「しばしの辛しん抱ぼうじゃ。儂わしがいなくとも寂しがるでないぞ」


　ネコマタ娘むすめたちはそんなことを言っていたがこればっかりは仕方がない。


　美み亜あたちと別れて、二年三組男子用の部屋である『鶏にわとりの間』へと向かう。


「えっと、ここがそうか……」


　とりあえず『ホテル・クリオネ』なのにもかかわらずなぜに鶏なのかさっぱり分からなかったけれど、旅館の中でも辺へん鄙ぴな場所（地下三階、トイレなし、隣となりに倉庫）に位置するその部屋は、ある意味名前にふさわしいまさに鶏小屋のような状態だった。


　窓が一つもなく薄暗い室内。古びた畳たたみ。柱には細かい傷がいくつもあり、壁には人型をした妙みようなシミが浮き出ている。おまけに男子全員でこの一部屋のみしか与えられていないため、非常に狭せま苦くるしい。


「……」


　ニワトリはニワトリでも、ブロイラーもいいところだった。


　ちなみに女子が泊まるのは『極ごく楽らく鳥ちようの間』と、『紅べに朱雀くじやくの間』（共に最上階、室内風ぶ呂ろ付き、やたらと広い）であったりするのには何となく世の中の矛む盾じゆんを感じるところである。


　とはいえ、今さら文句を言ったところで現状が変わるわけでもない。


　ため息を吐つきつつも、とりあえずはモソモソと荷物の整理をすることにした。


　他ほかのクラスメイトたちは何を期待しているのか早速布団を敷いてみたり、押入れの中に隠かくされていたテレビを引っ張り出そうとしたり、備え付けの浴衣ゆかたに着替えてみたりしている。


　と、


「──なあ水みな上かみ、ちょっといいか？」


「え？」


　隣となりでやはり荷物の片付けをしていた山やま岡おか（クラス委員）に声をかけられた。


「実はちょっとお前に頼みたいことがあるんだ」


「頼み？」


「ああ、男として、非常に大事な頼みだ」


　真ま面じ目めな顔でジッと目を見てくる。


　何だろう、と疑問に思う弘ひろ司しに山岡は少しモジモジと目を逸そらすと、


「…………今日の夜は、いっしょに過ごしたいんだ」


「……へ？」


　いきなりそんなことを言い出した。


「この修学旅行を少しでも潤うるおいのあるものにするために、何としてでも初日の夜は素敵なものにしたい。初日の夜が肝かん心じんなんだ。初め良ければ全すべて良しと言うだろう。初日の夜でこの後の運命が決まると言っても過言じゃない。そのためにはお前の存在が必要なんだ！」


　ぎゅっと弘ひろ司しの両手を握り締めながら熱っぽく語ってくる。


「ちょ、ちょっと──」


「なあ、いいだろ？　別に何か特別な行為をしてくれとか言うわけじゃない。いっしょにいてくれるだけで俺おれは満足なんだ」


「い、いや、だから……」


「何だかんだ言ったってお前だってイヤじゃないはずだ。俺には分かる！　お前の身体からだもひと時のアバンチュールで至し福ふくな時間を求めていることを。俺のこのマグマのように燃えたぎる真まっ赤かなハートを、お前の手で冷ましてくれ！」


　さらにずずいと迫ってくる山やま岡おか。


「……」


　これはまずい。


　目が本気だ。


　本格的に身の危険を感じ、弘司は三歩ほど後ずさった。


「ご、ごめん。悪いんだけど僕にそういう趣味は……」


　山岡のことは別に嫌きらいではないとはいえ、弘司はいたってノーマルである。


　ヘタに刺激しないように精一杯の誠意を込めてそう言ったところ、


「──は？　何言ってんだお前」


「へ？」


　山岡が般はん若にや心しん経ぎようを聞かされた競走馬みたいな怪け訝げんな顔になった。


「俺はただ、お前に白しら瀬せさんたちを部屋に呼んでくれと頼んでたんだぞ？」


「奈な々なたちを……？」


「そうだ」


　山岡が大きくうなずく。


「幸いというか何というか、お前は白瀬さんや美み亜あちゃん、佐さ藤とうさんを始めとしてかわいい女の子たちと仲がいい。『身のほどをわきまえろやこのサルがぁ!!　もういっぺん花壇に埋うめて頭から花咲かせるぞ!!』と言いたくなるほど仲がいい。だからそのツテを利用してせっかくの修学旅行の夜を楽しむために女子たちを呼んでもらおうと思ったわけだ。初日の夜に仲良くなっておけば、それ以降にも色々と期待できるからな」


「あ、ああ、そういうことなんだ……」


「？　そういうことなんだって、お前、何と勘かん違ちがいしてたんだ？」


「あ、い、いや……」


　まあイロイロとあるんだけれど、ソレについてはとりあえず言葉を濁にごしておくことにした。


「？　よく分からんやつだな。まあいい。とにかくそういうわけで、白しら瀬せさんたちがここに来るようにお前に頼んでほしいんだ」


　さらに強く弘ひろ司しの手を握ってくる山やま岡おか。


「お前のムダなハーレムっぷりに普段はそこはかとない殺意を覚えることもしばしばで、実際いつかは教育的指導をしたり百科事典のサビにしたり花壇に埋うめたりもしたもんだが……しかし今日ほどお前が頼もしく見える日はない。俺おれたちの燃えたぎる青春の結晶に、輝かしいドドメ色の思い出を加えるべく協力してくれ！」


「……」


　いやドドメ色って……


「やってくれるなら何だってする！　この場で三遍べん回ってキャインと鳴けというならやってもいい！　ほら、キャイン！　キャイン！　キャイーン!!　だから！」


　そこでいきなり山岡は発情期を待ちきれなくて先走りをしたカエルのようにびょーんと飛び上がったかと思うと、そのまま頭を床ゆかにこすりつけながらずざざーっとタタミの上を滑すべってきた。いわゆるジャンピング土ど下げ座ざというやつです。


「だから、頼む！　何とかして女子たちに話を通してくれ、この通りだ！」


　何度も頭をガンガンとタタミに叩たたきつけて頼み込んでくる。


　さらには、


「お願いします、僕らに愛を！」


「ヘルプミー！」


「もうお前しかいないんだよぉお!!」


「え、え？」


　山岡だけでなく、周りにいた他ほかのクラスメイトたちまでもがいつの間にか土下座をしていた。


　狭せま苦くるしい『鶏にわとりの間』で、男子たちが土下座をするというかなーり異様というかできるものならすぐにでも逃げ出してしまいたいような光景。


　おまけに、クラスメイトたちの目にはちょっとやばげな光が宿っていた。


　それは「彼女が欲しい！」「女の子と仲良くなりたい！」「女・オンナ・おんな！」などの、半ば怨おん念ねんのこもった光。薄暗い部屋の中、まるで黄よ泉みの国から彷徨さまよい出てきた亡もう者じやの眼光のようにギラギラと光り輝いている。


「……」


　とてもじゃないが、断れる雰囲気じゃなかった。


「わ、分かったよ。訊きいてみるだけなら」


　弘司がそう答えると、


「おお、それでこそ漢おとこだ！」


「見直したぞ！」


「ひゃっはあっ！」


　よほど嬉うれしかったのか、奇声とともにクラスメイトたちが一いつ斉せいにランバダを踊おどり出す。


『鶏にわとりの間』でランバダに狂う男子たち（×十四）。


　ビジュアル的にもサウンド的にも、この上なくひどい構図だった。


「……」


　なんか選択的に少し間違えたかなーと思いつつ、あまりそっち（法ほう悦えつの表情で腰こしを振りまくる山やま岡おかたち）を見ないようにして弘ひろ司しは荷物の整理を再開することにした。








「え、あたしたちが『鶏の間』に？」


「うん、どうしてもって頼まれて……」


　夕食が終わった後の自由時間。


　ロビーでパック入りジュースを飲んでいた奈な々なを見つけて、弘司は山岡たちに頼まれた内容を伝えた。


「どうかな？　ダメならムリにとは言わないけど……」


「うーん……」


　考え込む奈々。


　まあ内容自体、いささか問題があるというかいちおう規則違反ではある。断られてもしょうがないんじゃないかなーくらいの気持ちで訊きいてみたのだが。


「……それって、あんたもいるのよね？」


「え？」


「その『鶏の間』に」


「あ、うん。それはまあ、いちおう」


　弘司の部屋でもあるわけだし、そこにいなければ他ほかにどこにも行く場所はない。


「そう……」


　すると奈々は僅わずかに目を逸そらし、


「…………いいわ、分かった。そういうことならみんなにはあたしから伝えとく。こっちの方でも何人か男子といっしょに遊びたいねって言ってた子がいたから、たぶんみんなも喜ぶだろうし」


「え、ホントに？」


「ええ」


　思ってもみない答えだった。てっきり奈々は「何であたしたちがそんなことしなくちゃいけないのよ！」と断ってくるものだと思っていたんだけど……


　そんな気持ちが顔に出ていたのか奈な々なは少しばかり唇くちびるをとがらせて、


「な、何よ、別にそこまで驚くようなことじゃないでしょ。せっかくの修学旅行なんだし、あたしだって楽しい方がいいって思ってるんだから」


「う、うん」


「で、何時くらいに行けばいい？　今すぐってわけにもいかないし、これからあたしたちはお風ふ呂ろだから、その後でいいわよね」


「あ、それで大丈夫だと思うよ」


　何時だろうと、山やま岡おかたちは女子が来さえすればまず文句は言わないと思われます。


「ん、分かった。じゃあそれくらいに」


　奈々はうなずきかけ、「──あ、そうだ。だったらいちおう何か合言葉みたいなのを決めとかない？」


　そんなことを言い出した。


「合言葉？」


「そう。ほら、あるでしょ、ドアを五回叩たたくとか……」


　こんこんとノックをするジェスチャーをしながら弘ひろ司しの顔を見上げてくる。


「いや、『鶏にわとりの間』はフスマなんだけど……」


　しかもそれは合〝言葉〟じゃないような……


　奈々の顔が赤くなる。


「た、たとえよ、たとえ。そういう感じのニュアンスってこと」


「でも何でそんな……」


　別に招かれざる侵入者があるわけでもなし、そこまでする必然性が弘司にはあまり分からない。


「や、べ、別に深い意味はないんだけどさ。だけどその方が雰囲気が出るじゃない。その、なんかこっそり秘密のことをしてるみたいで……」


「？」


　何やら奈々はごにょごにょもにょもにょと言っていたけれど、よく聞こえなかった。


「あー、も、もう、いいわよ。何言ってんだろ、あたし……」


　奈々がぶんぶんと頭を振る。


「？　よく分からないけど、奈々がそうしたいっていうならそうしようか？」


　いまいち意図は理解できなかったけれど、やりたいというのなら別に否定する理由もないしなーと思い、弘司はそう言った。


「ほ、ほんと？」


「うん。考えてみれば昔にそういうのをよくやったような気もするし……」


「だ、だったら……」


　奈な々なと二人で、合言葉を決める。「これとかどうかな？」「だめ、もう少しかわいい感じの方がいい」「それならこういうのは……」「そうね……」


　五分ほど意見を出し合って、


「じゃあ、『チワワが言いました』と『こんにチワワ』で」


「うん、決まりね」


　ということに決定した。


　なんかいまいち意図がよく分からない上に果てしなくオヤジギャグなような気がする合言葉だったけれど、奈々はそれで満足みたいだった。


「それじゃ、また後でね」


　手をぶんぶんと振りながら、なぜかそこはかとなく機き嫌げんが良さそうな表情で奈々は去っていった。
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　それから一時間後。


　約束通り、奈々がクラスの女子を何人か連れて『鶏にわとりの間』へとやって来た。


「『チワワが言いました』」「『こんにチワワ』」


　さっき決めた微び妙みような合言葉を交わして、フスマを開ける。


「ん、ちゃんと決まりを守ってくれたね」


「それは、まあ……」


　いちおう約束したわけだし。


「ありがと、ちょっとだけ嬉うれしいかも」


　奈々が少しばかり照れたような笑顔になる。


　その後ろには、


「えへへ、ここがヒロたちのお部屋なんだ～」


「うーん、ずいぶん私たちのと違うんだねー。なんか薄暗いっていうかじめじめしてるっていうか、廃はい屋おくみたいなー」


　美み亜あや佐さ藤とうさんは当然として、


「こんばんはです～、弘ひろ司しさま～」


「会いたかったぞ、弘司よ」


　なぜか他ほかのクラスの千ち鶴づるやさくら、


「うふふ、こんばんは水みな上かみさん」


「ほら沙さ耶や香かさん、髪かみの毛がはねてますよ」


「気を付けないと、本ほん性しようはがさつなのがばれちゃいますって」


　沙さ耶や香かとその取り巻きたちもいたりした。


「ご主人様がいらっしゃるところには常に侍じ女じよたる私がいるのです～」


「ふん、妻つまである儂わしを置いて抜け駆がけをしようなど三百八十二年と七ヶ月早いわ」


「白しら瀬せさんが行く以上、私が行かないわけにはいきませんもの」


　とのことらしい。


　その他ほかにも奈な々なと同室の女子が何人かで総そう勢ぜい十三人ほど。


　修学旅行の夜らしくみんな浴衣ゆかた姿で、加えて風ふ呂ろ上がりなのか髪かみがしっとりと濡ぬれていてほのかに湯ゆ気げが上がっている。


　その普段の教室では見ることのできない新鮮な姿に、山やま岡おかを始めとしたクラスメイトたちが歓喜の声を上げる。


「水みな上かみ、よくやってくれた！」


「心の友よ！」


「ひゃっほう！」


「……」


　そのモンキーバナナを目の前にした空腹のチンパンジーみたいな様子に少しばかり圧おされつつ、弘ひろ司しはコクコクとうなずいた。


「ま、とりあえず座って座って」


「白しら瀬せさんはそこでいいかな。美み亜あちゃんたちはこっちで……」


「千ち鶴づるさん、さくらちゃん、何飲む？」


　山岡たちに促うながされて、女子たちが布団の敷かれた『鶏にわとりの間』に招き入れられる。





　そんな感じで、プチ宴えん会かい（？）のようなものが始まった。








「それではまずはこの素敵でロマンティックな夜を祝って、カンパーイ！」


『かんぱーい！』


　山岡の音頭おんどでみんなが手に持ったコップを掲げる。


　中身はドクターペッパーやらライフガードやらタブ・クリアやら様々。この宴会を想定して山岡たちがあらかじめ買っておいたものらしい。


「ささ、どんどん飲んで食べて。よっちゃんイカとかドンパッチとか五円チョコもあるよ」


「わ～、お菓か子しがいっぱいあるっ」


　その言葉に美亜が真っ先に飛びついた。真夏の稲いな妻づまみたいな速さです。


「あらあら～、美お味いしそうですね～」


「ふむ、いちご牛乳はないのか？」


　続いて千ち鶴づるやさくらたちもテーブルの上に置かれているスナック類に手を伸ばす。


「あれ、白しら瀬せさんたちは食べないの？」


「あ、うん。あたしはちょっと……」


「午後九時を過ぎたらリンゴしか食べないって決めたんだよねー」


　奈な々なと佐さ藤とうさんが苦笑気味に遠慮して、


「へー、さすが白瀬さん。沙さ耶や香かさんとは大違いですねー」


「食べたい時にはいつでも食べますからねー。この前なんてプリンを一ダース全部一人で平らげて……だから出なくてもいいところが出ちゃうんですよー」


「……あ、あなたたち、うるさいですわよ」


　沙耶香とその取り巻きたちがそんなことを言い合う。


　他ほかの女子たちもそれぞれにお菓子を食べたりジュースを飲んだり話をしたりして、楽しんでいるようであった。


　とまあ始めのうちは、そんな風ふうに他愛たわいもない話ややり取りで盛り上がっていたのだけれど。


　やがて一時間ほどが経たった頃に、


「えー、それでは宴えんもたけなわになってきたようなので、この辺りで一つゲームをやりたいと思います！」


　頭に『クリオネちゃん』と書かれたタオル（備え付け）を巻いた山やま岡おかが、やたらと張り切った声でそんなことを言い出した。


「ゲーム？」


「えー、何をやるの？」


「ヘンなのとかじゃないよねー」


　突然の提案に驚いたように、だけどどことなく楽しそうにざわつく女子たちを見て山岡は満足げに笑うと、


「ここに一から二十七までの数字、それと『お代だい官かん様』と書かれた割り箸ばしがあります。今からこれを一人一本ずつ引いてもらって、『お代官様』の割り箸に当たった人が好きな番号の人に命令できるというゲームでーす！」


　そう説明した。


　何やら大げさに言っているけれど、要するに王様ゲームだった。


「おだいかんさまのげ～む？」


　美み亜あがちょこんと首をかしげる。「それって、お金をお菓か子しの中に隠かくしてこっそりプレゼントするげ～むってこと？」


「う～ん、つまりはお代官様に選ばれた人が周りの下げ僕ぼくたちの肉体を好きなように扱うことができるということなんですかね～？　よいではないかよいではないか、ですか～？」


「なるほど、江戸時代の代だい官かんと町人たちとの関係を模した遊ゆう戯ぎというわけか。ふむ、なかなかに高こう尚しようじゃな。儂わしにぴったりじゃ。気に入った」


「……」


　何だか三人娘むすめたちはまた微び妙みように勘かん違ちがいをしているみたいだった。


　ともあれ、そういった次第で王様ゲームが開催されることとなった。


「はい、んじゃ皆、この中から一本ずつ抜いていって」


　山やま岡おかの指示の下、みんなが目配せをしながら楽しそうに紙コップに入った番号入りの割り箸ばしを取っていく。


　やがて全員に割り箸が振り分けられたのを確認して、山岡が部屋を見回した。


「行き渡りましたか？　だったらそれぞれの番号を確認して『お代官様』は名乗り出てください──お、って、俺おれが『お代官様』だ」


　わざとらしくニヤリと笑う。


　提案者が最初の〝当たり〟だけに思いっきり作さく為いの匂においが感じられたけれど、何となくそんなのもアリな雰囲気だったので、そのまま流されることとなった。


「それじゃ、三番が十一番といっしょにポッキーを食べること！」


　山岡がやたらと力強くそう叫んだ。


　ちなみに『いっしょにポッキーを食べる』とは、単に二人で並んでポッキーを食べるというわけではなく、一本のポッキーを二人で咥くわえて両端はしからいっしょに食べていくというアレであると思われます。


「はい、三番と十一番の人、前に出て！」


「三番、僕だ……」


　手元にある割り箸には小さく『惨さん』と書かれていた。たぶんこれが三番なんだろう。


「お、水みな上かみか。で、十一番は──」


「は～い、わたしだよ」


　美み亜あがぴょこんと手を上げる。同時に周りから「おー！」とざわめきが巻き起こった。


「おお美亜ちゃんね。──ん、では二人でいっしょにポッキーを食べてください！」


　ポッキー（ストロベリー味）を一本渡される。


「えっと……これをヒロと二人で食べるんだよね？」


「うん、たぶん」


「そっか。えへ、はじめてのきょ～ど～さぎょうだね。それじゃヒロ。──はい」


　ポッキーを口に咥えて、美亜が顔をちょこんと上げてくる。


「い、いいの？」


　いくら直接的に何かをするわけではないとはいっても、その、限りなく唇くちびるとかが近くまで接することになるわけであって、それは色々と問題なんじゃないのかと弘ひろ司しとしては思うのだけれど……


「あらあら～、美み亜あさん、羨うらやましいです～」


「ぬ、ぬう、ネコばかりいい目を見おって……」


「ほら奈な々なー、そこで割って入らなきゃ。『代わりにあたしが咥くわえるんだー！』って」


「そ、そんなことできるわけないでしょ！」


　周りでは、千ち鶴づるや奈々たちもそう騒いでいる。


　しかし美亜はためらいつつも確かにこっくりとうなずいて、


「な、なんか恥ずかしいけど、ヒロならいいよ」


　頰ほおを薄っすらと赤く染めながらそっと目をつむった。


　そのはにかんだような表情に思わず弘ひろ司しの胸が少しばかりドクリと振動する。


　いつも天てん真しん爛らん漫まんで能天気なネコマタ娘むすめには珍しい態度だった。


「ん、ヒロ、早く……」


　促うながすようにポッキーを前へと突つき出してくる。


「じゃ、じゃあ……い、いくよ？」


「うんっ」


　部屋内の空気からして、やらないで済むような感じではない。


　覚かく悟ごを決めて、弘司もポッキーの片端はしを恐る恐る口に咥えた。


　パクリ。


　口の中に広がるイチゴの味。


　そのまま二人で両端からかりかりとポッキーをかじっていく。見ているクラスメイトたちからは歓声やら冷やかしの声やらが上がる中、中央の到達点（ランデヴーポイント）にさしかかる少し前でポッキーはポキリと二つに折れ、そのまま弘司と美亜の口の中に収まった。


「え、えへへ。おいしかったね」


　照れたように頰ほおに両手を当てる美亜。


　背後からは「ちっ、水みな上かみいいなあ……」とか「今度は俺おれが美亜ちゃんとにゃんにゃんを……」とかの声が小さく聞こえてくる。


「では、次にいきたいと思います。みなさん、もう一度割り箸ばしを引いてください！」


　再び山やま岡おかがそう叫ぶ。


　そんな感じで、王様ゲームは進められていった。


　ちなみに弘司はやたらとお代だい官かん様に当てられ、三回目は千鶴との組み合わせで命令は「ツイスターゲームをやること（必要な道具はなぜか山岡がバッチリ準備していた）」。七回目はさくらとの組み合わせで命令は「二に人にん羽ば織おり」だった。


　その度に周囲からは、


「くそ、何で水上ばっかり……」


「羨うらやましい……俺おれも千ち鶴づるさんと養殖場のウナギのごとくくんずほぐれつもつれ絡からみ合ってみたかったってのに……」


「汚きたない手で俺のさくらちゃんに触さわりやがって……」


　悲痛な男子たちの声や、


「ど、どうして私には『お代だい官かん様』が回ってきませんの？　それどころか出番さえ……」


「ま、まあまあ沙さ耶や香かさん。きっと普段の行いが降りかかる幸運に反映されてるんですよ」


「そ、そうそう、天の配はい剤ざいってやつですか？」


　それとはまたちょっと違ったところで悔くやしがる沙耶香の姿があった。


　その後も王様ゲームは続き、弘ひろ司し以外の男子たちも命令対象に当たることはあったものの、その相手も男だったり、出された命令が期待ハズレのものだったり（相手のオデコに「魚肉ソーセージと書く」とか）で、結局最後まで男子たちの望み（燃えたぎる青春の結晶）が叶かなうことはなかった。
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　王様ゲームが終わった後、『鶏にわとりの間』は再びプチ宴えん会かいの場となった。


　各自バラバラになり気の合った者同士でいくつかのグループに分かれて、部屋のあちこちで思い思いに談笑をしている。


「でさでさ、美み亜あちゃんとさくらちゃんって普段は何してるの？」


「え～、何だろ。お昼寝とかお散歩とかかな」


「お気に入りのぷりてぃ～な私物を磨みがいたり、書物を読んだりなどじゃな」


「ち、千ち鶴づるさんの好きな食べ物って何ですか？」


「好きな食べ物ですか～？　そうですね～、ウナギパイなどですかね～」


「白しら瀬せさんはビリヤードとかって興味ある？　よければ今度行かない？　俺おれいいところ知ってるんだよ。ほら、佐さ藤とうさんもいっしょに」


「あ、え、ええと……」


「そうだねー、ヒマがあったらねー」


　その中でも、美亜や奈な々なたちの周りには特に多くの男子が花の香りに釣つられたミツバチのように群がっていた。


「やっぱり美亜ちゃんはかわいいよなー。無む邪じや気きっていうか、汚よごれてない純粋なところが最高っていうか」


「にゃ？」


「あ、何言ってんだ、最高なのは千鶴さんだろ。この豊満なボディと溢あふれる母性は世界を救うぞ、きっと！」


「あらあら～」


「いやさくらちゃんこそが一番だ。ちっちゃくて意地っぱりでツインテールなんて今時なかなかいない、貴き重ちようだ！」


「む？」


「待て待て待て、お前ら白しら瀬せさんを忘れるなよ。元気っ娘この存在は俺おれたちの退屈極まりない日常生活の中での、一服の清せい涼りよう剤ざいだ」


「せ、清涼剤って……？」


　一部よく分からない言い合いを始める男子たち。


　そういえばほとんど忘れかけてたけど、このネコマタ娘むすめたちも大人おとなしくしていればそれぞれ美少女、美女、美び幼よう女じよの形容が似合う器き量りよう良しなのだ。奈々も奈々でけっこう人気があるらしいし……それを考えれば今のこの状況も納得いくのかもしれない。


　なんてことを考えながら弘ひろ司しがぼんやりと目の前にあったスコールを飲んでいると、


「なあ水みな上かみ、お前って結局だれが本命なんだ？」


　やはり隣となりでミリンダを飲んでいた山やま岡おかが、そんなことを訊きいてきた。


「え、本命？」


「決まってるだろ。お前の気持ちのことだ。美み亜あちゃん、千ち鶴づるさん、さくらちゃん、白瀬さん。そういえば最近は黒くろ崎さきさんとも仲がいいな。要するに、どの娘むすめにラブラブかってことだよ」


「ラ、ラブ!?」


　その言葉に、周囲の空気がぴたりと止まった。


　一瞬の沈黙。


　それまで賑にぎやかだった『鶏にわとりの間』が静まり返り、何やら弘司の方を窺うかがうような気配が集まってくるのが感じられる。


「え、ええと……」


　一方の弘司も、突然の質問に困こん惑わくしまくっていた。


　いきなり本命だのラブラブだのと言われても、それが自分に対して言われているのだってことにさっぱり現実味が湧わいてこない。


　戸と惑まどう弘司に、


「何だよ、まさかみんな好きとか言うつもりじゃないだろうな？　そんなフヌケた答えじゃ、俺おれたちは満足できないぞ！」


　そうだそうだー！　との声が周り（主に男子たち）から上がる。


「それは……」


　言葉に詰まる。


　みんな好きだとかそういう風ふうに答えるつもりはなかったけれど、だれが一番好きかとはっきりと答えられるのかといえば、それはそれでまったくもってムリそうである。だいたい今まではそんなことほとんど考えたこともなかったし……


「……（じ～）」


「あらあら～」


「むう……」


　だけど気付けばクラスメイトたちだけでなく、美み亜あたち三人の視線までもが弘ひろ司しの方に集中していた。それは明らかに何か答えを期待している視線である。さらには奈な々なと沙さ耶や香かも同じように弘司の方を見ていたりして。


「あ、え……」


　ど、どうすればいいんだろう。


　状況が本格的に弘司の問題対処能力を超えようとした、その時だった。


「こらお前らー、そろそろ消しよう灯とう時間だぞー」


　フスマの向こうからそんな声が響き渡った。


　このどこか投げやりなダミ声は間違いなくマウンテンゴリラのものである。消灯時間に合わせて見回りに来たのだろう。普段はやる気がないのに、こういう時だけは健気けなげである。


「や、やば……みんなとにかく隠かくれろ！」


　電気を消しつつ山やま岡おかが叫ぶ。


　その言葉に応じて、室内にいた男女およそ二十八人が一いつ斉せいに動き出した。


　転がるように押入れに隠れたり、カーテンをぐるぐると身体からだに巻きつけたりする。何を思ったのか旅行カバンの中にムリヤリ隠れようとした者もいた。


　一瞬だけ『鶏にわとりの間』が混乱状態に陥る。


「え、えっと……」


　弘司も、とりあえず近くに敷いてあった布団の中に飛び込んだ。


　頭から毛布を被かぶった次の瞬間、入り口のフスマがガラリと開かれた。


「何やら話し声がするのを聞いて来てみたんだがな。何かあったのかー？」


「あ、い、いえ何でもないっすよ。寝言じゃないですか？」


「んー、本当か？　今も中から何かが聞こえたような気がしたぞ」


「ホ、ホントっす。空そら耳みみじゃないですか？」


　部屋の下げ駄た箱ばこ部分にまで入ってきたマウンテンゴリラに、山岡が必死に受け答えをしている。


　その様子を部屋の隅すみにある真っ暗な布団の中で息をひそめて聞いていると、


　むにゅっ。


「ん？」


　何やら柔やわらかい感かん触しよくが腕うでの先に触ふれたような気がした。何だろう……と目を凝こらして見てみたところ、


「ん……ヒ、ヒロ、くすぐったいよ～」


　ネコマタ娘むすめだった。


　腕うでの先に全身で絡からみつくようにして、布団の中でもぞもぞと身をよじっている。


「ご、ごめん！」


　慌あわてて腕を引っ込める。


　すると今度は、


「あらあら～、弘ひろ司しさま、強引です～」


「む、むう、こういう時にはもう少し優しくだな……」


「!?」


　反対側にいたのは霊れい鳥ちようお姉ねえさんと神様幼よう女じよ。それぞれが右腕と右腰こし辺りにコバンザメみたいにぴったりとくっ付いている状態だった。


「す、すみません！」


　両サイドに柔やわらかな障害物があるため左右のどちらにも動けず、やむなく最後の逃げ道として弘司はそのまま布団の奥に潜もぐり込むという手段を採ろうとしたのだが、


　そこには、


「ちょ、ちょっと弘司、動かないで……」


「なっ……」


　胸の上で抱だきつくように身をよじらせる、幼おさな馴な染じみの姿があった。


「あ、あんまり動くと浴衣ゆかたが着き崩くずれちゃうから……」


「……」


　幸か不幸か、よりにもよってこの布団には美み亜あ・千ち鶴づる・さくら・奈な々なの四人が入り込んでしまったようです。


　そんな明らかに人口過密状態の布団の中で、


「ずるいよ～、ナナばっかりいい場所取って～」


　美亜が見上げるようにして頰ほおを膨ふくらませる。


「え？」


「そうです、不公平です～。私もそこの位置がよかったですよ～」


「なぜに神たる儂わしがこんな中途半はん端ぱな体勢でいなければならないのじゃ」


　千鶴とさくらも不満げにそう漏もらしていた。


「しょ、しょうがないじゃない。とっさに入ったらここだったんだから。そ、それに飛行機とかではみんなの方がいいポジションだったんだから、これくらい……ごにょごにょ……」


　それに対して奈々が何やら言い返し、布団の中に微び妙みようにちくちくとした空気が漂ただよい始める。


　と、


「じゃあ、とりあえず室内をざっとチェックするぞー」


　マウンテンゴリラのそんな声が響いてきた。


　続いてドスドスという足音。
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「しっ、みんな、静かに──」


　言い争いをしていた四人を急いで布団の中に押し込める。


　その直後に内フスマの向こうからマウンテンゴリラが姿を現し、唯一布団から頭を出していた弘ひろ司しと目が合った。


「……」


「──ん、水みな上かみ。何だかやたらと布団がふくらんでるな。どうした？」


「あ、こ、これは……」


「んー？」


　アゴに手を当ててジーッと布団の盛り上がりを凝ぎよう視ししてくる。


「こ、これはええと、そ、その、ちょっと夕飯を食べすぎてしまって……」


「夕飯を？」


「は、はい」


「ふむ……」


　言った弘司でさえいくら何でもどうかと思う言い訳だったけれど、それでもあらゆる面でブロントサウルスのように大ざっぱなマウンテンゴリラは大して気にも留とめなかったみたいだった。


「む、そうかそうか。育ち盛りだからな」


　ガハハと大声で笑うと、


「まあ見たところ特におかしなところもなし、ちゃんと寝ようとしていたみたいだな。邪じや魔まして悪かった、いい夢を見ろよ」


　そんなことを言う。


　不自然に膨ふくらんだカーテンや微び妙みように開いた押入れ、手足が一部はみ出たカバンなんかはまったくもって目に入っていないようであった。


　そのまま、マウンテンゴリラは部屋を出て行った。


「ふう……」


　弘ひろ司しの口から安あん堵どのため息が漏もれる。


　とりあえず、マウンテンゴリラの目のフシアナっぷりに心から感謝したいところだった。


　ちなみに布団の中では、


「だ、だから～、一番いいところはお嫁よめさんのわたしがいるの～」


「それは違います～。ご主人様の心臓の位置をお守りするのは侍じ女じよである私の役目で～」


「いいからお主ぬしらは黙っておれ！　妻つまである儂わしのみが弘司の胸をだな……」


「た、たまにはあたしだって少しくらい……」


「……」


　ネコマタ娘むすめ・霊れい鳥ちようお姉ねえさん・神様幼よう女じよ・幼おさな馴な染じみ四人が、まだもめていた。
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　マブタを通して、真っ白な光が射し込んできた。


　ぼんやりとした意識の中、ピーピーと野鳥の鳴く声が遠くに聞こえる。


　何だかやけに疲れた気分だった。


　手足が重いというか身体からだ全体が重いというか、まとわりつくような疲労が全身を覆おおっている。


「うーん……」


　まだはっきりとしない視界に入ってくるのは、悪質な債権者に踏み込まれた差し押さえ物件のごとく荒れまくった『鶏にわとりの間』と、そこに転がる生ゴミのようなクラスメイトたちの姿。どんな夢を見ているのか「かわいいな美み亜あちゃん……」やら「千ち鶴づるさん、マシュマロ……」やら「さくらちゃんに蹴けられて踏ふまれて罵ののしられたい……」などの寝言が聞こえてくる。


「えっと……」


　それを見て、昨晩の記き憶おくが段々とよみがえってきた。


　マウンテンゴリラが去ったあの後。


　確か自然な流れでプチ宴えん会かいはお開きになり女子たちはそれぞれの部屋へと帰っていった。だが男子たち（特に山やま岡おか）はまだ騒ぎ足りなかったらしくそのまま引き続き二次会が行われることとなり、「ちくしょうやってられるか！」「これで終わりなんて冗じよう談だんじゃねえ！」「女・おんな・オンナ!!」などと口走りながら隠かくし持っていた麦色の液体（麦ばく芽が百パーセント）を飲みまくったのだった。荒れ狂う『鶏にわとりの間』、乱舞する枕まくら＆布団、変な方向に加速する男たちの宴うたげ。結果、皆まとめて出来の悪いドロ舟のように沈没してしまい、現在の凄せい惨さんともいえる光景と異様なまでの疲労感が残ることとなったのだ。


「……」


　目の前の荒すさんだ状況と昨日きのうの泥どろ沼ぬまの記き憶おくを忘れるため、とりあえず顔でも洗おうと布団から立ち上がろうとして、


　むにょん。


　何やらとっても柔やわらかい感かん触しよくが手の先から伝わってきました。


「……」


　何気ない気持ちで、感触の先を見てみる。


　すると。


「──え？」


　そこには、美み亜あ・千ち鶴づる・さくらが、それぞれ左腕うで・右腕・腰こしに抱だきついて気持ち良さそうに眠ねむっている姿があった。


「な、何で……」


　予想外なことに一瞬頭がパニックになる。確かに昨日、この三人は自分たちの部屋へと帰っていったはずなのに……


「う～ん、ヒロ～大好きだにゃ～……」


「だめです～、それはまだ早すぎですよ～……」


「ひ、飛行機はイヤじゃ……」


　おまけに三人が三人とも、寝ているうちにそうなったのか、着衣のあちこちにちょっと他よ所そ様さまにはお見せできないようなアレな乱れが生じている。


　こんなところをだれかに見られでもしたらいったいどうなることか──？


　山岡たちが起きる前に何とか対処しようとして、


　こんこん、と『鶏の間』のフスマが叩たたかれた。


　次ついで小さな声で「『チワワが言いました』」


「え、『こんにチワワ』」


　反射的に答える。


　すると、


「あ、弘ひろ司し、起きてた？」


　遠えん慮りよがちに入ってきたのは何かを探すようにきょろきょろと辺りを見回す浴衣ゆかた姿の幼おさな馴な染じみの姿。


「おはよ。ねえ、美み亜あちゃんの姿が見当たらないんだけど、どこにいるか知らな──」


　そこで、奈な々なの言葉が止まった。


　視線の先にあるのは、もちろんあられもない格好ですやすやとお休み中のネコマタ娘むすめたちの姿。


「……」


「……」


「……あ、あの、これは」


　思わず後ずさってしまう。


　今までの経験から導き出される、果てしない死と暴力の予兆を感じて弘ひろ司しが猛もう禽きん類に狙ねらわれた小動物のように戦せん慄りつしていると、


「……分かってる」


「え？」


「分かってるって言ったの。どうせいつものパターンで、知らないうちに美亜ちゃんたちがこっちに来てたんでしょ？　さすがにあたしだって学習するわよ。だから真っ先にここに来たんだし」


「そ、そうなんだよ」


　コクコクとうなずいて肯こう定ていする。ああ、この口より手が先に出る幼馴染みも少しは話が分かるようになったんだなーと思いきや。


　奈々はじろりと弘司の方を見て、


「…………でも、分かっててもなーんか納得いかないのよね」


「え……？」


「なんとなくものすごくハラが立つっていうか、理性では分かってても本能が許さないっていうか」


　笑顔のまま、だけど言葉の裏に何か隠かくしきれない殺気をはらませつつ奈々が迫ってくる。


「な、奈々、落ち着いて……」


「あたしは落ち着いてるわよ。ええ、これ以上ないってくらいにね……」


「と、とてもそうは見えないんだけど……」


　というかさりげなく右手で腕うでをつねってきてるし……


「だったら……夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープ」


「え？」


　今、何て言った？


「……だから、ゆ、夕張メロメロメロンクレープ。それをおごってくれたら見逃してあげる。北海道だけで限定販売してるんだって。……それくらい、いいでしょ？」


　ちょっと怒ったような表情で（いや実際怒っているんだろうけど）見上げてくる。


「え、そ、それでいいの？」


「……うん」


「わ、分かった。おごるよ」


「……ほんと？」


「う、うん」


　そのほとんど早口言葉みたいな夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープとやらがいくらするのかは知らないけれど、命には代えられない。


　すると奈な々なは途と端たんに表情を柔やわらかくして、


「……ん、それならいい。約束だからね。破ったらハリセンボン（本物の魚の方）飲ませちゃうから」


　そう、にっこりと笑った。





　というわけで、生命と引き換えに夕張メロメロメロンクレープをおごることとなり、何とかこの場を逃れることができたのだった。
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　十一月十五日火曜日。


　修学旅行二日目は、とても晴れたいい天気だった。


　午前九時半。


　空気は青く澄すみ渡り、どこまでもさわやかに広がっている。吸い込まれていきそうなほど高い空には、文字通り雲ひとつない。絶好の修学旅行日和びよりと言ってもいいくらいである。


「ふう……」


　だけどそんな心地のよい日差しとは対照的に、弘ひろ司しの顔にはドンヨリと影が落ちていた。


　どの角度からも玄げん関かんの不ぶ気き味みなクリオネ像が視界の片かた隅すみに常に入ってきて微び妙みように落ち着かないロビーで、ソファに埋うもれるようにして息を吐はく。


　一週間残業が続いてダウン一歩手前になったお父さんみたいに疲れた気分だった。


　奈な々なに夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープとやらをおごる約束をして生命の保障を得たあの後、すやすやと眠ねむる美み亜あたち（起きない）の衣服をそそくさと直しそれぞれの部屋にまで運ぶという重労働を強しいられることとなった。そして三十分ほどかけようやく運うん搬ぱん作業を終えて『鶏にわとりの間』へと戻ってきてみれば、今度は眠りから覚めた山やま岡おかたちがゾンビのように「頭いてぇ……」「水くれ、水……」「ち、千ち鶴づるさんのマシュマロを……」と次から次へと群がってきて、その対処についさっきまで追われていたのだ。おかげで朝からクタクタなことこの上なかった。


　ちなみに当事者であるそのネコマタ娘むすめたちは現在、のんびりうにゃうにゃと食堂で朝食のデザートを食べたりお茶を飲んだり牛乳を飲んだりしている。人の気も知らずにお気き楽らくというか何というか……


「はあ……」


　そんなわけでそこはかとなく疲労困こん憊ぱい気味な弘司に、


「んー、なんか疲れた顔してるねー、水みな上かみくん」


　やたらと明るく元気な声がかけられた。


「佐さ藤とうさん……」


「おはよー」


　声をかけてきたのは幼おさな馴な染じみの親友の明めい朗ろう快活娘だった。


　向かいのソファにぽふっと座りながら笑顔で話しかけてくる。


「どうかしたのー？　今にも口から霊れい体たいとか吐き出しそうだよー。ん、そういえば奈々は何だかやけに嬉うれしそうな顔してたけどー、関係あるのかなー」


「いや、まあ……」


　それは勝者（おごられる立場）と敗者（おごる立場）の違いというやつではないかと思われます。


「むむー、水みな上かみくんはやけに疲れた顔、奈な々なはやたらと嬉うれしそうな顔──この二つから何があったのかを推測するとー……」


　と、佐さ藤とうさんは何を思い浮かべたのかにんまりと笑って、


「おめでとー、今夜はお赤せき飯はんだねー」


　ぱちりと片目をつむりながら、そんなことを言った。


「……」


　疲れが一気に三割増しくらいになったような気分だった。というかこの佐藤さん、キャラが管理人さんと微び妙みように被かぶってきているような……。元々本質が近そうな二人だけに、長い間顔を合わせているとやっぱり色々影響されてくるものなのでしょうか？


　ため息を吐つく弘ひろ司しの顔を佐藤さんは正面から見ると、


「なーんて。あははー、冗じよう談だんだよー、冗談。奈々といっしょに美み亜あちゃんたちを運んでたんでしょー？　大変だったねー」


「……」


　あんまり冗談にも思えないところが怖こわいところです。


　佐藤さんはひとしきり楽しげに笑って、


「ま、それはそれとしてー。そういえば今日のグループワーク、どうなるのかなー。どういう班になると思うー？」


　唐とう突とつに話を変えた。


「え？　うーん、どうなんだろう……」


　佐藤さんの言っているグループワークとは、本日行われるイベントのことである。


　旭あさひヶが丘おか学園では修学旅行時に、指示された特定の場所を何人かのグループで調べてそれをテーマとしたレポートを後日提出するという少し変わった行事がある。修学旅行はあくまで学業の一部であることを意識させるためのものとか何とか。その際に行動を共にするグループは学園側によってランダムに決められ、実際に当日になるまで分からなかったりする。


　一日目はほとんど移動と荷物整理だけで終わるのが通例であるため、今日のこのグループ研修からが本格的な修学旅行の始まりといってもいいくらいだった。


「水上くんはだれといっしょに行きたいとかないのー？　意中の人っていうかさー」


「僕？　うーん特には……」


　そう言われてもいまいちピンとこなかった。それはやっぱり気心が知れている奈々や美亜たちといっしょの方がいいとは思うけれど、特にだれじゃなきゃダメだというこだわりまではなかったりする。


「そっかー。まあそういうのは水上くんらしいっていえばらしいけどー、ちょっと奈々がかわいそうかもねー」


「え？」


「ん、いいのいいのー。あんまり難しく考えないでー」


「??」


　顔の前で手を振る佐さ藤とうさんに弘ひろ司しが首を傾かしげていると、


「ん～、わたしはヒロと同じグループがい～な♪」


　そこで後ろの方から声がした。


　振り返ってみると、ようやく朝食を終えたのかつやつやと満足顔の美み亜あを筆頭に、三人娘むすめプラス奈な々な、沙さ耶や香かたちが弘司の方へとやって来るのが見えた。


「だってグループワークってヒロといっしょに色んなところを回るんだよね？　それってで～とみたいだもん」


「ええ～、それはいいですね～。せっかくの婚こん前ぜん交渉ですから、いついかなる時でも弘司さまのお傍そばで準備ができているに越したことはありませんから～」


「ふむ、逢あい引びきか。悪くない。まあめくるめく〝らぶらぶたいむ〟にネコとツルは邪じや魔まなだけじゃが」


　それぞれが次々に左隣となり・右隣・ヒザの上に座りながら微び妙みように勝手なことを言う。


「デ、デート……そっか、そういう見方も……」


　その横では小さな声で奈々もそうぽそりとつぶやいていて、


「ちょっとあなたたち、何とかして私と水みな上かみさんと白しら瀬せさんをいっしょのグループにしなさいな。いいチャンスなんですから」


「そ、そう言われましてもねー……」


「できることとできないことがあるっていうかー」


　沙耶香と取り巻きの二人はまあいつもの感じで、


「頼む神様仏様死神様！　かわいい女の子ならだれでもいいです！　美亜ちゃんか千ち鶴づるさんかさくらちゃんか白瀬さんか佐藤さんか黒くろ崎さきさん。俺おれに救いを……！」


「美亜ちゃんといっしょにウニ丼どんを食べられるなら死んでもいい……」


「函はこ館だてで千鶴さんと二人きりでベニジャケの産卵を見たいんだ！」


「さくらちゃんとクラーク博士像の前で逢引を……」


「どうか白瀬さんや佐藤さんと同じグループになれますように」


「……黒崎さん黒崎さん黒崎さん…………」


　そろそろ集合時間なのか、遅まきながら『鶏にわとりの間』からやって来た山岡を始めとした男子たちもロビーの隅すみで揃そろってそんなことを言っていた。


　みんなそれぞれ、このグループワークに何がしかの思おも惑わくを抱いだいているみたいだった。


「ほらお前らー、静かにしろー」


　と、その時、マウンテンゴリラがプリントのようなものを片手にロビーへと姿を現した。


「はしゃぐのはいいが、あんまり朝から騒いで宿の人たちに迷めい惑わくをかけるようなことはするなよー。何せこの『ホテル・クリオネ』は伝統と風格溢あふれる札さつ幌ぽろでも知る人ぞ知る有名な老舗しにせで、このクリオネ像も時価ウン百万円するというウワサでなー。万が一損そん壊かいさせでもしたら我々の首が一気に飛ぶ恐れもあってだなー……」


「……」


　伝統というか、単に不景気感が溢あふれているだけのような気がするんですが……


「まあそれはともかく、今日はグループワークの日だ。というわけで、今から組み合わせを発表するぞー」


　その一言に、それまでざわざわと騒がしかったロビーがぴたりと静まり返った。


　まるで期末試験返却前みたいな緊張した空気が流れる。


「あー、ではまずは第一グループだが……」


　マウンテンゴリラがいつものごとき適当な口調で手に持ったプリントを読み上げ始め。





　そして、運命（？）の組み合わせ結果が発表される──
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　十分後。


「わ～い、で～とだで～と♪」


「あらあら～♪」


「ふむ、まあこんなものか。ネコとツルは邪じや魔まじゃが……それくらいは目をつむらんとな」


　ロビーにはそんな楽しげな声が響き渡っていた。


「よかったねー、奈な々な」


「あ、あたしはそんな……」


「ふふ、ほぼ理想的な組み合わせですわ。……あの三人組は余計ですが」


「よっしゃあっ!!　ここでいいところを見せて女の子のハートをがっちりがっつりとキャッチして……くふふ……」


　終わってみれば結果は実にあっけないものだった。


　弘ひろ司し、美み亜あ、千ち鶴づる、さくら、奈々、佐さ藤とうさん、沙さ耶や香か、そして山やま岡おかの八人。


　ほとんどいつものメンバーである。


　あえて普段と違うところを挙げてみれば、やけに気合いの入った様子の山やま岡おかが入っていることくらいだろうか。


　ちなみに千ち鶴づるとさくらはクラスが違うのにも関わらず、なぜか当たり前のように二年三組のグループに組み込まれていることについては、相変わらずだれも何も突つっ込みを入れなかった。もうそのヘンはみんなどうでもいいというか、その原因となっている弘ひろ司しが面倒を見ることが当たり前だと思っているみたいである。


「ええと、それで目的地はどうなってるんだっけ？」


　わいわいと盛り上がる美み亜あたちはとりあえず置いておいて、この中では比較的落ち着きを保っている佐さ藤とうさんに尋ねてみる。


「あ、うーんと、小お樽たるみたいだねー」


「小樽？」


「うん、ほらー」


　マウンテンゴリラから手渡されたプリントを見せてくれた。


　そこには[image: ]『小樽の観光産業について』→[image: ]『ガラス工芸の技法』→[image: ]『小樽運河についての感想』→[image: ]『鰊にしん御ご殿てんの歴史』と書かれていた。これらが弘司たちのグループに与えられた、調べるべきテーマのようである。


「小樽か……」


　当然ながら初めて訪れる場所だった。話では聞いたことがあるけれど、実際にはどういうところなのかは弘司には全然分からない。


　どんな街なのかなーと少し興味を覚えつつ考えていると、


「小樽──人口十四万七千百九十六人で、年間最高気温は二十五・五度で最低気温はマイナス六・三度。姉妹都市はロシアのナホトカ市とニュージーランドのダニーデン市……」


「や、山岡？」


　ふいに山岡が何やらブツブツとつぶやきながら、芝しば居いがかった仕し草ぐさで前に出て来た。


「有名な特産品はガラス工芸やオルゴールなどで、博物館や美術館なども存在する。漁業も盛んでニシンやホッケなどがよく採れたようだな」


　どこで仕入れてきたのか、だれにも頼まれていないのにやけに詳くわしい説明をし始める。


「そして……何といっても押さえておくべきなのは運河だ！　小樽運河！　夢見る恋人たちの憩いこいと発情の場として親しまれていてだれもが一度はその名を聞いたことがあるその場所！　そこでは幾組ものカップルたちが愛を語り合い交歓し合いやがてネオン輝く場所へと消えていく！　ああ、羨うらやましいなこのヤロウ！」


「……」


「はあはあ……ぜえぜえ……」


「…………」


　昨さく晩ばんのアルコールの影響で脳細胞の数が少しばかり減少しちゃったのかなーと思われるイっちゃった目でそんなことを力説した後、ハタと我に返ったかのように真顔に戻って弘ひろ司しの肩かたをガッチリと摑つかむと、


「ふふふ、いいから今日のグループワークは俺おれに任せておけ。腐くさってもクラス委員だ。この場は俺に仕切らせてもらおう（はあはあ……）」


「え、う、うん……」


　いまだ荒い息のまま、不気味にパチリとウインクをしながらそんなことを言ってきた。


　まあわざわざ自分から仕切ってくれるというのなら拒否する理由もないのだけれど……


「……この日この時のために三日も徹てつ夜やして頭に叩たたき込んだ北海道の全都市の知識──今こそ役に立ててみせる。ここで使わなければいつ使うというんだ！　そして圧倒的なリーダーシップに惚ほれた女の子たちとやがては運河で愛を語り合いそっと目を見つめて……ふふ……」


「？　何か言った？」


「いや、何でもない。──さあ、それでは行こうかみんな！　なーに、俺についてくれば何も心配はない。素す晴ばらしい幸せ旅行へとみんなエスコートをしてみせよう！」


　美み亜あたちへと向かって（弘司は視界外）、高らかにそう宣言する。


　ちなみに当の女子六人はまだ「で～と、で～と♪」「あらあら～」「ふむ、小お樽たるか……」などと自分の世界に入っていて、まーったく山やま岡おかのことなんて気にかけていなかった。





　ともあれ、こうして修学旅行二日目、グループワークが始まったのだった。








　小樽に向かうためには、まず駅へと移動する必要があった。


『ホテル・クリオネ』を出た弘司たちは、バスに乗って昨日きのうやって来たのとは逆のルートで札さつ幌ぽろ駅へと向かった。


「えっと、おたるってここからでんしゃに乗って行くんだよね？」


「そうですね～、だいたい三十分くらいでしょうか～」


「ふむ、案外遠いのだな。まあそれだけ弘司との時間を楽しめるのだから良しとしようか」


　切符を買い、ホームで電車が来るのを八人で待つ。次の電車が来るまで三分ほど。美亜がうろうろと自動販売機の周りを歩き回ったり千ち鶴づるがにこにことハトを眺ながめていたりさくらがベンチで寒そうにお茶をすすったりしていると、


「──そうだ、駅弁を買おう！」


　山岡が何の脈みやく絡りやくもなくふいに、休日に突然京都へ行きたくなったＯＬみたいなことを言い出した。


「駅弁？」


「ああ、駅弁だ。駅伝じゃないぞ。駅弁だ」


「二回も繰り返さなくても分かるけど……」


　そうじゃなくて、さっき朝ご飯を食べたばかりなのにどうしてってことなんだけど……


　弘ひろ司しが怪け訝げんな顔を向けると山やま岡おかはぐっと右手を握って、


「やっぱり旅行といえば駅弁だろう！　旅行とはその土地の文化と伝統の香りに触ふれるものであり、そしてそのためには食の息吹いぶきというものを感じるのが一番だ！　修学旅行だってリッパな旅行だし、ゆえにご当地の駅弁を買わないと始まらない！」


「……そういうものなの？」


「そういうもんだ」


　力強く迷いのない目でうなずく山岡。


　ちなみにその握り締められた右拳こぶしは、人さし指と中指の間に親指が入っているという、若じやつ干かん何かを間違えたものだったことについては特に触れないことにした。


「というわけで行きましょう、美み亜あちゃん白しら瀬せさん黒くろ崎さきさん。いざ駅弁屋へ！」


　近くにいた美亜たちの顔を見る。


「うにゃ？」


「え、あたし？」


「……どうして私がそんな面倒なことをしなければいけませんの？」


　美亜がちょこんと首を傾かたむけ、奈な々なが困こん惑わく顔になり、沙さ耶や香かが不満そうに反論する。


　だが山岡はまったく気にした様子もなく、


「まあまあ、細かいことは気にしない。ほら美亜ちゃんは俺おれといっしょに弁当を選んで。白瀬さんは黒崎さんといっしょに飲み物を買ってもらえるかな？」


　キラリ、とテレビコマーシャルに出てくる好青年のように不ぶ気き味みに前歯を光らせて言った（器用です）。


「うんっ。えきべんえきべ～ん♪　何がいいかな～。毛がに、ムラサキウニ、ホタテにアワビ～♪」


「何だかよく分かんないけど……じゃ、みんなの分も買ってくるわね。弘司、何がいい？」


「え？　ちょ、待ちなさい。それなら水上さんのものは私が選んでさしあげますわ」


　何やら慌あわててそんなことを言い出す沙耶香たち。


「あ、だったら僕もいっしょに──」


　八人分ものお弁当プラス飲み物を四人で持つのは大変だろうし男手があった方が便利だろうと弘司がそう申し出たところ、


「──いやお前はいい」


　なぜか山岡が即座にそう返してきた。


「え、でも……」


「いいから」


　きっぱりと拒絶する山やま岡おか。半ば据すわったその目は「せっかく短時間とはいえかわいい女の子たちに囲まれてミニハーレム気分を満まん喫きつするチャンスなんだ。お前は来るな！　いいから来るな！　空気を読め、このカマドウマ野や郎ろう！」と言っていた（超具体的）。


「それじゃあ行きましょうか！　美み亜あちゃん白しら瀬せさん黒くろ崎さきさん！」


　三人を促うながして、ホームにあった弁当屋へと入っていく。


「すいません、ええと、こっちの毛ガニ弁当と大盛りイカ飯めしを。後は……」


「ありがとうございます。トッピングでイクラかウニが付きますが、どうされますか？」


「りょうほう選ぼうよっ、りょうほう」


「うーん、それはどちらも捨てがたい……。イクラのプチプチ感を取るかウニの濃のう厚こうなねっとり感を取るか……。いやここはあえて片方ずつを選ぶことにより交換という嬉うれし恥ずかしなイベントを発生させ……」


　何やら悩み出した山岡を、沙さ耶や香かが怪け訝げんな目で見る。


「ちょっとだいじょうぶですの？　そんなに考えている時間は……」


「え？　ああ、それは大丈夫っすよ。あ、こっちのやつも見せてください」


　山岡がそうノンキに答える。


　と、そこでホームに電車の到着を告げるアナウンスが響き渡った。


「ほら、電車が来るみたいですわよ。もう飲み物は選び終わっているんですから。急いでくださいな」


「んじゃ以上で」


「はい。毎度ありがとうございます」


　弁当と飲み物を受け取り、売店を離れる山岡たち。


「あ、弁当は俺おれが持つから。美亜ちゃんたちは手ぶらでいいよ」


「え、そ～なの？」


「ああ、こういった力仕事は男の役割だからね」


　わざとらしく腕うでまくりをして笑みを見せる。


「じゃ、よろしくね♪」


「えっと……いいのかな？」


「お任せいたしますわ」


「ふっ、お任せを」


　三人から弁当の入ったビニール袋を受け取り、山岡がほくそ笑む。「くくく、ここで男としての力強さをアピールしておけば後で女の子たちはメロメロに……」


「ほらみんなー、電車来たよー」


「あ、うん」


「でんしゃ～」


「急ぎませんと」


　到着した電車の入り口から飛んできた佐さ藤とうさんの声に、奈な々なと美み亜あ、沙さ耶や香かが小走りになった。


　だが山やま岡おかだけはのんびりと散歩中の養よう豚とんのようにいまだ歩いていた。


「……ちょっとあなた、少しは急いだ方がよくありませんこと？　もう電車が来ているんですわよ」


　見み咎とがめたのか、最さい後こう尾びの沙耶香が注意をする。


　しかし山岡は余よ裕ゆうたっぷりの顔で、


「ははは、だから大丈夫っすよ。ここ札さつ幌ぽろでの電車の停車時間は独自に調べたところによると平均にしておよそ一分。俺おれの計算によるとあと三十秒は余裕というところですね。つまりそれだけの間はこうして貴女あなたたちとのステキな時と間きを過ごせるということで……」


「はあ……？」


　沙耶香は何言ってんだこいつって目で山岡を一いち瞥べつし、


「まあ、あなたがそう言うのならば私は別に知りませんけれど……」


　くるりと踵きびすを返し先に行こうとして、


「うーん、黒くろ崎さきさんは心配性だなあ。だからここは戦せん艦かん大和やまとにでも乗った気分でゆったりと──おおっ!?」


　山岡がなぜかそこに落ちていたメロンの皮（北海道特産夕ゆう張ばりメロン）に足を取られ、バランスを崩くずした。


「お、おおうっ！」


　倒れそうになった山岡は、そのまま人間としての本能で一番手近にあったモノに手を伸ばそうとして、


「えっ──？」


　それが目の前を歩いていた沙耶香のスカートであったという点については、彼女にとって不幸な出来事だったというしかない。


　引っ張られる布地。


[image: ]


　ガッシリと握り締められた山岡の右手。


　下へと引かれる力に従って、沙耶香のスカートがずり落ちた。


「……」


「……」


　しばしの沈黙。そして、


「い、いやああああああっっ!!」


　空気を切り裂さくような絶叫が響き渡った。


　茹ゆでられたザリガニみたいに真まっ赤かになった沙耶香が慌あわててあたふたとスカートを元の位置に戻す。


　それは時間にして僅わずか十五秒ほどの出来事。


　だが無情にも、その間に電車のドアはゆっくりと閉まっていき──


「──あ」


　呆ぼう然ぜんとする沙さ耶や香かたちの眼前で、アルカトラズの扉のようにぴしゃりと閉じられた。


　ごとりごとりと、電車が動き出す。


「ちょ、ちょっと待ちなさい！　何で私だけこんな……」


　立ち上がり追いかけようとした沙耶香の足下で、


「く、黒のレース……」


　にへら、と笑って山やま岡おかがリビングデッドのように足首にしがみ付いたまま顔を上げる。


「なっ……く、くたばりなさい、この変態！」


「え、えへへ、い、痛いけどなんか幸せ……」


「な、何なんですの、あなたは!?」


　がしがしと蹴けり付ける沙耶香と、何か新しい属性に目覚めてしまったのか恍こう惚こつとした表情を浮かべる山岡。


　その二人の姿が、どんどんと遠ざかっていく。


「……」


「……」


「にゃ、おべんとう……」


　それを見ながら、美み亜あが心から悲しそうな声でぽつりとそうつぶやいていた。





　現在人数（六名）：弘ひろ司し、美亜、千ち鶴づる、さくら、奈な々な、佐さ藤とうさん。
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　お弁当と山岡たちを札さつ幌ぽろに置き去りにしたまま、電車に揺られることおよそ三十分（後で追いついてくるだろうからとりあえず先に進んでおこうという結論に達した）。


　弘ひろ司したちは小お樽たるに到着した。


「わ～、着いた着いた～」


「ええ、着きましたね～」


「むう、ここが小樽か……何の変へん哲てつもない平凡な街じゃな」


　ネコマタ娘むすめたちがきょろきょろと辺りを見回しながら声を上げる。


「うーん、割と普通な感じよね。どこにでもある街並みっていうか……」


「そうだよねー。あちこちにガラス工芸屋さんがあるとか、コンビニでオルゴールが売られてるとか、そんなイメージだったんだけどー」


　奈々と佐藤さんも同様の感想を漏もらす。


　確かに、ぱっと見た感じは普通の街とあんまり変わらないように思える。夕ゆう凪なぎ市でよく見かけるスーパーとかもあるし……


　するとそれを聞いた霊れい鳥ちようお姉ねえねえさんは、


「ん～、駅前はそうかもしれませんね～。ですがもう少し運河の方に行けば違ってきますよ～」


　のんびりにこにことそう言った。


「そうなんですか？」


「ええ～。例えばほら、あそこにあるのは日本銀行旧小樽支店金融資料館ですね～。かつて北のウォール街と呼ばれた小樽を金きん融ゆう面で支えてきた大事な要所なのです～」


　遠くにかすかに見える建物を指差して言う。


「さらにあの通りをもう少し先に行くと小樽大正硝子ガラス館かん本店などがあって～、さらにその先にはアイスクリーム屋さんや運河があったりします～」


「へぇ……詳くわしいんですね」


　話し振りといい説明の仕方といい、まるで本物のガイドさんみたいである。


　少しばかり尊敬の眼差まなざしで弘司が見ると、


「いえいえ～。何といっても北海道は私の生まれ故郷ですから～。ほとんど庭も同然で～、これくらい知っていて当然なのです～」


「え、生まれ故郷？」


「はい～。ええと～、こういうのを何というのでしょう、庭には二に羽わ鶏にわとりがツガイで発情している、ですか～？」


　にっこりと笑いながらそんなことを言った。


　意外なカミングアウトだった。


　そういえば確かにトドがどうだとか流氷が懐なつかしいだとかそんなようなことを言っていたような気もするけれど……


「それに子供の頃から、家計の足しにするためにあちこちで朝から晩まで募金活動もしていましたし～。だからこういった案内はお手の物なのです～。馬車馬のように働かざる者米のひと粒たりとも食うべからずですか～？」


「……」


　何やらさらりとヘビーなことを言う霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


　だけど言われてみれば初めて会った時にも募金活動をしていたし、今でも休日とかにはヒマを見つけては色々とやっているみたいだし、それならここまで本職のガイドさん顔負けなのもうなずける話です。


「へ～、チヅル、北海道出身だったんだ～」


「ふむ、まあツルだしのう。南方出身でないことは確かじゃろうて」


「でも言われてみればそんな感じよね。北国の人は肌はだがきれいだっていうし……」


「千ち鶴づるさん、道産子どさんこだねー」


　美み亜あたちもうんうんとうなずく。千鶴は恥ずかしそうに少しの間「あらあら～」と顔の前でぱたぱたと手を振っていたが、


「とにかく行きましょう～。ガラス工芸屋さんにせよ運河にせよ、少し歩かなければなりませんから～」


「あ、はい。そうですね」


「ではでは、れっつご～です～」


　そこはかとなくうきうきな千鶴の号令の下、小お樽たるの街を歩き始める。


　駅前の通りはちょっとした網の目のようになっていて、少し油断すると迷ってしまいそうだった。


「けっこう道が入り組んでいるので、みなさん迷子まいごさんにならないように気を付けてくださいね～」


　にこにこと千鶴もそう注意してくる。


「そういうことらしいぞ、ネコ。せいぜい気を付けることだな」


「にゃ～、何でわたしにだけ言うのっ」


　美み亜あがぷ～っと頰ほおを膨ふくらませた。


「ふん、いつかの祭りでの出来事を忘れたのか。お主ぬしが迷子まいごになったせいで弘ひろ司しまでも巻き込んだじゃろう。違うか？」


「む、む～、あ、あれはさ～……」


「何なら首輪でも着けておくがいい。ついでに鈴でもあれば完かん璧ぺきじゃな。ほれ、リンリンと鳴らして居場所を教えるがよい」


「さ、さくらいじわるだよっ」


　いつものように言い合う美亜とさくらの隣となりで、


「ええとですね～、あれは市立小お樽たる美術館でして～、元々は郵政省小樽地方貯金局として昭和二十七年に建設されたもので～……」


　こっちもこっちでいつものごとく、千ち鶴づるがマイペースにのほほんと説明をしていた。





　　　＊





「というわけであそこの建物が～……」


「そうなんですか」


　そんな具合に弘司たちが話しているその少し後ろ。


　二メートルくらい離れた位置を奈な々なは一人で歩いていた。


　目の前では千鶴が小樽の街並みについて丁てい寧ねいに説明をし、弘司が興味深げにそれを聞いている。その周りでは美亜たちが楽しげに声を上げている。


　ある意味いつも通りといえばいつも通りな光景。


　だけどその様子はどこか親密で、とても楽しそうに奈々には見えた。


「ふう……」


　思わずため息が口から漏もれる。


　どうにもうまくいかないなーと思う。


　素直になるとは決めたものの、そう簡単に何か積極的な行動に出ることができるわけでもないし、相手も相手で相当の鈍どん感かん男なので、ちょっとやそっとのことじゃこっちのやっていることを認識すらしてくれない。


　この修学旅行は色々な意味でいい機会かもしれないと思ったのに、今のところの収穫は夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープをおごってもらう約束をしたくらいである。まあそれ自体は進展というかいいことではあるけれど、しかしそれさえも単に額面通りにおごる約束をしただけで、奈々の本意にはちっとも気付いていないだろう。


「……」


　──ほんとにこのままでだいじょうぶなのかな……


　少ーしばかりメランコリックな気分で通りを歩いていると、


「ちょっと、そこの人」


「え、あたし？」


　ふいに後ろから声をかけられて、奈な々なは立ち止まった。


「そう、そこのあなたです、あなた」


　振り向いた先には、占うらない師しだろうか、何やら片手にブサイクなガラス像を持った怪あやしげな黒尽づくめの女の人の姿。脇わきにあるカンバンには『名物ホタルイカ占い』と書かれている。


「あの、あたしが何か……？」


「あなた、今何か迷まよっていることがあるのではないですか？」


「え？」


　迷っていること。


　そのフレーズに奈々は思わず反応してしまった。


　迷っていることは確かにある。それはまあ、僅わずか数メートル先を歩いているどこかの鈍感幼おさな馴な染じみのことだったりするのだけれど……


　奈々がその場で立ち止まっていると、女占い師はさらにこう言ってきた。


「どうです？　あなたのその悩みを私が解決してさしあげましょう。一回五百円でいかがですか？」


「五百円……」


　奈々の肩かたがぴくりと動く。その高すぎず安すぎず微び妙みようにお手ごろな観光客の心理を突ついた額がくがさらに奈々の心を揺さぶった。


　と、


「奈々、何をしておるのじゃ」


「さくらちゃん……」


「何を立ち止まっている。そんなところでぐずぐずしていると置いて行くぞ──おおっ、これは!?」


　さくらが声を上げる。


　その視線の先にあったのは、占い師が持っていたガラス像だった。


「こ、これは素す晴ばらしい……」


　赤く濁にごった目、吸きゆう盤ばんまでも細やかに再現された軟なん体たい類な脚あし、ライト加工されているのか半透とう明めいのボディはチカチカと淡く光り輝いている。とことんまでリアルさを（ムダに）追求したと思われるそれは、どこかホテルにあったあのクリオネ像（不ぶ気き味み）を彷ほう彿ふつとさせた。


「あの赤く光るちゃ～みんぐな眼め、どこか触しよく手しゆを思わせる虚こ空くうに広がった十本の脚あし、神こう々ごうしい光に彩いろどられた生温かそうな身体からだ。むう、どこをどう見ても素晴らしい出来じゃ。さすがはガラス細ざい工くの街、これが匠たくみの業わざというものか……」


　うっとりと夢見るようにそうつぶやく。


　相変わらず、常人には理解しがたいセンス（ある意味神のセンス）だった。


　それを見た占うらない師しがきらん、と目を光らせる。


「……ほほう、これに着目されるとはお目が高い。これは『エクセレント・ホタルイカ・ザ・スタチュー』といって、幸運と幸せとハッピーを呼ぶための必ひつ須すアイテムなのです」


「おお、やはりそうか！」


「よければレプリカをお分けしましょうか？　本来は三十万円ほどするところを、今なら特別価格として千二百円でご奉ほう仕ししております」


「や、安い！」


　さくらが声を上げる。


「さ、さくらちゃん、だめだって！」


　一瞬にしてすさまじい価格崩ほう壊かいを起こした怪あやしげな市場経済に奈な々なが一いつ旦たんは止めようとするものの、


「そちらのあなたもお一ついかがですか？　これを持っていればあなたの悩みもたちどころに解決されること間違いなし。金運、仕事運、健康運を始めとして意中の人を射止めるのにも効果抜群です。どうです、今ならさらにサービスして二つで二千円でお分けいたしましょう」


「え……」


　おそらく占い師としては極めて適当に言ったであろう「意中の人」の一言が、その心を購入の方向に大きく傾かたむかせた。


「買うぞ！　ここでこれを手に入れなければきっと七代後悔するに違いない！　いや神たる儂わしに代などないのだがな！（興奮状態）」


「そ、それくらいなら買ってもいいかも……」


　ふらふらと引き寄せられていくさくらと奈々。


「うふふ、毎度ありがとうございます～」


　占い師から一転して完全に商売人の口調になった占い師が（ややこしい）、にんまりと満足げな笑みを浮かべた。





　ちなみに奈々たちがそんな風にホタルイカ像の前で釘くぎ付づけになっている間に、


「は～い、ではそろそろ運河の方へと移動しますね～。みなさん、ちゃんと付いてきてください～」


「あ、うん」


「にゃ、らじゃっ」


「りょーかーい」


　弘ひろ司したちがすでにその場から移動を始めていたことに、二人はまーったく気付いていなかった。





　現在人数（四名）：弘司、美み亜あ、千ち鶴づる、佐さ藤とうさん。
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「──あれ、さくらと奈な々なは？」


　ガラス工芸の店が並んだ区画を通り過ぎようやく運河が見えてくる通りまで出たところで、弘司は神様幼よう女じよと幼おさな馴な染じみの姿がないことに気が付いた。


「どこに行ったんだろう？　お土産みやげでも買ってるのかな……」


「え、さっきまでいたよ。いないの？」


　美亜が首をかしげる。


　少し前まですぐ近くを歩いていたのは弘司も確認していたけれど、いつの間にかいなくなっていたのだ。


「あちゃー、もしかしてはぐれちゃったのかなー。そういえばお店が並んでる辺りから見なかったような気もしたしー」


　佐藤さんがしまったなーって顔をする。


「どうしよっかー。戻って探してみるー？」


「うーん……」


　佐藤さんの言葉に、弘司は考え込んだ。


　さくらと奈々には悪いけど、ここはとりあえず弘司たちだけでも先に進んだ方がいい気がする。今から戻っても向こうも動いているだろうから行き違いになる可能性があるし、それにさくらたちも目的地は分かっているのだから別々に行動してもきっと後で合流できるだろう。


　その旨むねを伝えると、


「んー、そうだねー。奈々たちには悪いけどそれが一番いいかもー」


「うん、特にさくらなんて人に迷子まいごになるなって言ってて自分が迷子になったんだもん。じご～じとくだよ」


「ええ～。仕方がないと思われます～」


　他ほかの三人も了承する。


　というわけで、とりあえずはこのメンバーで先に進むこととなった。


「こちらが小お樽たる運河になりますね～」


「わ～、うんがだうんがだ～」


　運河に到着するなり、美亜がにゃあにゃあと嬉うれしそうに声を上げた。その様子はまるで初めて遊園地に行った子供みたいだった。


「あらあら～」


「へー、美み亜あちゃん、運河が好きなんだねー」


「うんっ！　大好きだよ！」


　ぶんぶんと大きく頭を縦たてに振り、


「ところで、うんがってな～に？」


「……」


「……」


「……」


　どうやら知らないであれだけはしゃいでいたみたいです。


「ええとですね～、運河というのは交通や灌かん漑がいなどのために陸地を掘って作った水路のことです～。特にこの小お樽たる運河は一九二三年に完成されて以来重要な水の交通網として発達してきたのです。文化財としても高く評価されていて～、それゆえに実用性はあまりなくなった現在においても大事に保存されていたりもします～」


「…………」


「分かっていただけましたか～？」


　千ち鶴づるの説明に美亜は首を斜め三十度に傾かたむけて、


「…………えっと、ようするに古くておっきくてすごい川？」


「……」


「……」


「……」


　……まあ、間違ってはいないんだけれど。


「う、うーん、とりあえず細かいことは気にしないでもっと近くで見てみようよー。せっかくの生運河なんだしー」


　ちょっとばかり微び妙みようになった空気を攪かく拌はんするかのように、佐さ藤とうさんがみんなの顔を見回した。


「うんっ、ナマうんがナマうんが～♪」


　大きくうなずいて、今にもネコミミとネコシッポを出しそうな勢いで美亜も駆かけていった。


　水みず際ぎわの柵さくから身を乗り出して、二人で楽しそうにきらきらと光る水面を眺ながめている。


　それを弘ひろ司しは少し離れたところから千鶴と並んで見ていた。


「キレイですね……」


「ええ～、まるで水でできた鏡みたいです～」


　千鶴が珍しくまともなことを言ってにっこりと笑う。


「ですが日が落ちてからがもっとステキなんですよ～。ガス灯とうが点ついて、それらや街のイルミネーションが水面に反射して、とっても幻想的な光景になるのです～」


「へえ……」


「いつか二人だけで見てみたいですね～」


「え？」


「うふふ～」


　楽しげに目を細める霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


　その意味深しんな言葉に少しばかり弘ひろ司しが戸と惑まどっていると、


「あ、そうです～。ごくまれに水みず際ぎわにボートなどが放置されていることがあるんですが、見つけても勝手に乗ったりしないでくださいね～。ちゃんと岸に繫つないでいないものもあるため～、そのままどんぶらこ～と流されてしまう可能性があります～」


「え、あ、はい」


　うなずく。


　とはいっても、わざわざ柵さくを乗り越えて放置されているボートに乗る物好きなんてそうはいないだろう。ちょっと考えればそれが危険行為だってことは子供でも分かるだろうし……と思ったのだけれど──


「う、うにゃあっ！」


　ふいに河か岸しの方から悲鳴が響いてきた。


　見ると水際にぷかぷかと浮かぶ白鳥の形をしたボートにちょこんと乗っているネコマタ娘むすめの姿。少しだけれどすでに流され始めている。


「……」


　……物好きがいました。それもものすごーく身近に。


「な、何やってるの、美み亜あ!?」


　慌あわてて柵のところまで走ると美亜はボートの上から必死な目で弘司の方を見て、


「だ、だってだにえるくんが生きてたんだよ！　助けなきゃって思って！」


「……」


　ちなみにだにえるくんというのはいつかの海水浴で美亜が見つけ、後に太平洋の彼方かなたへと消えていった足こぎボートのことだと思われます。


「と、とにかく、何とか岸まで漕こいで……」


「漕ぐって、どうやって!?」


「それは……」


　美亜の手元にはオールはないし、あの白鳥ボートはだにえるくんと違って足こぎ式ではないようだ。どうしようもない。


　弘司が途と方ほうに暮れていると、


「んー、こうなったらー。水みな上かみくん、ちょっとそこどいてー」


「え？」


「えいー」


　呆ぼう然ぜんとする弘ひろ司しの横で佐さ藤とうさんは軽々と柵さくを乗り越えて、


「よっとー」


　そのまま二メートルほどジャンプして白鳥ボートへと飛び移った。


　さすがに陸上部だけあって、見事な跳ちよう躍やくだった。


「さ、佐藤さん!?」


　その手には何やら棒ぼうきれのようなものが握られている。


「ここは私に任せておいてー。ほら、この棒を使って漕こげばすぐに……」


　ぼきり。


　佐藤さんが棒きれを水面に入れた途と端たん、それは鈍い音とともに根元から二つに折れてしまった。


「ありゃー、腐くさってたのかなー」


　佐藤さんが頭に手をやって苦笑する。


「うーん、こうなったらしょうがないかー。水みな上かみくんたちは先に行っててー。私たちはどこか適当に岸に着けそうなところを探して、すぐに追いつくからさー」


「え、で、でも……」


「だいじょうぶだいじょうぶー。そんなに流れが急なところはなさそうだし、いざとなったら泳ぐって手もあるしー」


「……」


　確かに佐藤さんと美み亜あならそれでも何とかなりそうな気はするけれど……


　そうこうしている間にも、二人を乗せた白鳥ボートはどんどんと遠ざかっていき。


「じゃ、また後でねー」


「ヒ、ヒロ～、あいるび～ば～っく！」


　そして、とうとう見えなくなってしまった。





　現在人数（二名）：弘司、千ち鶴づる。
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「あらあら～、とうとう二人だけになってしまいましたね～」


　ネコマタ娘むすめたちが流されていった方向を見ながら千鶴がおっとりとつぶやく。


　電車の時点で沙さ耶や香かと山やま岡おかが離脱。


　小お樽たる市内に入ってすぐにさくらと奈な々なが迷子まいご。


　そして小お樽たる運河では美み亜あと佐さ藤とうさんの二人が漂ひよう流りゆう。


　ここに至るまでに実に八名中六名がドロップアウトしていた。生存率（？）としては僅わずか四分の一である。


「う～ん、こうなってしまっては仕方がありませんね～」


　千ち鶴づるが頰ほおに手を当てる。


「少しばかり残念ですがこれもまた運命です～。あまり時間もありませんし、亡なき美亜さんたちの分まで私たちだけでもしっぽりと目的を果たしましょう～」


「……そうですね」


　相変わらず突つっ込みどころはいくつかある台詞せりふだったけれど、言っていることは実にもっともだった。現在の時間は十二時過ぎ。グループワークの残りのことも考えるとそんなに時間があるわけじゃない。ネコマタ娘むすめと神様幼よう女じよから目を離すのが心配でないかといえば噓うそになるが、それでもそれぞれに佐藤さんと奈な々なが付いていることだし、最終的な目的地（鰊にしん御ご殿てん）はいっしょなのできっと会えるだろう。


　弘ひろ司しがうなずくと、


「ではでは向かいましょう～。鰊御殿は祝しゆく津つ町ちようの方にあるのです～。なのでバスに乗っていかないとなりません～」


「え、歩いていけないんですか？」


「はい～。不可能ということはありませんが～、徒歩では下半身にすこ～しばかりきついものがあるかもしれません～。なのでバス推すい奨しようです～」


　とのことだったので、バス停へと向かう。


　近くにあったバス停からバスに乗ってゴトゴトと揺られること約二十五分。


「あ、ここで降りますよ～」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんのゆったりとした声とともに、『おたる水族館』で降りた。


「水族館、ですか？」


「ええ、そうです～。ここで降りるのが一番近いんですよ～。ちなみにここの水族館にはトドさんやイルカさん、オタリアさんやトドさんがいるんです～」


　楽しげにそう説明してくれる。


「……」


　何となーくは分かっていたことだけど、どうやらこの霊鳥お姉さん、トドが好きで仕方がないみたいです。


「ではこちらへ～。目的地の鰊御殿はこっちです～」


　スカートの裾すそをふわふわさせながら、千鶴が跳はねるように歩く。


　その様子はやたらと楽しげで、何だかいつもよりも少しだけ無む邪じや気きというか、かわいらしく弘司の目には映った。


「そういえば二人きりになるのは初めてですね～」


「え？」


　歩いていると、弘ひろ司しの方を振り返りつつ千ち鶴づるがそんなことを言った。


「弘司さまがご主人様になられてからもう半年以上が経たちますが～、こうして二人だけでどこかに行くのは初めてのことですよ～」


「それは……」


　確かにそうかもしれない。普段は何だかんだいっても美み亜あたち三人と奈な々な、場合によってはプラス佐さ藤とうさんや管理人さんたちと行動することがほとんどである。そういう状況の下でも美亜やさくら、奈々とは個別に行動することはあったけれど、千鶴と二人だけで何かをするというのは実のところこれが初めてだった。


「だからとっても嬉うれしいのです～。賑にぎやかなのも悪くはないですけれど、やっぱり二人だけの方が色々と弘司さまのことを知ることができますから～」


「千鶴さん……」


「これからも弘司さまにご満足していただくために、侍じ女じよとして全身全ぜん霊れいをもってがんばっちゃいます～」


　そうにっこりと笑うと、千鶴はその白くて細い手をゆっくりと伸ばし、


「あ……」


　きゅっと。


　まるで大切なもので扱うかのように柔やわらかく弘司の手を包み込んだ。


「うふふ～、手、繫つないじゃいましたね～」


　この上なく幸せそうに笑う千鶴。


「……」


　別にこれくらいのスキンシップはよくあることである。というか今までもっとデンジャラスな接触（胸とか胸とか胸とか）が繰り返されてきたはずなのに……なぜか弘司の心臓の鼓こ動どうはいつもよりも少しばかりその勢いを増していた。








「こちらが鰊にしん御ご殿てんになります～」


　手をつないだままの状態で千鶴に案内されてやって来た目的地──鰊御殿は、古びた民家のような日本家屋だった。


　海に突つき出た岬みさきの高台というロケーション、遠くからでも目を引く赤い大きな屋根、聞こえてくる穏おだやかな波の音。


　ここはこの辺りでもそれなりに有名な場所であるらしく、他ほかにも何人か観光客らしき人たちが見学している。ただほとんどは年配の人たちばかりで、弘司たちのような高校生の姿は見て取れなかった。


「この鰊にしん御ご殿てんは昭和三十五年から北海道の指定有形文化財となっています～。本格的に冬に入ると閉へい鎖さされてしまうので見ることができるのは今の時期がぎりぎりですね～。似たような名前で近くにはにしん御殿、別名貴き賓ひん館かんというのもありまして～。──あ、ちなみにここから少し離れた沖にある岩はトド岩というんですよ～」


「……」


　最後にそんなことを付け加える。この人、本当に心の底からトドが好きみたいだった。ツルなのに……


「それでは中に入ってみましょうか～。色々と資料とかが展示してあるそうですよ～」


「あ、そうですね」


「行きましょう～」


　再び千ち鶴づるに手を引かれて、鰊御殿の中に入る。


　中は基本的に昔の民家がそのままの形で保存されていて、各所に当時の漁具や写真が展示されていた。


「ここはもともと出で稼かせぎの漁師さんが寝泊りをしていたところなのですよ～」


「出稼ぎの？」


「ええ～、当時はヤン衆しゆうと呼ばれていてその数は百二十人にも上ったとか～。余談ですが、この家を建てるにあたって使われた木材は民家二十軒分もの量にあたるんですよ～」


「そんなにたくさん……」


「ちなみに使われた木材は、そのほとんどが道産どさんのトドマツや東北産のヒノキや道産のトドマツだという話です～」


「……」


「すごいですよね～。こういうのを何というのでしょう～、メイド・オブ・トド、でしょうか～？」


　にこにこと実に楽しそうな顔で説明してくれる霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


　と、


「ほう、若いのにずいぶんとお詳くわしいですな」


　同じように殿でん内ないを見学していた初老のお爺じいさんに声をかけられた。


　どうやら夫婦で来ているようで、隣となりには優やさしそうな表情をしたお婆ばあさんがにこにこと立っている。


「見たところまだ二は十た歳ちは超えていないようですが、その歳としでそこまで知っている方はなかなかいない。よく勉強されているのですな。素す晴ばらしい」


「あらあら～、お若いと言われてしまいました～」


　頰ほおに両手を当てて千鶴が照れる。いや反応するところはそこじゃないと思うんですけど……


　そんな反応にお爺じいさんは楽しそうに口元を緩ゆるめて、


「はっはっはっ、面白い娘むすめさんですな。お二人ともとても仲がよろしいようですが、もしかして若夫婦か何かですかな？」


「わ、若夫婦？」


「あらあら～♪」


　千ち鶴づるの声が弾はずむ。


「あ、や、そうじゃなくて……」


「隠かくさなくてもいいですぞ。うむうむ、ワシらも若い頃には二人仲良く色々なところを旅したもんですじゃ」


「あらあらあら～♪」


　さらに声のトーンを上げる霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


　すると隣となりのお婆さんが、


「違いますよおじいさん。この方たちは学生服を着ているじゃないですか。いくら何でも夫婦ということはありませんよ」


「む、そうか？」


「ええ。ですからこの方たちはあれですよ、アベックですよ。ああ、今の言い方だと何と言うのかしらね。かっぷる？」


「い、いや……」


　それもおそらく違うと思われます。というかそもそも前提の時点で大きな間違いが……


　だがお爺さんは大きくうなずいて、


「おお、そうじゃったか。ということは今は逢あい引びき中かの。それともでーとか？」


「え、や……」


「だったら邪じや魔まして悪かったかのう。なあ、婆ばあさん」


「そうですね、お爺さん」


　何と答えればいいのか分からない弘ひろ司しに、


「ええと～、少し違います～。私は弘司さまにご奉ほう仕しをするためにこうして常に傍かたわらでごいっしょさせていただいているのです～。何というのでしょう～、身も心も絶対服従、ですか～？」


　千鶴がいまいちフォローとは思えないフォローを口にした。


「おお、男を立てるとは最近の若者にしては感心じゃ。それこそが夫婦円満の秘訣であり日本の少子化対策への何よりの切り札でもあるのじゃ」


「だから夫婦じゃなくてかっぷるですよ、お爺さん」


「もうそんなのどっちでもいいわい。とにかく若いとはいいことじゃのう。そう思わんか？」


「ええ、そうですね」


「……」


　微笑ほほえましげな顔で笑い合う老夫婦に、弘ひろ司しはもう何も言えなかった。





　結局、最後までそんな感じで微び妙みように勘かん違ちがいされたというか嚙かみ合わない会話が続いた。


　だけど千ち鶴づるはどことなく嬉うれしそうな顔でにこにことと話を聞いていた。








「うふふ～、若夫婦ですか～」


　鰊にしん御ご殿てんを出てもまだ、千鶴はそんなことを言っていた。


「私たち、他ほかの方たちから見るとそんな風に見えるのですね～。うふふふふ～♪」


「いや、だからそれは……」


　ちょっと違うんじゃないのかなーと思ったけれど、実のところそうでもないのかもしれない。あのお爺じいさんたちも口を揃そろえてそう言っていたのだし、もしかして傍はたから見たら、その、本当にデート中の若夫婦とかカップルとかにも見紛みまがわれるという可能性もなきにしもあらずなのかも……


「……」


　うーん。


　どうなんだろうか？


　弘司にはよく分からない。


　だけどいずれにせよ、その状況がイヤだとは思わなかった。


　何だかんだでこの霊れい鳥ちようお姉ねえさんは美人で優しくて色々なことによく気が付く人だし、そんな人とデート中だと思われて悪く感じる男子高校生（十七歳さい）はいないだろう。そして弘司もごく普通の高校生である。


「……」


　そんなことを考えていると、


「弘司さま～、そろそろお昼ご飯はんにしませんか～？」


「!?」


　下から顔を覗のぞき込むようにして、千鶴が尋ねてきた。


「？　もう一時を回っていますし～。この辺りで精力を取り戻しておかないと後々の下半身の動きが悪くなってしまいますよ～」


「あ、そ、そうですね」


　考えていたことが考えていたことだったので、思わず慌あわててしまった。


　そんな弘司とは対照的に千鶴はいつも通りのぽわんとした表情で、


「この近くには行き付けのお店があるのです～。よろしければそこにご案内したいのですが～」


「……行き付けのお店、ですか？」


　案内が得意と言っていたとはいえ、そんなにここいらのことに詳くわしいのかなーと思っていると、


「ええとですね～、この辺りには子供の頃からよく来ていたのです～。ここは少し特別な場所ですので～」


　弘ひろ司しの内心を見み透すかしたのか、千ち鶴づるはそう言った。


「特別？」


「はい～。ちょっとした思い入れがある場所なのです～」


「？」


「うふふ～」


　少し意味ありげに笑うと、弘司の手を引っ張って先を促うながした。「こちらです～」


　向かった先はバス停から鰊にしん御ご殿てんへと続く道の途と中ちゆうにある『北海魚類天国』という小さな食堂だった。


「こんにちは～」


「はい、いらっしゃい！」


　入るなり女の人の威勢のいい声が飛び込んでくる。「何名様ですか──ん？」


　声の主ぬしは四十～五十代くらいの女の人。おそらくここの女将おかみさんなのだろう。千鶴の姿を確認するなりその細い目を丸くして、


「千鶴ちゃん？　もしかして千鶴ちゃんかい」


「はい～、ご無ぶ沙さ汰たしております～」


「ああ、やっぱり！　一年ぶりくらいだよねえ。今までどうしてたんだい！」


　顔を綻ほころばせて、紺こん色いろの前掛けで手を拭ふきながらカウンターの向こうから出て弘司たちの方へとやって来た。


「ええ、実は本州の方まで行っていまして～」


「本州？　何でまたそんなところにまで」


「ええと～、募金活動や捜そう索さく活動など色々です～。範囲を広げましたので～」


「ふうん、そうなんだ。相変わらずあんたも大変だね……。──で、そっちの坊ぼうやは？」


　じろりと弘司の方に目をやりながら言った。


「あ、え、僕は……」


　突然振られて戸と惑まどう弘司に、


「こちらは弘司さまです～。困っていた時にとってもお世話になった方で～、私の肉体からだのご主人様なんですよ～」


「ち、千鶴さん」


「うふふ～♪」


　何も知らない人が聞いたら誤解を与えまくりかねない、というか下へ手たをしたらそのまま通報されちゃったりしてもおかしくない表現である。


　だけど女将おかみさんは首を捻ひねって、


「ご主人様……何だい、それは？　本州の方ではそういうのが流は行やってるのかい？　冥めい土ど喫きつ茶さだったっけ？　よく分からないけど、とにかくあんたのいい人なんだろ」


「はい～♪」


　千ち鶴づるが嬉うれしそうにうなずく。


　その〝いい人〟という答えが正しいのかどうかいまいち疑問だったけれど、とりあえず〝ご主人様〟と認識されるよりは数倍よかったので、それについては弘ひろ司しは黙っていた。


「ま、とりあえず座りなよ。立ち話ってのもあれだからさ」


「あ、はい～」


「失礼します」


　女将さんに促うながされてカウンター席に座る。


「千鶴ちゃんはいつものでいいだろ。そっちの坊ぼうやは？」


「あ、僕も同じもので……」


「分かったよ。それじゃちょっと待ってな」


　そう言って、女将さんはカウンターの向こうへと戻っていった。


「ここは私が募金活動をしていた時によく来ていたお店です～。女将さんとはその時からの顔見知りで～、色々とサービスをしてくれたりしたんですよ～」


　女将さんの背を見ながら千鶴がそう説明してくれる。


「あ、だから行き付けのお店って……」


「はい～」


　嬉しそうに千鶴はうなずいた。


　やがて女将さんが料理を持ってきてくれた。


「はい、いつものだよ。ゴッコの味み噌そ汁しる」


「わ～、ありがとうございます～」


　千鶴が声を上げる。


　目の前に置かれたお椀わんには──何か、不ぶ気き味みというかグロテスクな風ふう体ていをした魚がプカプカと浮かんでいる味噌汁があった。


「……」


「……」


「どうしたのですか～？」


「あ、いえ……」


　そういえばこの霊れい鳥ちようお姉ねえさん、いつだったか無数の魚の頭が親の仇かたきのように天空に向けてそそり立った非常に独創的な創作料理を作ったことがあったっけなーと、今さらながら思い出していた。


「冷めてしまわないうちに食べましょう～。美お味いしいですよ～」


「……」


　食べるべきか食べざるべきか、お椀わんからはみ出した魚の頭と視線を交わしながら悩んでいると（切実）。


　ガララ。


　入り口の引き戸が開いて、何人かのお客さんが入ってきた。


　どうやら常連さんのようである。弘ひろ司したちの方を見ると、


「お、そこにいるのってもしかして千ち鶴づるちゃんかい？」


「久しぶりだねえ！」


　知り合いなのか、一いつ斉せいに声をかけてきた。


「あらあら～、みなさん、お久しぶりです～」


　店の中が一気に活気付く。


「やれやれ、大騒ぎして……」


　忙しそうに動き始める女将おかみさんに、


「あ、女将さん、私も手伝いますよ～」


「ん、そうかい？　すまないね」


「いえいえ～。弘司さま、少しの間失礼いたします～」


　そう言って、千鶴はカウンター向こうの厨ちゆう房ぼうへと入っていった。そのままいくつか料理を持って出てくると、常連さんたちの席へと運んでいく。


「お、ありがとう千鶴ちゃん」


「相変わらず美人さんだね」


「あらあら～、ありがとうございます～」


　席へと料理を運んでいる千鶴。


　お客さんたちと楽しげに声を掛け合い、笑顔を見せている。


　明るく優しく天然な霊れい鳥ちようお姉ねえさんは、みんなの人気者みたいだった。


「……」


　カウンターから一人それを見て、弘司は何だか気になるような寂さびしいような複雑な気持ちを感じた。いや千鶴がたくさんの人たちから好かれているのはいいことなんだけれど……


「いい娘こだろ、千鶴ちゃんは」


「え？」


　自分の気持ちに何となく釈しやく然ぜんとしないものを感じていると、ふいに女将さんがカウンターから声をかけてきた。


「まだ若いのに気立てが良くて気が利いてそれで器き量りよう良しで……あんな娘こ、めったにいるもんじゃない。魚にしたら黄金のサバみたいなもんだよ」


「……」


　その喩たとえはどうだろうとは思ったけれど、千ち鶴づるに対する評価は事実だった。


　考えてみれば弘ひろ司しや美み亜あたちみんなの食事を作っているのも霊れい鳥ちようお姉ねえさんだし、掃そう除じ洗せん濯たくなどの家事も全すべて彼女の役目だ。最近では適当極まりない管理人さんに代わって夕ゆう凪なぎ荘全体の管理に近いこともやっているとかいう話も聞く。


　少々──いやかなーり天然なところは玉に瑕きずだけれど、そういうところは素直にすごいと思う。


　そんな弘司の肩かたをポンと叩たたいて、


「あんたもご主人様だか何だか知らないけど、ちゃんと捕つかまえとくんだね。でないときっと後で後悔するよ？」


　女将おかみさんはにやりと笑ったのだった。








　　　４




　その後も、『北海魚類天国』で過ごした。


　一いつ向こうに追いついてくる気配のない美み亜あたち（行方ゆくえ不明）を微び妙みように心配しつつも、名物料理を食べたり女将さんの話を聞いたり他ほかのお客さんと話をしたりしている内にどんどんと時間は過ぎていき。


　気が付いたら、あっという間に夕方になろうとしていた。


「あらあら～、もうこんな時間になってしまいましたね～」


　千鶴が少しばかり残念そうにつぶやく。


「そろそろ閉店の時間だね。今日は久しぶりに会えて嬉うれしかったよ、千鶴ちゃん」


「女将さん～……」


「ほら、そんな顔しない。また来るんだろ？　その時はまたあんたの好きなゴッコをごちそうしてあげるからさ」


「ええ～、必ず～」


「そっちのご主人様のあんたもまた来な。待ってるよ」


「はい、ごちそうさまでした」


　女将さんに挨あい拶さつをして『北海魚類天国』を出た。


「楽しかったですね～。ついつい時間が経たつのを忘れてしまいました～」


「そうですね、料理も美お味いしかったし」


「ええ～。本当に～」


　歩きながら千鶴と二人で笑い合う。


　──何だか、店に入る前よりも少しだけ親密な空気が流れているような気がした。


　しばらくそんなやり取りをして、


「──それじゃあ、そろそろ戻りましょうか？　もうけっこう遅いですし……」


　弘ひろ司しは言った。


　さすがにこの時間になってはもう美み亜あたちも追いついて来ないだろう。大人おとなしく旅館に戻ってそこで待った方がいいと思われる。


「そうですね～」


　弘司のその言葉に千ち鶴づるはうなずき、


「ですが最後に弘司さまといっしょに行きたいところがあるのですが～、よろしいでしょうか～？」


「行きたいところ、ですか？」


「はい～。正確に言えばそこでお見せしたいもの及びやっておきたいことがあるのですが～」


「それは構わないですけど……」


　こんな時間からどこに行くつもりなんだろう？　それに見せたいものって……


　弘司が首を傾かしげていると、


「うふふ～、それは着いてからのお楽しみです～。ですが、とってもエキサイティングなところですよ～」


「はあ……」


　いまいち千鶴の意図が摑つかめないまま、それでも促うながされて歩き出す。


　千鶴が向かったのは海側へと続く道だった。


　鰊にしん御ご殿てんがあったのとはまた違う方向にある道。


　時間が時間ということもあり、周囲にはほとんど人の姿はない。


　加えて、この霊れい鳥ちようお姉ねえさんが進んでいる先も何だかその意図が摑めないというか、ただでさえ街から外れていたところをさらに郊外に向かっているような気が……


「あの……千鶴さん、どこに行くつもりなんですか？」


　怪け訝げんに思って弘司が尋ねると千鶴は頰ほおを少し赤らめながらにっこりと笑って、


「と～ってもいいところですよ～。そこに男女が二人で行くと気持ち良くなれるのです～。お仕事も終わったことですしお腹なかもいっぱいになったことですし～、ここまできたらもうやることはひとつしかありませんよね～」


　そんなアレなことを言い出した。


「ちょ、ち、千鶴さん？」


「心配しなくてもだいじょうぶです～。初めてはだれでも不安なものですよ～。それに知っている人しか知らない秘蔵の場所ですからゆっくりと休きゆう憩けいもできますし～」


「え、そ、そういう問題じゃなくて……」


「ほらほら～、こちらです～」


　珍しく強引に千ち鶴づるがくいくいと手を引っ張る先には、何やら道路の脇わきにぽつんと建つ大きなお城のような建物が見えた。今はまだ普通に見えるそれは、夜間には間違いなく色とりどりのネオンがハデにきらめく建物かと思われます。


「とりあえず既成事実を作ってしまいましょう～。完全成じよう就じゆにはこれでは不十分かもしれませんが、とっても楽しいことだとは思いますよ～」


　両腕うでをぐっと弘ひろ司しの腕うでに絡からませて楽しげに言う千鶴。


　何やらものすごーく柔やわらかいモノが押し付けられたような気もしたけれど、今の弘司にとってはそれどころじゃなかった。


「き、既成事実……!?」


　それはとってもまずいことなんじゃないでしょうか？　というかあの昼なおきらびやかな建物に入ってやることなんて一つしかないような気もします。


　焦あせる弘司の腕を、千鶴がさらに引っ張ってくる。


「や、やっぱりまずいですよ！　その、こういうことはもっと色々とお互いのことを知ってから──」


「まずくなんてありません～。私はやるのなら今がベストだと思っています～」


　口調こそいつものおっとりとした霊れい鳥ちようお姉ねえさんのものだが、その声色にはどこか有う無むを言わせない雰囲気があった。


「い、いやでも……」


「いいではありませんかいいではありませんか～。ほらもうすぐそこですから～」


　気付けば建物はもう目の前。


　休きゆう憩けい三千円・宿泊八千円と書かれたカンバンが視界の片かた隅すみに飛び込んでくる。


　そしてそのまま弘司たちはお城のような建物の入り口へと吸い込まれていき──


　──────


　────


　──


　──と思わせて、


「……え？」


　混乱する弘司をヨソに、千鶴はお城の脇にある細い道へと入っていった。


　木々の間を抜けていくほとんど獣けもの道みちのような道。


　その中を弘司の腕を取ってどんどんと進んでいき、


「はい、着きましたよ～」


　そして辿たどり着いた先は──


「……へ？」


　神社だった。


　赤茶けた鳥とり居い、小さなお堂、壊こわれかけた賽さい銭せん箱ばこ。


「あの、千ち鶴づるさんここは……」


「ここは鶴女つるめ一族に伝わる秘密の神社なのです～。鶴つる神がみ様を祀まつっていて、鶴女の間では主しゆ従じゆうの縁えん結むすびを司つかさどる場所としても有名なのですよ～」


「鶴女の……」


　そういえば普通の神社ならばあるだろう狛こま犬いぬの代わりに、入り口にはツバサを力強く広げて片足を上げたツルの石像（×二）が立っている。……狛こま鶴つる？


「じゃあ、千鶴さんの行きたい場所って……」


「はい～、ここですよ～。弘ひろ司しさまといっしょに縁結びのお祈いのりをしたという既成事実を作りたかったのです～」


「…………」


　また何て紛まぎらわしい……


「ささどうぞ～、こっちですよ～」


　手招きされた先には小さなお堂のようなものがあった。『鶴女恋れん縛ばく堂』とあることから、おそらくこれが本堂なのだろう。よく見れば格こう子し戸どの向こうには、血走った目をくわっと見開き何かに齧かじり付かんばかりの勢いで大きくクチバシを開いたやたらと巨大な怪鳥の置物（……ツル？）も確認できる。


「アレはここのご神しん体たいですね～。私たちの守護神である鶴神様を象徴したものです～」


「……」


　主従の縁結びというよりは狂気と破壊でも司ってそうに見えるのは弘司の気のせいでしょうか？


　ちなみにこの神社、どこを見ても微び妙みようにぼろっちいというか煤すすけた印象を受けるのはたぶん鶴女一族の経済状態を表しているのだと思われます。


「ではでは、お祈いのりをいたしましょう～。はい、ぱんぱんぱ～ん～」


　なぜか柏かしわ手でを打ってお祈りをする千鶴。とりあえず弘司もそれに従った。


　二人揃そろってお祈り。


　弘司としては何を祈ればいいのかいまいち不明だったためただ目を瞑つむっていると、隣となりから千鶴の声が聞こえてきた。


「弘司さまのお傍そばでずっとご奉ほう仕ししていられますように～。それと弘司さまが幸せになっていつまでも楽しく暮らせますように～。あとは弘司さまが～……」


「……」


　小さく漏もれるそんな声。


　千鶴の口から発せられる願いは、全すべて弘司のためのものだった。


（千ち鶴づるさん……）


　目が覚めるような思いがした。


　自分はあんなに邪よこしまというか勘かん違ちがいしたことを考えていたのに、この霊れい鳥ちようお姉ねえさんはこんなにも自分のことを思ってくれていたなんて……


　何だか少し恥ずかしくなって、弘ひろ司しは千鶴から目を逸そらしてうつむいた。


　やがてお祈いのりは終わり、


「はい、おしまいです～」


　千鶴がゆっくりと顔を上げ、


「お祈りは無事に完了いたしました～。これできっと私たちの主しゆ従じゆう関係も磐ばん石じやくなものになりますよ～、うふふ～」


　ぱ～っと嬉うれしそうに笑った。


　いつもマイペースで落ち着いた佇たたずまいを崩くずさない霊れい鳥ちようお姉ねえさんには珍しい心からの満足そうなその表情からは、本気で弘司のことを想ってお祈りしてくれていたことが見て取れて……さっきまでの自分のアレな思考とも相まって、少しばかり照れくさい気分になる。


「？　どうしました～？」


「あ、い、いえ」


　言葉を濁にごす弘司に、千鶴が不思議そうな顔をする。


「──え、ええと、見せたいものとやっておきたいって、これのことだったんですか？」


　照れ隠かくしに何となくそんなことを訊きいてみると、


「あ、はい～。それもあるのですが～」


「？」


　頰ほおに手を当てて千鶴はゆっくりと空を見上げ、


「ええ～、そろそろいい頃合かもしれませんね～。こちらに来てください～」


「え？」


「こちらです～」


　弘司の手を取り、神社の裏手へと歩いていく。


　そこにあったのは──


「あ……」


「どうでしょう～。気に入っていただけたでしょうか～？」


　千鶴が両手を広げて指し示す。


　その手の先にあったのは──遥はるか遠くの水平線へと沈む太陽の姿だった。


　オレンジや黄、紅くれないや紫むらさきなどの様々な色の衣い装しようをその身に纏まとい、海の彼方かなたへと消えていく円形の光こう輝き。


　まるで何かの物語のワンシーンのような、美しく神秘的な光景が目の前にある。


　そのあまりな見事さに、弘ひろ司しは思わずその場に立ち尽くしてしまった。


「弘司さまにはこれをお見せしたかったのです～。ここで見ることのできる日没の景色は、私の一番のお気に入りなので～」


　隣となりの千ち鶴づるがそっとそうつぶやいた。


「ここは私だけの秘密の場所なのです～。昔、募金活動でやって来た時にたまたま見つけて、以来一番のお気に入りの場所になりました。その時から決めていたのです～。いつか将来、ご主人様になるお方が決まったら絶対にいっしょに見ようって。なのでここを知っているのは私と弘司さましかいません」


「千鶴さん……」


「弘司さまと二人で見ることができて、ここをいっしょに見るお方が弘司さまで……私はとっても幸せです」


　本当に嬉うれしそうに笑って、静かに腕うでを絡からませてくる。
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　それは普段のちょっと刺激的でそこはかとなく煩ぼん悩のうを活性化させる抱だき付きと違って……とても穏おだやかで、とても心落ち着く抱ほう擁ようだった。


　包み込むような柔やわらかい感かん触しよくと、ほのかに漂ただよう優しい香り。


　穏やかに幸せそうに笑う千鶴。


　──どうしたんだろう。


　それを見ていたら……何だか不思議な気持ちになってきた。


　何だか目の前の霊れい鳥ちようお姉ねえさんがものすごく身近な存在に思える。身近でいて、それでいて初めて見るような新鮮な表情で……どうしてだろう、真正面から見るのがやけに気恥ずかしかった。


　胸の奥がドクリと動く。


　顔の表面がジワリと熱い。


　今までにない感情に弘ひろ司しが戸と惑まどっていると、


「あらあら～、トドさんですよ～」


　ふいに、沖おきの方を指差して千ち鶴づるが声を上げた。


「……」


「ほらほら、見てください～。あそこの岩の上に～。おうおうっと鳴いていますよ～」


「…………」


　なんか、極めていつもの霊鳥お姉さんだった。さっき一瞬だけ感じたあの神秘的な雰囲気は何だったんだろう……


「ここでトドさんが見られるなんて珍しいんですよ～。普通はもっと北の方にいるものですから～。ラッキ～でしたね～、うふふ～」


「は、はあ……」


　──でもまあいいか。


　すっかり普段通りに戻った千鶴を見て思う。


　こんな風にトドを見て大喜びしている天然でほんわかしている方が霊鳥お姉さんらしいといえば霊鳥お姉さんらしい。


　なので、あんまり深く考えないことにした。
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　午後六時。


『ホテル・クリオネ』に戻ってきた弘司たちだったが、


「あ～、ヒロたちやっと帰ってきた～」


　ロビーに入るなり響いてきたのはネコマタ娘むすめの声だった。


「も～、あの後大変だったんだよ～。けっきょく海の方までずっと流されちゃって。危あやうく沖まで行っちゃいそうなところでユカがうまく漁師さんの船に飛び移って助けてもらったんだけどさ～」


「あははー、けっこう苦労したかなー」


「そ、そうなんだ……」


　どうやらそれなりの冒ぼう険けんとアクションがあったらしい。


「あ、あのさ弘ひろ司し、これ見て何かを感じたりしない？」


「え？」


「ほら、その今までと違うどきどきとした気持ちが湧わいてきたとか……」


　不ぶ気き味みなイカ像を片手に奈な々なが尋ねてくる。


「え、いや別に……」


「そ、そう……」


「？」


「……だめ、か。やっぱり安物だったからかな……」


　がっくりと肩かたを落とす奈々。


　その隣となりでは、


「ふふふ、どこから見ても素す晴ばらしい出来栄えじゃ……。良き芸術品には良い運気が宿る。今日は弘司とはぐれてしまったのは痛つう恨こんじゃったが……きっと明日あしたからはこの至し高こうのホタルイカが幸運を運んできてくれるに違いない」


　同じイカ像を見つめながら、さくらがご満悦な表情を浮かべていた。


「水みな上かみさん、本当に今日は残念でしたわ。せっかくの北海道、水上さんといっしょに仲良く色々と見て回りたかったというのにこの変態のせいで……」


　沙さ耶や香かがじとりと山やま岡おかを睨にらむ。


「え、えへへ、今日は楽しかったですね、黒くろ崎さきさん」


「……私の半径一メートル以内に近寄らないでくださる？」


「そ、そんな！　何を怒ってるっすか？　素敵だったですよ、黒のレー……」


「お、お黙りっ！」


　ぼぎょおっ、という見事な音とともに山岡の顔面に沙さ耶や香かの足がめり込んでいた。





　まあそんな感じで、修学旅行二日目は終わったのだった。
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　十一月十六日水曜日。


　午前八時三十分。『ホテル・クリオネ』ロビー。


「おはよっ、ヒロ」


「おはようございます～、昨日きのうは楽しかったですね～」


「いい朝じゃな、弘ひろ司しよ」


　まだ集合までは十五分ほどあるにも関わらず、ロビーにはもうほとんどの生徒たちが集まっていた。


　修学旅行もいよいよ本日で三日目。


　そして今日と明日あしたは、修学旅行の大目玉（直径三十センチ）ともいえる自由行動の日である。


　今さら説明するまでもないが自由行動とは、生徒が各自で自由に行きたいところに行くものであり、最も楽しみにされているイベントでもある。何でも毎年高い確率でカップルができたりできなかったりするとか。そのせいか、山やま岡おかを始めとしたクラスメイト（男子）たちも朝起きた直後から「やってやる……今日こそはやってやるぜ！」「女の子たちのハートをこの手に！」「ジーザス！」などと煮えたぎらんばかりの気合いを発して、部屋の隅すみで狂ったようにリンボーダンス（×十四）を踊おどっていた。


「どう、奈な々な、気合いは十分かなー？」


　ソファに座っていた奈々に佐さ藤とうさんが話しかける。


「え？」


「奈々としては今日明日が正念場だよねー。何てったって楽しみにしてたＸデーだしー」


「ちょ、ちょっと、いきなり何言い出すのよ。あたしは……」


「え、違うのー？　楽しみじゃないー？」


「そ、それは……」


　二人は何やらそんな話をしていて、


「今日こそは水みな上かみさんといっしょに色々と回りたいですわ。まったく、昨日はさんざんでしたから」


「そうっすね！　今日もまた昨日みたいに楽しいといいなあ。黒くろ崎さきさんといっしょにいるだけで気分も晴れやかで超サイコーになりますから！」


「……私としては、あなたがいなければもっと晴れやかなんですけれどね」


「またまたー。そんな照れなくてもいいっすよ」


「…………殺やってしまいたいですわ」


　沙さ耶や香かと山やま岡おかも、にこやかに談笑（？）をしていた。


「あー、皆集まっているなー」


　やがて集合時間となり、眠ねむそうな顔でマウンテンゴリラがロビーへとやって来た。


「今日はこれから自由行動なわけだがー、各自、旭あさひヶが丘おかの生徒として恥ずかしくないような行動を取るようにー。何か問題が起きてもすぐに教師を頼りにしないで極力自分たちで解決するんだぞー。我々もいちおう北海道内にはいるが、困った時はまずは一一〇番と一一九番。それでもダメな時には一一七番。我々を呼ぶのは本当に最後の最後にするようにしろー。何事も独立独歩だー」


「……」


　片手に持った缶かんコーヒー（ブラック）をすすりながら面めん倒どう臭くさそうにそんなことを言う。


　保健の香こう咲さき先生といい先日の馬うま岡おかといいこのマウンテンゴリラといい、この学園にはこんな先生ばかりなのかなーとちょっとばかり心配に思った。


「ちなみに回る場所に特に制限はない。どこにどのように行こうとそれぞれの自由だ。ただ最終的には六時までに各自の力で層そう雲うん峡きようにある『ホテル・シビレクラゲ』に集まってくるように。これは各々の判断能力及び大人おとなとしての行動力を試すものであり、けして移動費の経費削さく減げんや教師の人件費削減のためではない。そこのところをよく理解するように。──では、解散」


　その言葉で修学旅行最大のメインイベント、自由行動が始まった。


「どこ行こっか？」


「旭あさひ川かわがいいんじゃない？　有名だし」


「うーん、でも有名すぎるのも面白くないっていうかー」


　みんな思い思いに気の合ったメンバー同士で集まって、楽しげな顔でどこに行くのかを相談している。


　それらの様子を見ながら、弘ひろ司しも美み亜あたちのもとへと向かった。


「自由行動だね、自由行動。じんぎすかん食べたいな～」


「樹氷なんかも見たいですね～」


「やっぱり北海道といえば木彫りのアザラシじゃろう。楽しみじゃな」


　声を弾はずませてそんなことを言ってくる。


　弘司、美亜、千ち鶴づる、さくら、奈な々な、佐さ藤とうさん、沙耶香（取り巻き×二）、山岡。


　グループワーク時とほぼ同じく、自由行動のメンバーもこの十人で行くことが決まっていた。当初の予定では弘司、美亜、千鶴、さくら、奈々、佐藤さんの六人だったのだけれど、昨日はけっきょくほとんどいっしょに行動できなかったため、沙耶香と山岡が強硬に主張したのだ。


「で、どこに行くー？　っていっても旅館が層雲峡だから行ける場所はだいたい限られてきちゃうとは思うけどさー。旭川、富ふ良ら野の、美び瑛えい、大だい雪せつ山ざんくらいだよねー」


　佐藤さんがフロントの横に置いてあった北海道の地図片手にみんなの顔を見回す。


「にゃ、わたしはヒロがいるならどこでもい～よ。ほっかいどうはよく分かんないし」


「そうですね～、私は特に要望はないです～。北海道全すべてが母なる大地ですし～」


「むう、ネコやツルと同意見なのはあれじゃが、儂わしもそれで良い。蝦え夷ぞは未知の大陸じゃからな」


　美み亜あ、千ち鶴づる、さくらがそう答え、


「私も同じくですわ。みなさんにお任せいたします」


「あ、だったら俺おれが！　ええとですね、まず旭あさひ川かわといえばラーメン屋が──」


「変態はお黙りなさい」


「…………はい」


　沙さ耶や香か、山やま岡おか（発言権なし）がそんな会話を繰り出す。


「うーん、だったら千鶴さん、どこかいい場所ありますか？」


　そういうことなら、ここは昨日きのうと同じように千鶴にお任せするのが一番だろう。


　弘ひろ司したちの中には他ほかに北海道について詳くわしい者はいないし、また特に行きたい場所があるという者がいるわけでもない。だとすればこういう場合、やっぱり経験者（？）に頼るのが得策だと思われる。


「あらあらあら～、私ですか～？」


「ええ、頼めます？」


「はい～、弘司さまの頼みならもちろんです～」


　千鶴が嬉うれしそうに頰ほおに手を当てる。


「ええと～、旭川の方ですよね～？　でしたら私のお勧めとしては富ふ良ら野の辺りがいいのではないかと～」


「富良野ですか？」


　けっこうな有名どころだ。


「そうです～。ラベンダーなどでよく知られていますが、その他にも某ぼうドラマの資料館や牧場などもあって、色々と楽しめるのですよ～」


「へえ……」


「なのでどうでしょう～？　私としてはぷちお勧めですが～」


　悪くなかった。千鶴の口ぶりからしてなかなかに面白そうだし。


「そうですね。だったら富良野で……」


　弘司が言いかけて、


「──ま、待って！」


　手を上げてそれを遮さえぎったのは、奈な々なだった。


「あ、ご、ごめん。あのさ、今さらなんだけどあたし、美び瑛えいに行ってみたいかなって……」


「美瑛？」


「う、うん」


　ちらちらと弘ひろ司しの顔を見ながら小さくうなずく。


　美び瑛えいは旭あさひ川かわの近くにある街で、確か富ふ良ら野のとも近かったような気がする。ガイドブックなどを見る限りではハムやソーセージ、乳製品などが有名とか。


「だ、だめ、かな？　その、む、無理にとは言わないけど……」


「うーん……」


　奈な々ながまた何で突然そんなことを言い出したのかは分からなかったけれど、弘司としては行き先は別にどちらでもよかった。


　なので残りのメンバーの顔を見ると、


「奈々さんがそう言うのならいいのではないでしょうか～？　美瑛もとってもきれいなところですし～」


「わたしはどっちでもい～よ？」


「弘司の判断に任せようぞ」


「当然私はおっけーだけどー」


「まあ……いいですわ。別に行くところがどこであれ、やることには変わりはありませんもの」


「そうっすよね。俺おれと黒くろ崎さきさんの愛のハーモニーはどこでも場所を選ばず……ぐべっ（沙さ耶や香かの裏うら拳けんが入った）」


　全員が快く了承してくれた。


「えっと、それじゃあ美瑛で決まりってことでいいかな？」


「うんっ」


「りょうかいです～」


「よいぞ」


「おっけー」





　というわけで、自由行動一日目の目的地は美瑛に決まったのだった。
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　美瑛までは、札さつ幌ぽろから旭川経由で電車を乗り継ついで二時間くらいかかった。


「にゃ、ここがびえ～なんだ～」


「あらあら～」


「むう、これはまたなかなか……」


　弘司たちの前に広がっているのはどこまでも続くような広大な大地。その向こうにそびえる山々。雲一つない空は高く、見ているとそのまま吸い込まれそうな不思議な気分になってくる。


「わー、まさに北海道って感じだねー」


「うん、すごい……」


　奈な々なたちの言う通り、目の前の景色は素す晴ばらしいの一言だった。昨日きのうの小お樽たる運河などとはまた違った意味で、一般の人が抱いだいている北海道のイメージをそのまま投影したような光景である。


「ほら黒くろ崎さきさん、分かるっすか？　あの辺が有名な『パッチワークの路みち』ですよ。俺おれたちがいっしょに歩けばきっとそこはもう幸せピンク色のパッチワークが……」


「だからうるさい」


「ごぶっ！（ヒジが入った）」


「まったく……あなたの脳に針金でパッチワークを施してさしあげたいですわ」


　弘ひろ司したちが向かっているのは、展望台だった。


　駅から少し歩いた場所にあるそこは穴場的な展望台であるらしく、観光客はおろか地元の人の間でもあまり知られていない隠かくしスポットであるとか（千ち鶴づる談）。どうやって調べてきたのかは謎なぞだけれど、そこに行こうと言い出したのも奈々であった。


「てんぼうだい、てんぼうだい♪　ヒモなしバンジーでスカイダイビング～♪」


「あらあら～、楽しそうですね～」


「ばんじいとはなんじゃ？　野や蛮ばんな爺じじいのことか？」


　白しら樺かばの木々に囲まれたアスファルトの道を、美み亜あの物ぶつ騒そうな歌（どこで覚えてきたんだろう……）とともに十人で歩いていく。


　順番は弘司、美亜、千鶴、さくら、奈々、佐さ藤とうさん、沙さ耶や香か（取り巻き×二）、山やま岡おかの並び順。相変わらず美亜たち三人は弘司の周りにトライアングルフォーメーションを形成していたけれど、まあそれ自体はいつものことで問題はない。


「……」


　問題となっているのは。


「おお美亜ちゃん、歌うまいねー」


「あ、千鶴さん、よければお荷物持ちましょうか？」


「疲れたらいつでも抱だっこしてあげるよ、さくらちゃん」


「白しら瀬せさん、どっちが先に展望台まで着くか競争しませんか？」


「足でも揉もみましょうか、黒くろ崎さきさん？」


　その後にぞろぞろとくっ付いてきている、太平洋を泳ぐマイワシ（現在市場価格高こう騰とう中）のごとき多数の男子生徒たちの存在だった。


　その数およそ三十人。


　おそらくというか、これは確実に美亜たち＆奈々、佐藤さん、沙耶香狙ねらいなのだろう。二年三組だけでなく他ほかのクラスの男子たちの姿もちらほらと見て取れる。道中はおろか、展望台に着いても一向に離れる気配はなく、売り出し前のアイドルの追っかけ集団のように弘ひろ司したちの後をぴったりと付いてきていた。


「もう、まったく鬱うつ陶とうしいですわね。これ一人だけでも十分にアレだというのに……」


　沙さ耶や香かが山やま岡おかをじろりと見ながらそう漏もらす。


「はは、黒くろ崎さきさんは照れ屋さんだな」


「本心から嫌いやなんですけれどね……」


　そんな沙耶香と山岡のやり取りの横で、


「ねえねえ美み亜あちゃん、俺おれらといっしょにアイスクリームでも食べない？」


「千ち鶴づるさんもずっと水みな上かみの傍そばにいるんじゃ疲れるでしょ？　たまには羽根を伸ばしてパーっと……」


「そうだよ。ほらさくらちゃん、行こうって」


　男子たちはそう美亜たちのことを誘うが、


「え～、やだよ。わたしはヒロといっしょにいるんだもん。ね、ヒロ♪」


「ええ～。それに弘司さまの傍にいて疲れることなどありません～。夜の運動（指相撲ずもう）の後は体力的には少し疲れることはありますが～」


「主ぬしらは退どけ。儂わしには弘司がおればよいのじゃ」


「あ、ちょ、ちょっと三人とも」


　美亜たちはそう言って、いつものように弘司の身体からだに抱だきついてきた。


「ちっ、何で水みな上かみばっかり……」


「ヤっちまいてぇ、くそ……」


「……しかたねえ。このまま付いていくしかないか」


　湧わき上がる突き刺すようなプレッシャーとともに、またぞろぞろと男子総勢三十名が後ろを付いてくる。


　美亜たちの気持ちは嬉うれしいけれど、身の安全のためにももう少し自じ重ちようしてくれると嬉うれしいかなーと弘司は思った。
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　そんな弘司たちから少し離れたところ、展望台中腹のベンチ脇わきで、


「……」


　奈々は一人、落ち着かない素振りでちらちらと視線を泳がせていた。


「ん、どしたの奈々ー、そわそわしてー」


「え、う、ううん。別に」


「あ、そっかー、アレをやるつもりなんだねー」


　佐さ藤とうさんがにやりと笑う。


「な、何よ、アレって……」


「ふふふー、隠かくさなくてもいいっていいってー。私、知ってるんだよー、図書室のパソコンで真剣に見てたアレでしょ？　夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープのー」


「！」


　奈な々なの顔色が変わった。「え、な、何で……」


「あ、図ず星ぼしだー」


　それを見てさらに楽しそうな顔になる佐藤さん。


「そんなに隠さなくてもいいのにー。うんうん、分かるよー。あんなのがあるって知っちゃったらねー」


「あ、え……」


「ほらほらー、せっかくのチャンスなのにやらないのー？」


「そ、それは、でも……」


　ヒジでわき腹を突つつかれて、奈々がちらりと視線を横にやる。


　その先には、美み亜あ、千ち鶴づる、さくら、さらには沙さ耶や香か（取り巻き×二）とそれに付属した山やま岡おか及び追っかけの男子たちに囲まれる弘ひろ司しの姿があった。


　佐藤さんは「あー」と納得したようにうなずくと、


「なるほどなるほどー、そういうことかー。だったらここは奈々のためにひとつがんばっちゃおっかなー」


「え？」


「昨日きのうははぐれちゃったのに気付かなかったお詫わびって感じだねー。よーし、じゃそこに座って。ちょっと待ってなねー」


「あ、ちょ、ちょっと……」


「いいからいいからー」


　にっこりと笑うと美亜たちの方へと歩いていき、


「ねね、美亜ちゃん。向こうで美お味いしいハスカップゼリーが売ってるみたいなんだけど、いっしょに食べにいかないー？」


「え、ゼリー!?　行くっ！」


　僅わずか〇・三秒で答えた。超即答です。


「千鶴さんたちもどうかなー？　きっと美味しいと思うよー」


「う～ん、そうですね～」


「まあ、どうしてもと言うのなら行ってやらぬこともないが」


　千鶴とさくらもそれなりに乗り気のようである。


「黒くろ崎さきさんたちも行こうよー。どうせヒマでしょー？」


「たちって……これと私をセットにしないでくださる？　不ふ愉ゆ快かいですわ」


「水みず臭くさいなー。俺おれらはもう一心同体じゃないっすか。ささ、行きましょうよ」


「ちょ、ちょっと、私は水みな上かみさんと……」


　美み亜あたちの移動とともに、男子の大半も動き始める。残っていた数人（奈な々な狙ねらい）も、佐さ藤とうさんに促うながされて強引に合流させられた。


「あ、それじゃ僕も……」


　それを見ていっしょに移動をしようとした弘ひろ司しに対して佐藤さんは、


「あ、悪いけど水上くんはあっちで奈々のことを看みててくれるかなー？　なんか足をくじいちゃったみたいだからー」


「え、あ、うん」


　そう言って、背中に手を当てて奈々の方を向かせた。


　──こ、これって、もしかして……？


　微び妙みように動揺する奈々の予想を裏付けるかのごとく、佐藤さんは奈々の顔を見て、


「さ、お膳ぜん立だてはばっちりだよー。後は奈々ががんばるだけだからねー」


　意味ありげにぱちりとウインクをしたのだった。
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　佐藤さんの言葉を受けて、弘司は少し離れた場所でベンチに座っていた奈々のもとへと歩いていった。


　後ろを見ると佐藤さんを先頭に美亜、千ち鶴づる、さくら、それに三人娘むすめたちを追尾していた男子たちがすでに大移動を始めている。美亜たちだけでなく男子たちまで何だかんだで有無を言わさずに連れて行くあたり、相変わらず佐藤さんはすごいなーと思う。


　弘司が近づくと、奈々は驚いたような表情で顔を上げた。


「ゆ、友ゆ香かったら、本当に……」


「？」


「あ、う、ううん、何でもない」


　ぶんぶんと首を振る。


「そうなの？　それより大丈夫？　足をくじいたって聞いたんだけど……」


「あ、それは、その……」


　奈々はしばしためらうような素振りを見せていたが、


「あ、あのさ弘ひろ司し、お腹なか空すいたんじゃない？」


「お腹？」


「そ、そうよ」


　突然、そんなことを言い出した。


「だ、だってここに来るまで朝ご飯くらいしか食べてないでしょ？　男子は女子と違ってお腹が空くのも早いっていうし、だから……」


「まあ、それは……」


　確かに朝食からはけっこう時間は経たっているし、空腹といえば空腹だけれど……


　すると奈な々なはがばっと立ち上がると胸の前で両手を合わせて、


「や、やっぱりね！　そうだと思ったのよ。そう思ったからいっしょに何か食べようと思って。えっと、どこか食べるところは──あ、ほ、ほら、あんなところに偶然クレープ屋さんが！」


　思い出したかのようにくるりと振り返り後ろを指差して言った。


「……」


　何だか動きが果てしなくわざとらしいというかぎこちなかった気がするけれど、それは今はとりあえず置いておくとして。


　その人差し指の先にあったのは、ハデなオレンジ色で『夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープ』と書かれた移動式の大きな屋台だった。


「夕張メロメロって……あの時の？」


「うん。この辺りの一番の人気なんだって。だから、いい機会じゃない？　や、約束だし、その、しかたないからおごってあげられてあげてもいいわよ？」


「……」


　何やら日本語が少し変だなーとかここは美び瑛えいなのになぜに夕張メロメロメロンクレープが一番の人気商品として売っているのかなーとかそもそも足をくじいていたんじゃなかったのかなーとか、微び妙みようにアレな点は多かったけれど、おごる約束したのは事実だし（脅きよう迫はく下かとはいえ）、その提案自体に弘司に異論はなかった。


「分かった。それじゃ食べようか？」


「え、ほ、ほんと？」


「うん。約束だからね」


　うなずいて、奈々と並んで屋台へと向かう。


　屋台の傍そばまで近づくと、まず目に飛び込んできたのは巨大なメロン型のオブジェだった。


　一見するとハロウィンのジャックランタンを巨大化させて全体に網目状の筋を走らせたかのようなそのキャラクターは『メロメロメロンちゃん』という名前らしく（脇わきに書いてある）、どうやらこの店のマスコットキャラクターであるようだ。


「……」


　さくらが見たらまた大喜びしそうな前衛的なデザイン（要するに不細工）だなーと思いつつ、弘ひろ司しは置いてあったメニュー表に目をやった。


「はい、いらっしゃい！」


　声をかけてきたのは、店長らしきおじさんだった。


「何になさいますか？　プレーンクレープ、メロンクレープ、ねっとり濃のう厚こうミルククレープ。何でもありますよ。あ、クレープの他ほかにアイスなんかもあって、お勧めは『メロメロメロンちゃんの体液』というシャーベットなんですが、いかがですか？」


「あ、い、いえ……」


　メニュー表の隅すみに載のっている溶けかけたメロン型ジャックランタン（生なま首くび）みたいなモノは、とりあえず遠慮しておきたい気分でいっぱいだった。


「そういうのじゃなくて、あの、普通の夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープを二つ……」


「メロメロメロンクレープを二つ？　──お、兄ちゃん、もしかしてアレをやるつもりなのかい？」


　おじさんが急にくだけた口調になってそんなことを訊きいてきた。


「アレ？」


「そうだよ、アレ。うんうん、若いってのはいいねえ」


　ニヤリと笑う。いやアレとだけ言われてもさっぱり分からないんですが……


「ということはその隣となりの嬢じようちゃんは──」


「わ、わーわー！」


　と、そこでおじさんの言葉を遮さえぎるように、奈な々なが強引に割り込んできた。「こ、これ、いただいていきますねっ！」


「お、ちょっとお嬢ちゃん」


「失礼しますっ！」


　夕張メロメロメロンクレープを大慌あわてで受け取ると、弘司の腕うでを引っ張って駆かけ足で屋台から離れた。


「ちょ、奈々？」


「い、いいから！」


「え、え？」


　奈々が何をそんなに慌てているのか弘司にはさっぱりだったけれど、ひとまずは奈々の行動に従うことにした。というかどうせ弘司の力ではこんなにがっちり摑つかまれた手を引き剝はがすことはできないし……








　奈々に引っ張られたままやって来たのは、お店から少し離れたところにある見晴らしのいい高台だった。


　斜面に少し突つき出す形になっている展望用のスペースで、手すりの向こう側には畑や牧場が広がっている。


「こ、ここまで来れば……」


　きょろきょろと辺りを見回して、奈な々なが声を漏もらした。


「も、もうだいじょうぶよね。屋台からはずいぶん離れたし。ふう……」


「だ、大丈夫って、何が……？」


「え？」


「ぼ、僕は全然大丈夫じゃないんだけど……」


　陸に打ち上げられて呼吸困難に陥おちいったサンマみたいな状態でそう声を出す。普段はあまり運動することのない弘ひろ司しにとって、今のダッシュはなかなかに辛つらいものがあった。


「あ、そ、そっか。そうよね、ごめんごめん」


「あ、あとさ……」


　ハアハアしながら言う。


「？　あと？」


「ちょっとだけ、手が痛いかも……」


「手……？」


　奈々が不思議そうに小首を傾かたむける。やがてその視線が繫つながれた手へと注がれた。


「……」


「……」


「ご、ごめんっ!!」


　慌あわててばっと手を離す奈々。その顔は、なぜかミートソースのように真まっ赤かに染まっていた。


「いや別にそこまで反応しなくても……」


「ごめんっ！　本当に、その、わざととかじゃなくて！　これはあの……」


　必死になって謝ってくる。


「ま、まあ別にいいんだけど……」


　というかそこまで謝られると、何だか弘司の方が悪いことをしたような気分になってきます。


「──それよりどうしたの、そんなに慌てて……」


「え？」


「何でわざわざ走る必要があったのかなって」


　そこが一番の疑問である。


　その旨むねを尋ねると、奈々は誤ご魔ま化かすようにぱたぱたと手を振って、


「あ、そ、それは、ほらあれよ、お腹なかも空すいてるみたいだし弘司も早くクレープを食べたいかなって……」


「？」


「ま、まあ細かいことはいいじゃない。そんなことより──はい、これ！」


　手に持った夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープを手渡してきた。


「クレープ。せっかく買ってきたんだから、早く食べないと」


「あ、うん」


　受け取る。


　オレンジ色をした美お味いしそうなクレープ。香ばしいメロンの匂においで、見ていると何だか急にお腹なかが減ってきたような気がした。


「じゃあ、いただきます」


　弘ひろ司しが包み紙を開こうとすると、


「──あ、ちょ、ちょっと待ちなさい。食べる前に、あっち向いて」


　奈な々ながそんなことを言ってきた。


「え、どうして？」


「ど、どうしてもよ。え、ええと、どうせならきれいな景色を見ながら食べた方が美味しいでしょ？　だから……」


「え、でも……」


　奈々が指差した方向。


　そこでは、体長二メートルほどの牛（ホルスタイン乳牛）がノンキに「ウモォ～～」と鳴きながらぽとぽとと用を足している最中だった。


「……」


「……」


「……」


「……」


　しばしの沈黙。


　やがて、


「あ、ほ、ほら、あそこにある山とかすごいきれいじゃない！　もう雪とか降ってるみたいだし」


　遠くに見える山を指差して言う。


　どうやら牛さんについてはなかったことにするらしいです。牛さん……


「ま、まあ、別にいいけど……」


　弘司としても細かいことはあんまり気にするタイプじゃないので、とりあえずは流すことにした。気にならないといえばウソになるけれど、今はこれ以上気にしてもしかたがない。


　自らの存在を主張するかのように弘司たちの方を見て「ヴモォ～」と鳴く牛さん（用足し終わり）を視界の中に入れながら、弘司はクレープの包み紙を開いた。


「そ、それじゃ食べて」


「あ、うん。いただきます」


　若じやつ干かんの違和感とともに、弘ひろ司しは夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープを口へと運んだ。
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　──ある意味、ここは正念場かもしれない。


　隣となりでノンキな顔で夕張メロメロメロンクレープを食べる弘司の顔を見ながら、奈な々なはそう思った。


　夕張メロメロメロンクレープにまつわるおまじない。


　それはこの夕張メロメロメロンクレープを南西を向いたまま男女二人で並んで食べ、その際に男の頰ほおについたクリームを女が拭ふき取ると男が女にメロメロになるという、何とも怪しげなものである。少し前に、ネットで北海道について調べている時にたまたま見つけたのだ。


　もちろん、こんなともすれば節せつ分ぶんの恵え方ほう巻まきモドキと思われる話を頭から全すべて信じているわけではない。


　だけど恋する乙女おとめ（現在進行形）である奈々としては、信じたいと思う部分があった。もしかしたら本当に本当かもしれないし、それにもともと占うらないとかは信じるタイプだし……


　ともあれ、もう賽さいは投げられたのだ。


　横には夕張メロメロメロンクレープを頰張りながら南西を向いた弘司の姿。


　後はその頰にクリーム（メロン果汁百パーセント）がつくのを待ち、それを何気ない素振りで拭き取ればいいだけ。そう、それだけのはず──


「……」


　──と、思っていたのだが。


　だけどここに来て、奈々は大きな問題に気付き始めていた。


　確かにやること自体は簡単だ。


　弘司の頰についたクリームを拭き取る。拭き取るものについての限定はない。ハンカチだってティッシュだって、何なら指でだっていいはずだ。それは子供にだってできることである。


　だがしかし。


　しかしである。


　その簡単な行為には必ひつ須すとなる前提があった。


　つまり頰についたクリームを拭き取るためには当然まず弘司の頰にクリームがつかなければならないわけであり、そして普通に食べていてはクリームが頰につくなどということはそんなにあることではない。


　とすれば。


　まずは目的達成のためには弘司の頰に何とかクリームがつくのを待たなければならないということであり──





　　　＊





「……」


「……」


「……」


　……なんか、見られてる？


　夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープを口にしながら、弘ひろ司しは横からの視線を感じた。


[image: ]


　隣となりでクレープを食べる幼おさな馴な染じみの視線。


　さっきからそれがじーっと弘司のクレープ及び顔辺りに向けられているような気がするのである。


「……」


　最初は気のせいかとも思ったけれど、弘司が横を見ると奈な々なはさっと目を逸そらす。顔を戻すとまたじっと見てくる。その繰り返し。明らかに不審というか、わざとと思われる行動だ。


「……」


「……」


「……な、何よ？」


「え、いや……」


　それは弘ひろ司しの方が訊ききたいことなんだけれど……


　だけど今の奈な々なの様子からしておそらく答えてくれないだろう。幼おさな馴な染じみとしての十年以上の付き合いでそれくらいは分かる。だったらとりあえずはどうしようもないため、今はやりたいようにさせておくしかない。少し食べにくいけれど。


　微び妙みような視線を感じたまま弘司がモムモムと口を動かしていると、


「あ～、ヒロ、おいしそうなの食べてる～」


「ん？」


　聞き慣れた声が聞こえてきた。


　見ると、いつの間にやって来たのか美み亜あ、千ち鶴づる、さくらの姿がそこにはあった。その後ろには佐さ藤とうさんの姿もある。沙さ耶や香かと山やま岡おか、プチ追っかけの男子たちは付いてきていない。


「どうしたの？　確か佐藤さんたちといっしょにみんなでハスカップゼリーを食べに行ってたんじゃ……」


「ん～、だってヒロがいないんだもん。わたしたちだけで食べてもおいしくないよ～」


「弘司さまがいなくて寂さびしかったので、戻ってきてしまいました～」


「それにあの男どもはやたらとしつこくてな。相手をするのが面倒だったのでまとめて幻げん術じゆつをかけてあの珍ちん妙みような二人を儂わしらだと思いこませ、その隙すきに抜け出してきたのじゃ」


「……」


　そういうことらしかった。


　珍ちん妙みような二人……とはおそらく沙耶香と山岡のことだろう。


　ということはつまり、今は美亜たちの代わりに沙耶香たちがあの発情期のシマウマみたいな男子たちに追いかけられているということであり……少しだけ、あの二人に同情したい気分になった。


「ごめんねー、奈々。でもクレープを食べさせるところまでは成功してるから、あとちょっとだよねー」


「あ、そ、それは別に……」


「ふふー、がんばれー」


　美亜たちの後ろでは、佐藤さんと奈々が小声で何かを話している。


　と、


「あ、弘司さま～、あっちを見てください～」


　それまでぽわんとした顔でそこに立っていた千鶴が、ふいに高台の向こうを指差して声を上げた。


「ほらほら～、牛さんがお乳ちちを仔こ牛うしさんにあげていますよ～。とってもかわいらしいです～」


「え、どれどれ？」


「あちらです～。あの牧場の隅すみの～」


　弘ひろ司しがクレープを口にくわえたままそっちに顔を向けようとした瞬間、


「だ、だめっ！」


　ごぎょおっ！


　電でん光こう石せつ火かのごとく伸びてきた奈な々なの手により、ムリヤリ元の方向に首が曲げられた。


　鳴り響く鈍にぶい音。


　人間の首の稼か動どう領域を超えた強制修正だった。


「あ、ご、ごめんっ」


「…………（痛みと口に詰まった夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープのせいで声が出ない）」


「で、でもほら、食事中に余よ所そ見みをするのって行ぎよう儀ぎが悪いじゃない。注意を散漫にすると消化にもよくないっていうし……」


「……」


　外で立ち食いをしている時点で行儀も何もないんじゃ……と思いつつも、それを口に出したところでもはや起きてしまったことは変えようもない。


「…………」


　痛みを堪こらえつつ、もうとりあえず食べてしまおうと最後の一口をスライドさせようとして。


　と、今度は、


「ねね、ヒロ、それすっごくおいしそ～だよね。わたしにも一口ちょうだい♪」


「え？」


「ちょっとだけだから、いいでしょ、ねっ」


　うにゃんと笑って美み亜あがいきなり背中に飛びついてきた。


　その拍ひよう子しに、あと少しだった夕張メロメロメロンクレープが口から飛び出した。


「あっ──」


　口から飛び出し宙を舞ったクレープは当然のごとく引力に従って下へと落ちる。


　きれいな放物線を描いてそのまま地面へと真まっ逆さかさまに落下しかけたところで、


「──させないっ！」


　美亜たちの後ろから稲いな妻づまのごとく飛び出した奈々が地面スレスレのところでクレープをキャッチしたかと思うと、そのまま弘司の口へと再度それを押し込んだ。


「ぐもっ!?」


　クレープが添えられた奈々の一撃。


　それは受ける弘司の側からすれば、ほとんど掌しよう抵ていを真正面から喰らったのと変わらない。


　周りにいたギャラリーからは「おー」と拍手が上がるが、弘司にとってはそれどころじゃなかった。


「…………」


　思わず恨うらみがましい目で奈な々なを見てしまう。


　すると幼おさな馴な染じみはすまなそうな顔になって、


「ご、ごめん！　口から離れても地面に落ちなきゃ五秒まではセーフだってあったから、つい……」


「……」


　こっちの生命的にはかなりアウトに近いと思うんだけど……と、弘ひろ司しが心の中でそう突つっ込んでいると、


「あれヒロ、ほっぺたになんかついてるよ？」


「え？」


「ほら、そこ。あっ、クリームかな？」


「ん？　あ、本当だ」


　どうやら今の一撃の拍ひよう子しについてしまったらしい。


「あっ……」


　それを見た奈々の表情が、何やらぴくりと動いた。


「あ、よ、よかったらあたしが取ってあげる。動かないで！」


「え、いや別に……」


　これくらい人に取ってもらわなくても自分で取れるような気も……


　だけど奈々は、


「いいから。え、えっとハンカチは……」


　あせあせとポケットに手を入れたところで、


「え～、こんなのこれでいいじゃん」


　美み亜あがうにゃんと笑った。


　続いて、


　ぺろり。


「!?」


　何やら頰ほおに温かくて柔やわらかいモノが触ふれるのを感じました。


「み、美亜！」


「にゃ？」


　思わず反応してしまう弘司に対して、美亜はきょとんとした顔をしていた。


　いつかのお祭りの時もそうだったけれど、さすがにネコだけあって美亜にとっては舐なめて取るのはごく自然な行為みたいです。


「あらあら～、美亜さんばかりずるいです～。私もお舐めしてよろしいでしょうか～？」


「わ、儂わしもじゃな、その、妻つまとして、ぺろっとだな……」


　千ち鶴づるとさくらもそんなことを言ってくる。


　ある意味いつも通りのグダグダな光景。


　そしてそれを横で見ていた奈な々なは、


「あ、あたしは何のために……」


　ハンカチを手にしたまま、一人呆ぼう然ぜんとそうつぶやいていたのだった。








　ちなみにその頃、沙さ耶や香かと山やま岡おかは。


「な、何であなたはまた転ぶんですの!?　おまけにまた私のスカートを摑つかんで……。お、おかげでこんな大勢の男子の前で恥を……」


「いいじゃないっすか！　何も恥ずかしがることはないっす。とてもキレイでしたよ、その紫むらさきのシルク──」


「し、死んでしまいなさいっ！」


「ぶ、ぶもっ……」


　美み亜あたちのスケープゴートとして多数の男子たちに追い掛け回された挙句、何やらそんな前日の再現のようなやり取りを繰り広げていたとか。
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　その後も美び瑛えい周辺の観光名所をいくつか回った。


　レストランでは美亜がジンギスカンを一人で三人分食べたり、肉牛牧場では千ち鶴づるがやけにオス牛に懐なつかれたり、はたまた美術館ではさくらがサクラエビのガラス像（リアル）の前で一時間も粘ねばったりしたけれど、それほど大きなハプニングもなく一日は過ぎていった。


「は～、楽しかったね～」


「あらあら～、もう少しドナドナちゃん（牛の名前）と戯たわむれていたかったですね～」


「ふう、眼がん福ぷくじゃった……蝦え夷ぞもなかなかいいものだな」


「うーん、修学旅行って感じだねー」


「まったくこの変質者は……」


「今日は楽しかったっすよ！」


「……」


　みんなが楽しげに声を上げる中、奈々が一人だけものすごく疲れたような顔をしていたようだった。


　そして夕方の四時。


　少し早かったが、弘ひろ司したちは層そう雲うん峡きようにある本日の宿へと向かうことにした。


『ホテル・シビレクラゲ』


　山の近くというかほとんど中腹近くにある古びた木造建築。


　そのどこか投げやりな外観を見た時からイヤな予感はしていたものの、入り口のところに飾ってあるムダにリアルかつ不ぶ気き味みなクラゲのガラス像が、このホテル（という名の民宿）が昨日きのうまでの『ホテル・クリオネ』と同一の経営者によって運営されているだろうことを弘司に確信させた。


「……」


　おまけにロビーでちらりと見たホテル内の案内図に『ペンペン草の間（地下四階）』と書かれていたことに、さらに憂ゆう鬱うつな気分になった。きっと今回も間違いなくうちのクラスの男子はこの部屋だと思われます。


「ん、どうしたのヒロ。なんかしおれちゃったナスみたいな顔だよ？」


「いや……」


　おそらく女子は女子で『胡こ蝶ちよう蘭らんの間（最上階）』なんだろうなーと思いつつ、弘司は首を振った。


「ふ～ん。なんかよく分かんないけど……。ねね、それよりここの裏に滝たきがあるんだって！　ちょっと行ってみよ～よ」


「滝？」


「うん、そこの案内図に書いてあったの。行ってみよ～よ！　お魚さんとかもいるかもしれないし～」


　制服の袖そでを引っ張りながらうにゃうにゃと美み亜あが言ってくる。


「うーん」


　弘司としては今日一日の色々な出来事で疲れていたので少し休みたい気分だったけれど、このネコマタ娘むすめの目の輝きからして言っても聞かないと思われる。まあ旅館のすぐ裏にあるという話だし、そう時間もかからないだろう。


　なので、


「分かった。行こうか」


「わ～い♪」


　美亜が飛び上がって喜ぶ。


「でしたら私もごいっしょさせていただきます～」


「もちろん儂わしも行くぞ。ネコとツルだけではあらゆる意味で危険だからの」


　千ち鶴づるとさくらも名乗りを上げた。


「えっと、奈な々なたちも行く？　すぐそこみたいだけど」


「……いい、遠えん慮りよしとく。滝なら窓から見えるし、なんか今日は疲れた……」


「奈な々なが残るなら私も残るー。荷物の整理とかもしておきたいからー」


　奈々と佐さ藤とうさんはそう答え、旅館の奥へと行ってしまった。


　ちなみに沙さ耶や香かも「今日のところは遠慮しておきますわ……抹まつ消しようしたい記き憶おくがありますので」と答え、山やま岡おかは何やら「今日の素敵な記憶（紫むらさき）を今の内にばっちりと脳のう髄ずいの奥のメモリーに刻み込む！」とかですでに部屋へと引っ込んでしまっている。


「たき～、たき～♪」


「修行をしているお坊さんとかはいるのですかね～？」


「ふむ、滝たきか……初めて見るな」


　なので久しぶりというか、美み亜あたち三人と弘ひろ司しだけで滝を見に行くこととなった。








　美亜の言った通り、滝は旅館のすぐ裏手にあった。


　時間にすればほんの十分ほどの距離。


　とはいっても旅館が建っているところ自体が山の中なので、舗ほ装そうされていない雪が積もった山道を歩かなければならず、さらには何箇所かで勾こう配ばいの激しい場所があったこともあって、それなりに大変な道のりではあった。


「ふう、着いた……」


　滝自体は何の変へん哲てつもない普通の滝だった。


　特に大きかったり流れが急だったりすることもなければ、見てがっかりするほど小規模なものでもない。


「わ～、すごい。まいなすいおんだね～♪」


「まいなすいおん？　それは妖よう気きのことか？」


　さくらがそんな剣けん呑のんなことを言う。


「ええと～、どうやらここは『紅べに般はん若にやの滝』というそうですね～。昔、この滝の下で恋に破れた女の人が般若の形ぎよう相そうで血の涙なみだを流しながら相手を恨うらんだことからこの名前が付いたみたいです～」


「なるほど、ここの立て札にもそう書いてあるな」


「……」


　それって、思いっきり曰いわく付きの滝なんじゃ……


「あ、なんか注意書きみたいなのもあるよ。え～と、『あんまり滝つぼを覗のぞき込まないでください。引っ張られます』」


「『みだりに写真を撮るのもやめましょう。写ります』『寒気を感じたらできるだけ早くこの場から離れてください。憑つかれます』というのもありますね～」


「『滝が血の色に変わったら即刻逃げてください。連れて逝いかれます』ともあるの。ふむ……」


「……」


　というかもうほとんど呪のろいの滝たきだった。


　こんな物騒なものがすぐ裏手にある旅館って……


「へ～、水の色が変わったりするんだ～。バスクリンみたいで面白いね」


「最近の滝はずいぶんとカラフルなのですね～」


「なに、心配しなくとも大丈夫じゃ。確かにここには恨うらみと呪のろいと憎にくしみと殺意の塊かたまりが親の仇かたきのように渦うず巻いておるが、儂わしがいればそれらは出て来られん。ふっ、これが神の威厳というものじゃな」


「……」


　出て来られないってことは、やっぱり何かいるんだ……


　少し暗あん澹たんたる気分になった弘ひろ司しとは裏うら腹はらに、美み亜あたちは実にお気楽だった。


「あ、ほらほら、あそこでお魚さんが跳はねたよ！」


「あらあら～、見事な人じん面めん魚ぎよですね～」


「ほう、マヌケな顔じゃの」


　楽しそうに声を上げる。


「……」


　怨おん霊りようの渦巻く呪いの滝で、満面の笑顔で戯たわむれるネコマタ娘むすめと霊れい鳥ちようお姉ねえさんと神様幼よう女じよ。


　それはそれで、シュールな光景だった。


　その後は、各自で滝の周辺を適当に見て過ごした。


　美亜はお魚さん（人面魚）を見ると言い滝つぼ近くにまで下りていき、千ち鶴づるは辺りに積もっている雪での～んびりと雪ゆき鶴づるを作り、さくらは近くにある五ご寸すん釘くぎの突き刺さった木を興味深げに眺ながめている。


　弘ひろ司しはなるべく滝を見ないようにして近くにあった岩の上で休んでいた。


　そんなどこかスローライフな時間。


　やがてそろそろ旅館に戻ろうかという時になって、


「ヒロヒロっ！　大変だよ～」


　美亜が顔色を変えてやって来た。


「？　どうしたの？」


「あっちに、なんかいぬさんがいたの！　ケガしてて……」


「犬？」


「う、うんっ。足から血が出てて、苦しそうだった！　あのままじゃ大変かも……」


　不安そうな顔で腕うでを引っ張ってくる。


　こんな山の中だし、ガケから落ちでもしたんだろうか。どこかの飼かい犬なのか野生なのかは分からないけれど、そんな状態なら確かに放っておくのはためらわれた。


「どこにいるの？」


「こっちだよ！」


　美み亜あに案内されて、正規の道から外れた獣けもの道みちへと足を踏み入れる。


　本道から三分ほど歩いた場所。そこに、美亜の言う犬はいた。


「……」


「……」


「……」


「ほ、ほら、この子なの！」


　全長八十センチにはなろうかという大きな身体からだ。ギラギラとした目。太くて固そうな赤毛にするどいツメ。弘司たちの方を見ながら「ヴヴヴ……」と犬にはあるまじき太く迫力のある重低音でうなっている。


「…………」


　それ、犬じゃない……


　さくらたちも同じ感想を抱いだいたのか、


「……ネコ、それは犬では」


「そうですよ～。この子はオス犬さんではありません～」


　揃そろってそう口にする。


「え～、じゃあ何なの～？」


　不満そうに口をとがらせる美亜。


「む、それは……」


「まあまあ二人とも～、落ち着いてください～」


　言い合いを始めそうになる美亜とさくらに、千ち鶴づるが割って入る。


「それよりこの子は本当にケガをしているようですね～」


「え？」


「ほら足のところに血の痕あとがあります～。早く治療してさしあげないと～」


　確かに千鶴の言う通り、そっちを優先すべきだった。


「でもこの子、わたしが近づくと怒るんだよ。やっぱりいぬさんだから、ネコマタとは相あい性しようが悪いのかな……」


「……」


　だからそれは犬じゃなくて確実にクマ……


　そこら辺りは微び妙みように突つっ込みたかったけれど、クマが美亜のことを警けい戒かいしているのは確かみたいだった。心配そうに手を伸ばす美亜に向かって、「ヴ～……」とうなって威い嚇かくする。


「ふ、ネコではだめじゃな。ここは神たる儂わしが……」


　さくらが近づこうとするものの、


「グルルルル……ガウッ！」


「のわっ！」


　結果は同じだった。


　拒絶が激しく、近づけない。


「おのれ、ケモノの分ぶん際ざいで生意気な。……こうなったらとりあえず眠ねむらせるか？　なに、少しばかり脳天に衝しよう撃げきを与えればすぐに……」


　さくらの周りに火花がぱちりと散る。


「だ、だめだよ～、そんなことしたら」


　美み亜あが両手を広げて立ち塞ふさがる。


「しかし実際問題としてどうしようもあるまい？　言っても分からぬケダモノには折せつ檻かん──もとい、このまま放っておいては死んでしまうかもしれんぞ。ならばここは肉を切らせて骨を断つべきじゃろう」


「……」


　いや骨を断っちゃダメな気が……


　弘司たちが手を出しあぐねていると、


「あらあら～、みなさんお困りみたいですね～」


「ち、千ち鶴づるさん!?」


「ここは私に任せてください～」


　千鶴がそんなの～んびりした声とともに前に出た。


「危あぶないですよ！　早く戻って──」


「だいじょうぶですよ～。この子は怖がっているだけです～。なので安心させてあげればいいのです～」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんはいつも通りのペースでにこにことクマへと近づいていき、


「ほらいいこいいこです～。もうだいじょうぶですからね～」


「クゥ……」


　その背中を撫なでるなり、あれだけ敵意剝むき出しだった仔こグマはまるで生まれたての仔イヌみたいに大人おとなしくなった。


「クーン……」


「あらあら～」


　それどころかその濡ぬれた鼻先をふんふんと胸元にすり寄せていく。その勢いで着ていた服の胸元が大きくはだけさせられていく。ネクタイ付きのブレザーにも関わらずそこまで自然に脱げるところがいかにも霊鳥お姉さんというか何というか……


「うふふ～、甘あまえているのですね～。いい子いい子、です～」


　だけどそれをまったく気にせずに、千鶴はクマの身体からだを撫なで続けた。
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「チヅルすごい……」


「む、むう、なぜにツルばかり……」


「どうやらこの子はまだ子供みたいですね～。お母かあさんグマとはぐれてしまって、山の中を歩いているうちにガケから滑すべり落ちてケガをしてしまったようです～」


「言葉、分かるんですか？」


「はい～」


　自信ありげににっこりと笑って、「何となく、ですが～」


「……」


　フィーリングでした。


「あ、でもお母さんグマとはぐれたのは本当だと思いますよ～。これくらいの歳としのクマさんは、普通まだお母さんといっしょにいるものですから～」


「にゃ、そうなの？」


「ええ～、そういうものですよ～」


「ふ～ん、いぬさんって甘あまえんぼなんだね～。そんなにおっきくなってまでお母さんといっしょなんて」


　美み亜あが不思議そうな顔をする。


「とにかくお母さんグマを探しましょう～。美亜さん、この子と同じ匂においを辿たどれますか～？」


「え？　うん、たぶんできると思うよ」


「でしたらお願いします～。おそらくはその先にお母かあさんがいると思いますから～」


「らじゃっ！」


　元気よく返事をして、うなずく。


　こうして、弘ひろ司したちで母グマを捜さがすこととなった。


　とりあえず簡単な治療をすませると、仔こグマを連れて山のさらに奥へと分け入っていく。


　ちなみに、ケガのせいで歩きにくそうな仔グマを支えるのは弘司の役目だった。


　美み亜あは匂においを辿たどるのに一生懸けん命めいだし、さすがに千ち鶴づる、さくらにそれを頼むのは唯一の男としてどうかと思うので、あえて志願することにしたのだ。


　仔グマの背中を支えるようにして歩いていく。


　その隣となりでは当の仔グマが、


「ぐるるるるる……」


　ほとんど殺し屋みたいな様子でうなりまくっていた。


　敵意むき出しだった。


「……」


　千鶴は、


『だいじょうぶです～。この子は恥ずかしがっているだけですから～。うふふ～、照れ屋さんなんですね～』


　とは言っていたものの、どう見てもこのギラギラとした目は照れているというよりも「俺おれの身体からだに触さわるんじゃねえ！　このカスが！」という意思表示にしか見えないんですが……。というか今さらといえば今さらなことだけど、クマって人を襲うんだよね……？


　そんな限りなく不吉な予感に苛さいなまれながらも進んでいき。


　やがて母グマは見つかった。


「あ、あれじゃないかなっ？」


　美亜が声を上げる。


　その視線の先には弘司たちを──正確に言えば弘司たちの後ろにいる仔グマを見つめる母グマらしきクマの姿。


「クーン！」


　甘あまえた声を上げて、仔グマが飛び出していく。


　簡単にとはいえ治療をした効果か何とか走れるらしく、無事に母グマと合流する。


　仔グマと母グマはお互いの存在を確かめるかのように匂いを嗅かぎ合うと、クルリと踵きびすを返した。


　一度だけ弘司たちの方を振り返ると、そのまま仲良く雪深い山の奥へと去っていった。


「よかったね、いぬさん。ばいば～い」


「さようなら～、元気に発情してもりもりと子孫を作っていくのですよ～」


「さらばじゃ」


　美み亜あは最後まで犬だと言っていたが、まあそれはもうあんまり気にしないことにした。


　とにもかくにも、一件落着だった。


「それじゃそろそろ戻ろうか。あんまり遅くなると奈な々なたちも心配するだろうし」


「うんっ、そうだね」


「帰りましょう～」


「ずいぶん歩いたので疲れたぞ。早く宿に戻って今日はゆっくりと休みたいものだ。今宵こよいの宿には温泉もあったしの」


　少しだけ満ち足りた気分でやって来た道を戻ろうとして。





　帰り道が分からないということに気付いたのは、それから僅わずか三分後のことだった。
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「なんかここって、さっきも通ったような気がする……」


「あらあら～」


「寒い……宿はまだか……」


　帰り道が分からなくなってから、すでに一時間近くが経過していた。


　道は相変わらずさっぱり分からないし、おまけに間もなく日が沈む時間なのか辺りは次第に薄暗くなり始めてきている。雪が積もった高い木々に囲まれたこの森の中では日が落ちたら周りの様子などまったく見えなくなってしまうだろう。遠くからはフクロウや聞いたことのない鳥の声などもかすかに聞こえ始めていた。


「……」


　状況は絶望的だった。


「みんな、何とかならない？」


　いちおう訊きいてみるものの、


「にゃ～、だめだよ。匂においは残ってないし……」


「……無理じゃ。ここはあまりにも夕ゆう凪なぎから離れすぎておるため、儂わしに使える地脈の力は相当に制限されてしまう。せめてこの辺りを治める土地神に会えれば何とかなるかもしれぬが……しかしそれも難しそうじゃ。まったくといっていいほどその気配が感じられん。留守にしているのか、あるいは最初からいないのか……」


「それって」


「……とりあえず、儂わしにはどうにもならんということじゃ」


　力なく首を横に振る。


　こういった危機的場面ではこの中で一番頼りになりそうな存在（神様）であるさくらでも、まったくもってお手上げのようだった。


「どうしよう……」


　奈な々なは弘ひろ司したちが滝たきに出かけたことを知っているからもしかしたら今頃探してくれているかもしれないけれど、弘司たちが今いるのは滝から離れた山の奥である。そこまで期待はできない。


「にゃ、お腹なか空すいたよお……えへへ、雪って食べられるのかなあ……」


「何だか眠ねむくなってきたのう……おお、何やら花畑の向こうでかわいらしいホタルイカたちが手を振っておる。ふふふ、今そっちに行くぞ……」


　美み亜あとさくらが何やら危あぶないことを言い始める。


　──これは本格的にまずいかもしれない。


　とろんとした目で葉っぱの上に雪を盛り付け始めた美亜と半ば凍った斜面に向かってふらふらと歩き始めたさくらを弘司が何とか押し留とどめていると、


「う～ん、こうなったら仕方ありませんね～。私の故ふる郷さとへと参りましょうか～」


「……へ？」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんが、まるで「今晩のオカズはブタの生しよう姜が焼きです～」とでも言うかのごときかるーい口調でそんなことを言い出しました。


「故郷って……」


「ええと～、その人が生まれ育った土地のことですね～。郷きよう里りだとか田舎いなかだとかとも言いますね～」


「いやそれは分かってますけど……」


　そうじゃなくて、行くと言ったってどうやって千ち鶴づるの故郷まで行くのかということである。確かに北海道出身だとは言っていたけれど、遭そう難なんしたこの近くに故郷があるなんてそんな都合のいいことが……


　弘司がそう尋ねると霊鳥お姉さんは首を横に振って、


「いえ～。鶴女つるめ一族の村は知しれ床とこ半島にあります～」


「知床？」


「はい～。ここから四百キロくらい離れたところですね～」


「……」


　いや、それって全然ダメなんじゃ……


　思わず黙り込む弘司に、


「しかしですね～、この北海道の中にはいたるところに『鶴つる滑すべり回かい廊ろう』──さくらさんの言うところの『扉』に近いモノがあるのです～。古くは『雀すずめのお宿やど』へと至る道としても用いられたそれは～、使えばどこからでも村へと行くことができるという代しろ物ものなのですよ～」


「そんな便利なものがあるんですか？」


「はい～。ええと～、確かこっちの方にあったと思うのですが～」


　千ち鶴づるの先導で山道を歩いていく。


　やがて少し歩いたところで、


「あ、ここですここです～」


　一際大きな木の根元を指差して、そう声を上げた。


「ここが……？」


　どう見てもただの木にしか見えないんですが……


「はい～。ここほれわんわ～ん♪　ですね～」


　状況にあるまじき軽快すぎる鼻歌をハミングしながら、霊れい鳥ちようお姉ねえさんは一人楽しそうに雪の積もった木の根元を掘り始めた。というかこの人、本当に鶴つるなんでしょうか……？


　しばらく掘ると、根元部分から小さな空くう洞どうのようなモノが姿を現した。


　直径一メートルほどの円形の穴。


　ぱっと見た限りではどこにでもある木のうろである。


「はい～、準備は完了です～。後は四つんばいになってこの穴の中に滑すべり込ませるようににゅるんと身体からだを挿いれればおっけ～ですよ～」


「……」


　相変わらず言い回しから何からいまいち微び妙みようだったけれど、今はとにかく手段を選んでいる余よ裕ゆうはなかった。


　千鶴の言う通りに、地面にヒザを付いて這はうように頭から穴へと身体からだを入れる。


　穴の中は真っ暗で、先がまったく見えない。


　とりあえず手探りで進んでみるものの、穴は意外と深いようでどこまで続いているのか検討がつかなかった。


「どこまで行けばいいんですか、千鶴さ──」


　言いかけたその瞬間に、


「!?」


　途と端たんに、視界一面に真っ白な光が広がった。


　カメラのフラッシュを何倍にもしたかのような光。


　思わず目を瞑つむってしまう。





　そして視界が開けた先にあったものは──
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　同時刻、『ホテル・シビレクラゲ』のロビーでは、


「だから、弘ひろ司したちが帰ってこないんです！」


　奈な々ながマウンテンゴリラに向かって大声でそう叫んでいた。


「ちょっと滝たきを見に行ってくるって言って出て行って、そのままもうこんな時間です！　きっと何かあったに──」


「しかしだなー、まだ集合時間から十分しか過ぎとらんぞ。少し遅刻してるのか別の場所に行っているだけかもしれんだろ？　あまり大騒ぎしても骨折り損かもしれんぞー」


「それは、でも……」


　確かにその言葉に一理はあるけれど、だけど弘司たちが滝に向かったのは今から二時間ほど前なのだ。他ほかの場所に行くなんて話は聞いていないし、それにしたって連絡の一つくらいするだろう。


　だが奈々の焦あせりとは裏うら腹はらにマウンテンゴリラは、


「まあ白しら瀬せ、とりあえず落ち着け。もう少し待って戻らないようだったら何か考えなくてはいかんかもしれんが、今のところはまだ様子見だなー」


　呑気のんきにそんなことを言う。その顔にはまったくもって危機感というものが感じられなかった。


「……分かりました。失礼します」


　もうこれ以上何を言ってもムダだと悟さとった奈々は、そう言ってその場を離れた。


「奈々……」


　佐さ藤とうさんが心配そうに近づいてくる。


「だいじょうぶだよー。きっとちょっとどこかに寄り道してるだけで……」


「うん……」


　励はげましてくれる佐藤さんに、曖あい昧まいにうなずき返す。


「水みな上かみさんたち、まだ戻ってこないんですの？」


「ええと、確か裏の滝に行ったんっすよね？」


　沙さ耶や香かたちも不安げな様子で歩み寄ってきた。


「だと、ちょっと危あぶないかもしれないな。この辺りは夜になるとクマも出るって話なんすよね。──あ、でも安心してください黒くろ崎さきさん。もしも黒崎さんが襲われたとしても俺おれが付いていればクマなんて一撃でＫＯですから！」


「ちょ、私がクマになんて……縁えん起ぎでもないですわ」


「クマ……」


　その山やま岡おかの言葉に奈な々なの表情がさらに曇った。


　どうしてそんなクマが出るような場所に行ったのかとか、そもそも何だってそんな危あぶないところにある旅館を学園は宿に選んだりしたのかとか、色々と文句を言いたいこともあったけれど、それより何より弘ひろ司したちのことが心配だった。


「とにかくー、もう少ししても戻ってこなかったらみんなで滝たきの辺りを探してみようよ。何か分かるかもしれないしー」


　佐さ藤とうさんがみんなの顔を見回してそう言った。


「私たちも行きますわ。──もちろん、あなたも来るんですわよね？　クマなんて一撃でノックアウトなのでしょう？」


「あ、そ、それは……もち、ろん……」


　微び妙みように目を泳がせながらうなずく山岡。


「そういうことだからー、まずは落ち着こうよ、奈々ー。私たちがヘンに焦あせってもいいことはないよ、きっと」


「うん……」


　佐藤さんの言葉に奈々は力なくうなずき、


「弘司……」


　窓からすっかり暗くなった外を見つめながら、小さくそうつぶやいたのだった。
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　で、その頃の弘司たちはというと。


「わ～、お城だ～」


「むう、見事な城じゃな」


「すごい……」


　深刻な雰囲気に包まれる奈々たちとは対照的に、割と呑気のんきにそんな声を上げていた。


　回かい廊ろうの向こうにある真っ白な光を抜けた先で弘司たちを迎えてくれたもの。


　それは降り積もった雪の中に建つ、巨大なお城だった。


　周りを囲った見事な堀、堅固そうな城じよう郭かく、美しく飾られた本丸。


　まさに観光地なんかにありそうな純日本風の立派なお城である。


「あ、ええと～、いちおうここが私の故ふる郷さとであり鶴女つるめ一族の聖地なのです～」


　白く染められた木々に囲まれてひっそりとたたずむお城を指差しながら千ち鶴づるが言う。


　いやこの霊れい鳥ちようお姉ねえさんの故郷というからてっきりもっと庶しよ民みん的なのかと思っていたのだけれど……


「……」


　目の前にある城は、庶しよ民みん的とはほど遠いものだった。


　荘そう厳ごんというか神秘的というか……とにかく見事であることには間違いない。


「すごいな～。あ、なんかあそこにしゃちほこみたいなのがある。でっかい鳥さんに食べられてるけど」


「ふん、ツルのくせにこのようなところに住むとは生なま意い気きな……」


　美み亜あとさくらもその迫力に驚きの声を漏もらしていた。


「ねね、早く行こうよ！　お城お城っ♪」


「……同意見じゃ。ツルの伝つ手てに頼るというのは癪しやくじゃが、ここは寒くてたまらん。早いところゆっくりと暖を取りたいぞ」


　楽しげな表情の美亜とさくらが雪を踏み分けて城門部分へと近づいていく。


「あ、美亜さん～、さくらさん～」


「えへへ、いっちば～ん♪」


　だけどいざその閂かんぬき部分に手を触ふれようとしたところで、


　メキッ。


「にゃ？」


　何やら妙みような音がした。


「早くそこから離れてください～。危あぶないです～」


　千鶴が叫ぶ。


　続いて。


　メキメキメキメキ……


「にゃにゃにゃ？」


　ぽかんとした顔をする美亜の前で城門及び城本体が大きく後ろへと傾かたむいていき──


　やがて。


　ベキベキベキ………………バタン!!


　派手な音とともに、堀や城じよう郭かく、本丸を含むお城の全すべてが一いつ斉せいに倒れた。


　衝しよう撃げきで、雪がホコリのようにぱらぱらと辺りを舞う。


「え……？」


「む、むう……」


「これって……」


　お城は……何というか、非常によくできたハリボテだった。


「……」


「……」


「……」


　沈黙。


「あ、いえ～、これはですね～」


　ハリボテの向こうから現れたのは昔話に出てくるような古ぼけた藁わら葺ぶき屋根の平屋建て。よく田舎いなかとかで見かけるような形状で、吹き付ける風を受けてカタカタと家全体が細かく軋きしんでいる。今にも中から「お父とっつあん大丈夫かい？」「いつもすまないねえ……」「それは言わない約束でしょ」なんて会話が聞こえてきそうである。


　さらにその向こうにも同じような造りの家が何軒かまばらに建っていて、同じように風に吹かれて小刻みに揺れていた。


「……」


　どうやら遠近法や微び妙みような傾かたむきなどで誤ご魔ま化かしていたようだが、これが鶴女つるめの聖地の真の姿らしい。


「あの～、すみません～。弘ひろ司しさまたちを騙だますつもりではなかったのです～。ただいちおう聖地であるためせめて外観くらいはよく見せておこうというのが一族の方針でして～」


　千ち鶴づるが少しだけ申し訳なさそうに言った。


「そ、そうなんですか」


「ええ～、ボロを着ても心は錦にしきというやつです～。あれ、反対でしたっけ～？」


「……」


　首を傾かたむけながらおっとりと笑う。


「あれがチヅルの家なの？」


「はい～。そうなりますね～」


「なんだ、お城じゃないんだ～。しゃちほこに乗って遊びたかったのに……」


　ちょっとばっかりがっかりしたような美み亜あ。


「ぬう、せめて幻術でもかけておけばよいものを、まさかこんな作り物で誤ご魔ま化かそうとは……」


「はあ、しかしそういった術が使える方を常じよう駐ちゆうさせておくとそれなりにお金がかかってしまうのですよ～。そんな余よ裕ゆうはないのです～」


「それは、何ともはや……」


　さくらが呆あきれた顔になる。


　どうやら鶴女一族の財政事情は、弘ひろ司したちが思っていたよりもずっとタイトロープなようです。


「ええと～、とりあえずは私の家まで行きましょう～。これ以上ここにいては寒さで風か邪ぜをひいてしまいますよ～」


　おっとりと千鶴が言いかけて、


「あ～、やっぱり千鶴お姉ねえさまです～」


　と、そこでやはり同じくらいの～んびりとした声が被かぶせられた。


「何やら外が騒がしいと思えば～。帰っていらっしゃったのですね～」


　声の元は、目の前にある嵐が来れば倒とう壊かいしそうなボロっちい──もとい経済性を感じさせる家の入り口から。そこには絢あやと同じくらいの年頃の着物姿の女の子がぱたぱたと手を振っていた。


「あらあら～、真まな鶴づるじゃないですか～。久しぶりですね～」


　気付いた千ち鶴づるが手を振り返す。


　どうやら千鶴の知り合いのようだ。


「えっと、あの子は……」


　弘ひろ司しが尋ねると、


「はい～。あれは私の妹です～」


「え、妹？」


「ええ～。おそらくお出迎えに出て来てくれたのではないかと～」


「あ、そうなん──」


　ですか、と言いかけて……弘司の言葉が止まった。止めざるをえなくなった。


　だって、


「お帰りなさいませ～、千鶴お姉ねえさま～」


「まあまあ～、たくさんお連れ様がいるのですね～」


「わ～、そちらの方々はお友達ですか～」


　手を振る女の子の後ろから、三人の女の子が姿を現したのだから。


「……」


　呆ぼう然ぜんとする弘司の前で、さらに続いて、


「千鶴お姉さまが帰ってきたって本当ですか～？」


「会いたかったです～」


「また千鶴お姉さまのお料理が食べられるのですね～」


　追加でさらにプラス三人。


　計七人の女の子たちが、揃そろってのんびりにこにこと手を振りながら弘司たちのもとへとやって来る。


「ちょ、何人いるんですか……？」


　次から次へとわらわらと出て来た女の子たちに思わず千鶴の顔を見ると、


「ええとですね～、全部で七人です～。私を入れると八人姉妹ですね～。この子が私のすぐ下の真鶴で、そちらが下から三番目の鶴乃つるのです～。そこの木こ陰かげに隠かくれているのが真ん中の美み鶴つるで、こっちにいるのが～……」
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　いつもとまーったく変わらない調子でそう説明してくれる。


「こ、子だくさんなんですね……」


「ええ～、両親がマンボウさんのようにとってもがんばってくださったようなので～」


「は、はあ……」


「よろしくお願いしますね～（×七）」


　というか全員が全員似たような外見、似たようなのんびりとした喋しやべり方なため、まるで霊れい鳥ちようお姉ねえさんが八人いるかのようである。何だか少しだけ頭がグラグラとしてきました。


　それに加えて、


「もしかして千ち鶴づるお嬢じよう様さまですか？」


「帰ってきてたのですね！」


「しばらく見ない間にずいぶんと立派になられて……」


　千鶴妹たちと話していると、周りの他ほかの家からもぱらぱらと人が出てき始めた。鶴女つるめ一族の人たちなのだろう。来客（？）である弘ひろ司したちが珍しいらしく、近づいてじーっと見つめてきたり話しかけてきたりする。


　あっという間に、弘司たちは動物園のパンダみたいに囲まれてしまった。


「あ、そういえば千鶴さんのご両親は……」


　妹たちには挨あい拶さつができたけれど、まだ肝かん心じんの両親の姿を見ていない。


　成り行きとはいえ一晩お世話になるのだから、まずは両親に挨拶をしておくのが礼れい儀ぎだと思える。なので弘司としてはそう訊きいたのだが、


　だけど千ち鶴づるは珍しく少しだけ声のトーンを落とし、


「あ、両親は今はいないのです～」


「え、そうなんですか？」


「はい～」


　ということは出かけでもしているのだろうか。


　弘ひろ司しが千鶴の顔を見ると、


「いえ、そのですね～……」


　何かを言いかけたところで、


「──何事だ？」


　人ひと垣がきの向こうから、新たなしわがれた声が響いてきた。


「ずいぶんと騒がしいが、誰か来ているのか？　お客かい？」


　集まっていた人の群れをかき分け、足下の雪をさくさくと踏み鳴らしながら声の主ぬしが姿を現す。


　そこにいたのは、全身に何やら派手な飾りを身に着けた収穫祭前の七しち面めん鳥ちようみたいな人だった。


「あらあら～、お祖ば母あさま～」


　千鶴が声を上げる。


「お祖母さん？」


「ええ～、そうです～。こちらは私の祖そ母ぼでして～、鶴女つるめ一族の最長老にして族長でもあるのです～」


　千鶴の言葉に七面鳥みたいな人──千鶴祖母は辺りをぐるりと見渡すと、


「おや、千鶴じゃないか。帰っていたのかい。──ん、その方たちは？」


「あ、はい～。私のご主人様です～」


「ご主人様？」


　じろりと弘司の顔を見る。


「そうです～、弘司さまといいまして～……」


「──立ち去りな」


　千鶴の言葉を遮さえぎって、千鶴祖母は一言だけそう言った。


「え？」


「お前……人間だね？」


　刺さすような視線を弘司に投げかけて鋭い口調で言う。


「は、はい」


「……ふん、愚おろかでいいかげんで軽けい薄はくな人間などに千鶴を任せる気はない。今すぐ荷物をまとめてここを立ち去ってもらおう」


「お祖母さま、それは～……」


「黙れ、反論は許さないよ。何と言おうとダメなものはダメだ。私はもう二度と人間なんかに大切な身内を預けるようなマネはしないと決めた。それはお前も知っているだろう」


　千ち鶴づるの話を聞こうともせずに一方的にそう告げる千鶴祖そ母ぼに、


「む～、なんかヒロの悪口言ってる～」


「お主ぬし……ツルの分ぶん際ざいで儂わしの夫を愚ぐ弄ろうするのか？」


　美み亜あとさくらが怒ったような顔で前に出た。


「何じゃお前らは？」


　千鶴祖母が顔を動かす。


「ヒロの悪口は許せないんだもん！」


「……ふん、珍しく気が合ったな、ネコ」


「み、美亜、さくら！」


　弘ひろ司しをかばおうとしてくれる気持ちは嬉うれしいけれど、この二人が出て来ると何だかコトが大きくなりそうである。何とか止めようとするものの、


「やだ！　ヒロの言うことでも聞けないよっ。お婿むこさんの悪口を言われて怒らないお嫁よめさんはいないんだから！」


「その通りじゃ。夫を侮ぶ辱じよくされてそのまま黙っていては妻つまとして失格じゃ。……何より、個人的に許せんしの」


「二人とも……」


　何だかんだで普段は温厚なネコマタ娘むすめたちには珍めずらしく、本当に怒っているみたいだった。


　だけど千鶴祖母は平然とした顔で、


「ふん、ネコマタと神しん霊れいか。どちらもいちおうは正統のようだが、しょせんはまだまだ幼おさない小こ童わつぱではないか。下がっておれ」


「わたし、もう子供じゃないもんっ！」


「……ほ、ほう、この儂わしに向かって童わつぱと言ったか。いい度胸だ……」


　ぴきっと額ひたいに青筋を浮かべたさくら（子供扱いは禁句）の周囲に青い火花が舞ったところで、


「あらあら～、お二人ともお止やめください～」


　千鶴が間に割って入った。


「む……」


「千鶴……」


　さくらと千鶴祖母、二人の顔をゆっくりと順に見回すと、


「お祖ば母あさま～、美亜さんは確かにお子様です～。そこには欠片かけらも疑いの余地はありません～。ですがさくらさんは見た目は幼よう児じ体型ですけれどこう見えてそこいらの骨こつ董とう品ひんくらいには生きていらっしゃるのですよ～。いかに見た目がどこからどう見ても子供にしか見えなくてもはっきりと小こ童わつぱと言い切るのは時期尚そう早そうかと～」


「お、お子様……」


「……」


「ですがさくらさん～、お祖ば母あ様の言われることももっともなのです～。お祖母さまは今年で九百歳さいになられる天然記念物並みの超ちよう老ろう骨こつですから～。そのような天然記念物的な消しよう耗もう品ひんから見れば古びた骨董品もまだまだ青二才に見えるのですよ～、きっと」


「……」


　自分が何を言っているのか分かっているんだか分かっていないんだか（おそらく後者だと思われます）、千ち鶴づるがのーんびりとそんなことを言う。


　これには美み亜あ＆さくら、千鶴祖そ母ぼも毒気どつけを抜かれたようだった。


「……ふん、やる気を削そがれたわ」


「まったく……相変わらずだね、お前は」


「あらあら～？」


　千鶴がゆったりと首を傾かたむける。


「……まあいい。泊まるアテがないというのなら今晩だけは泊めてやる。だけど明日あしたになったら村からさっさと出て行け。千鶴のご主人様などもってのほかだ。──ほら、お前たちもさっさと家に戻りな！」


　集まっていた野や次じ馬うま（……野次鶴つる？）たちにそう言い放つと、千鶴祖母は足早に去って行ってしまった。


　その後を追うように、他ほかの村人たちも互いの顔をちらちらと見合いながらそれぞれその場から去っていく。


　後に残ったのは弘ひろ司したちと千鶴妹たちと、何となーく気まずい雰囲気（一人ぽわんとした表情を浮かべる霊れい鳥ちようお姉ねえさんを除き）。


「え、えっと～、よかったらまずは我が家にどうぞ～。みなさんもお疲れでしょうし～」


「え、ええ～、ぜひぜひいらしてください～」


「い、いいところですよ～」


　千鶴妹Ａ、Ｂ、Ｃが取り繕つくろうようにそう言った。





　そんなわけで、ひとまず千鶴の家で一休みすることとなった。








　　　２




　千鶴宅の中は、外から見た通りの簡素な造りだった。


　梁はりが剝むき出しになった天てん井じよう、畳たたみ敷きの六畳じよう一間、電気ではなくランプ。部屋の中央には煤すすけてすっかり黒くなった囲い炉ろ裏りがある。


　まるで、一ひと昔むかし前の古こ民みん家か（安やす普ぶ請しん）みたいだった。


「あの、みんなここに住んでるんですか……？」


「はい～、そうですよ～」


　思わず訊きいてしまった弘ひろ司しに千鶴が明るく答える。


　こんなところに姉妹全員で……？


　怪け訝げんな顔になる弘司に、


「今は私は住んでいないので、妹たち七人で生活していることになりますね～。でも鶴女つるめ一族ではこれが普通なのですよ～。だいたいみなさん六畳じよう一間に家族四、五人で暮らしていますからね～」


　にこにこと鶴女一族の住宅事情を説明してくれる。


「それに狭せまいと思われるかもしれませんが、寝室用にもう一部屋（十畳）がありますので～。思ったよりも快適ですよ～」


「……」


　それにしたって一人分の割り当てが約一畳とちょっとである。果てしなく狭いことには変わりはない。普段はいったいどうやって生活しているのだろう……


　そんなことを考えていると、


「それではみなさ～ん。お疲れかとも思いますので～、まずはお風ふ呂ろに入ってゆっくりと養よう生じよういたしましょう～」


　千鶴がにこやかにそう言った。


「え、お風呂ですか？」


「はい～。気持ちいいですよ～」


「でも……」


　この家の狭さからして風呂のスペースがあるようには見えないのだけれど……


　すると千鶴は、


「ええとですね～、お風呂はここではなくお外にあるのです～。いわゆる露出風呂というやつですか～？」


「……」


　それを言うなら露天風呂だと思われます。


「おふろ、おふろっ♪」


「悪くないの。すっかり身体からだも冷えてしまったことだし」


　そんな細かい違いには目も耳もくれず、美み亜あたちは乗り気だった。


　ネコミミ、ネコシッポをふりふりしながら、すっかりはしゃいでいる。


「それではご案内しますね～。こちらです～」


「私たちもいっしょにご案内させていただきます～」


「させていただきます～（×三）」


　千ち鶴づる妹Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄがそう名乗り出た。


　そして案内された先にあったのは──


「これって……」


「にゃ、なに、川？」


「ぬう……」


　何やら川のようなところだった。


　周りを天然の岩場に囲まれた場所で、岩の上から勢いよくお湯が流れ込んできている。雪に囲まれた中、そこだけぽっかりといかにも温泉な空間が作られていた。


「ええと～、これは滝たきつぼ温泉です～。『鶴女つるめ極ごく楽らく三段ノ湯』といって村の中でも特に大事な聖域の一つで～、とっても健康にいいのですよ～」


「へ～、面白そうだねっ」


「ほう、温泉が滝のように流れてくるのか。滝つぼ温泉とはよく言ったものだ」


　美み亜あたちが興味を示す。


「ねっねっ、早く入ろ～よっ。ほら、ヒロもいっしょに♪」


　せっかちなネコマタ娘むすめが弘ひろ司しの腕うでを摑つかんで駆かけ出そうとして、


「あ、お待ちください～」


　千鶴妹Ａに止められた。


「……にゃ？」


　不満そうな顔で振り返る。


「ここはいちおう聖域ですので、入浴するにあたってはこちらに着替えてもらえると～」


「お願いします～」


「決まりですので～」


　そう言って千鶴妹たちが手渡してきたのは真っ白な着物だった。


　薄い布地で出来たそれは簡素な作りで、ほとんど浴衣ゆかたのような形である。どうやらこれを着て温泉に入るらしい。


「ええと～、こちらの岩陰が更衣室となっております～。美亜さまたちはこちらへ～。弘司さまはあちらでお着替えください～」


　千鶴妹が少し離れた場所にある二つの岩陰を指差して言った。どうやらちゃんと男用と女用に分かれているらしい。


「それじゃ早く着替えようよっ。おふろおふろ♪」


「こ、こら、そんなに急せかすな……では弘司、また後でな」


「あ、うん」


　河原を駆かけて行く美み亜あたちを見送って、弘ひろ司しも岩陰に入る。


　岩場を利用して作られた天然の更衣室。


　中は意外に広く、着替えるのには不自由しないのだけれど……


「……」


「……」


「……」


　問題は……


「……千ち鶴づるさん」


「はい～？」


「どうしてこっちにいるんですか……？」


　にこにこと笑顔で立っている霊れい鳥ちようお姉ねえさんに問いかける。なぜかこの人、当たり前の顔をしてこちら（男用）にいます。


　すると千鶴はのほほんとした笑みを浮かべたまま、


「どうしてと言われましても～、お着替えに助けが必要かと思いまして～」


「……」


「何というのでしょう～、ほら手取り足取り腰こし取りといった感じで～、うふふ～」


　実に楽しそうな顔をしてそんなことを言った。


「……一人で着替えられます」








　千鶴に出て行ってもらった後、言われた通りに着物に着がえ、美亜たちと合流して湯船（川？）に浸つかる。


「ふう……」


　少し熱めのお湯は、疲れた身体からだに染み入るようで心地良かった。


　周りには雪が降り積もった森。見上げれば満天の星空。周囲にはお湯が流れる以外の音はなく、シンとした静せい寂じやくが広がっている。


「にゃ、気持ちいいね～……」


「うむ、こうして大自然に囲まれて風ふ呂ろに入るのもいいものじゃ」


　美亜たち（着物着用）が珍しくそんな風流な感想を漏もらす。


　確かに気持ち良かった。


　あまりに快適すぎて、こうしているとここが知しれ床とこ半島で千鶴の故郷ふるさとだということも忘れてしまいそうである。


　──そういえば、どうして千鶴祖そ母ぼはあんなに頑かたくなな態度だったんだろう？


　湯船に浸つかりながらふと思った。


　いくら弘ひろ司したちがいきなり押しかけてきた予期せぬ来訪者だったとはいえ、あの反応は排はい他た的すぎるものだったと思う。何か事情でもあるのだろうか。


　そんなことを考えていると、


「さてさて～。のんびりと湯を楽しんでおられるところに恐縮ですが、みなさんお疲れですよね～。マッサージなどはいかがですか～？」


　千ち鶴づる妹たちがにこにことそう提案してきた。


「まっさ～じ？」


「む、お主ぬしらにそんなことができるのか？」


「はい～。私たちは恩返し及びご奉ほう仕しの霊れい鳥ちようですよ～？　ネコマタ用マッサージもお子様向け──いえ外見幼よう女じよな神様用マッサージも、全すべてのツボを心得ております～」


「へ～、そなんだ？」


「ならばやってもらおうかの。今日は色々と疲れたのでな」


　そう言って、湯船から上がったネコマタ娘むすめと神様幼女が弘司のすぐ目の前の岩場の上でうつぶせになる。


　その脇わきに、それぞれ千鶴妹Ａ、ＢとＣ、Ｄがにこにこ顔で配置につく。


「お二人とも、準備はよろしいですか～」


「顔の下に手ぬぐいを敷いてクッション代わりにするといいですよ～」


「痛いようでしたらすぐに言ってください～」


「ではでは、始めさせていただきますね～」


　こうして、鶴女つるめ式のマッサージとやらが始まったわけだけれど。


「……」


「あ、んんっ、そ、そこは……」


「はいは～い。力を抜いてリラックスしてくださいね～」


「で、でも～、こんなの初めてで～……あ、にゃ……」


「……」


　ネコミミとシッポをぴくぴくとさせながらやたらと色っぽい声を漏もらす。


「は～い、さくらさまも楽にして、私たちに身体からだを任せてください～。もみもみ～♪」


「ちょ、ちょっと待て、お主らどこを触さわって……」


「ないすぼでぃになるつぼですよ～」


「よ、よせ！　そこは……」


「えいっと～」


「あ、う……」


「……」


　……いや。
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　これは何なのでしょうか？


　マッサージだというのは分かっているのだけれど……なんか、これは……


「やん、なんか、ヘンだよっ……んっ……」


「だ、だめじゃ、もっと優しく……」


　美み亜あとさくらの顔が火ほ照てり、その瞳がじんわりと潤うるんでいく。


　思わず見入ってしまう弘ひろ司しに、


「ではでは～、弘司さまには私が～」


　千ち鶴づるがにこにことそんなことを言ってきた。


「え？」


「美亜さんとさくらさんに対してだけマッサージをやって弘司さまにだけやらないというのはおかしいです～。だいじょうぶです～、侍じ女じよたる私が心を込めてやりますから～」


「あ、で、でも……」


「は～い、そこに横になってください～」


「い、いや、だから……」


　半ば強引に岩の上に寝かされ、その上に濡ぬれた着物姿の千鶴が乗っかってくる。しかも他ほかの二人がうつぶせなのにも関わらずなぜか弘司だけ仰あお向むけ。おまけに足はがっちりとホールドされ、腰こし部分もしっかりと千鶴の下腹部で押さえ込まれている。「ち、千鶴さん!?」


「うふふ～、弘ひろ司しさまはご主人さまですので～、特別なマッサージコースでいかせていただきますね～」


「え、や……」


「期待していてください～。私の指は黄金の指と呼ばれていて、どのような不能な者（被マッサージ能力が）でも天国のような心地になると評判なのですよ～。何というのでしょう～、絶頂に達する、でしょうか～？」


「ち、千ち鶴づるさん……」


「うふふ～」


　楽しげに迫ってくる千鶴。


　その手が弘司の腰こしへと伸び──


「──っ!?」


　そして次の瞬間、弘司の全身をそれまで体験したことのない程の快感の波が貫いたのだった。





　　　＊





　その頃ホテルでは──


「まだ帰ってこない……きっと何かあったのよ」


「奈な々な……」


「あたし、やっぱりもう一回探しに行ってみる！」


「だ、だめだよー。もうこんな時間だから、外に出るのは危あぶないよー」


「で、でもっ」


　懐かい中ちゆう電灯片手に飛び出そうとした奈々を佐さ藤とうさんが止める。


「とにかく朝まで待ってみようよー。滝たきのところにもいなかったし、奈々まで帰ってこなかったりしたらそっちの方が大変だよー。それにほら、もしかしたら水みな上かみくんたち、今頃のんびりと温泉にでも浸つかってマッサージでも受けてるかもしれないしー」


「……」


「ね？」


　なだめるような佐藤さんの言葉に奈々は首を振って、


「マ、マッサージなんて、そんなわけない！　きっと何か大変なことに巻き込まれて遭そう難なんでもして、お腹なかを減らして山の中を彷徨さまよってるところをクマにでも襲われて今頃冬眠用の貯蔵庫に運ばれてるのかも……」


「そ、それはちょっと飛ひ躍やくしすぎだとー」


　佐藤さんが困ったような表情を浮かべる。


「と、とにかく落ち着こうよー。美み亜あちゃんたちも付いてるんだし、よっぽどのことがなければきっとだいじょうぶだよー」


「そうですわ。心配しているのはあなただけじゃないのですから」


「水みな上かみなら大丈夫っすよ。あいつ、悪運だけは強いし」


　沙さ耶や香かと山やま岡おかもそうフォローを付け加える。


「……」


　みんなの言葉に黙りこむ奈々。


　だけどその表情は硬いままだった。





　　　＊





　そんな感じでお風ふ呂ろ（？）から上がり。


「あ、そのおっきいのはわたしのだよっ」


「何を言っておる！　これは儂わしが最初に目を付けたのだ。だから儂のじゃ！」


「あらあら～、二人とも落ち着いてくださいな～。そんな飢うえたクマネズミみたいにがっついてはみっともないですよ～」


　用意されていた夕食を終え美亜たちがデザートに出された自家製干し柿を巡ってうにゃうにゃと騒いでいるのをのんびりと眺めながら、弘ひろ司しがくつろいでいると、


「あの弘司さま、今よろしいでしょうか～」


　千ち鶴づる妹Ａ、Ｂ、Ｃが小さく声をかけてきた。


「え、僕？」


「はい～。実は少し聞いていただきたいことがありまして～、すみませんがちょっと外まで来ていただけないでしょうか～？　ここではいささかまずいというか、できれば内密にすませたいお話なのです～」


「お願いします～」


「お手間は取らせませんから～」


「あ、ちょっと」


　千鶴妹たちに手を引っ張られて外に出る。美み亜あたちは干し柿争奪戦に夢中で気付いていないみたいだった。


　で、やって来たのは千鶴宅のすぐ隣となりにある納な屋やのような場所。


　弘司たち四人がやっと入れるほどの広さで、ワラが敷き詰めてある。


　そのふわふわのワラの上にちょこんと腰こしを下ろすと千鶴妹たちはじっと弘司の顔を見て、


「さっきはすみませんでした～、あの、お祖ば母あさまが失礼なことを言ってしまわれまして～」


「決して貴方あなた個人が気に入らないというわけではないのです～。お祖母さまは人間自体にあまり良い感情を持っておられなくて～」


「何というのでしょう～、食わず嫌ぎらいというか、食べた最初の生ガキで食中毒を起こした感じなのです～」


　三人揃そろってぺこぺこと頭を下げてきた。


「あ、いや」


　そのことは別にいいんだけれど……


「それより、どうしてお祖ば母あさんは……」


　あんなに人間のことを嫌きらっているのだろう。そっちの方が気になった。


　すると千ち鶴づる妹たちは真剣な面おも持もちで顔を上げて、


「それについてはまず私たち鶴女つるめ一族の現状から話さなくてはなりません～」


「現状？」


「はい～。どうして私たちがこのような暮らしに身を落としているのかについてですね～」


「色々と複雑な事情があるのです～」


「少し長い話になるのですがよろしいでしょうか～？」


「あ、うん。大丈夫」


　特に急がなければいけない事情もない。弘ひろ司しがうなずくと、


「分かりました～。それではお話いたします～」


　何やらせかせかと紙芝しば居いのようなものを取り出し。





　そして千ち鶴づる妹たちの話が始まった──








「実は私たちがこのように質しつ素そな暮らしをするようになったのは、ほんの七年ほど前からのことなのです～」


「え、そんなに最近なの？」


「はい～」


　そう言って紙芝居をぺらりと一枚めくる。出てきたのはかわいらしい鶴つるの絵。どうやらこれで説明してくれるらしい。


「七年前には私たちは今とはまったく違った暮らしをしていました～。おそらくは世間でいうところの〝せれぶ〟ですか～、そういった生活をしていたと思います～。お家もここではなく札さつ幌ぽろの円まる山やま（高級住宅街）にありましたし～」


「そうなんだ……」


　意外な事実だった。てっきり十代前くらいから今のような慎つつましい生活をしていたものだと思っていたのに……


　驚く弘司に千鶴妹はさらに、


「私たちの両親は社長だったのです～」


「しゃ、社長？」


　社長って、あの社長？　鶴女つるめなのに……


「ええ～、正確に言えばお父とう様が社長でお母かあ様が副社長です～。二人で会社を経営していました～」


　そんな補足をしてくれる。


「今の時代、ただ受動的に恩返しをして機はた織おりをするだけではだめだということで株式会社を立ち上げたのです～。主に紡ぼう績せきを営む会社で、名前を『クレーンコーポレーション』といいました～。『超ちよう鶴つる仕上げ』という独自の技術を用いて有名になったのだそうですね～」


「……」


　ちょうつるしあげ……超ちよう吊つるし上げ？


「その技術は大当たりをしまして～、一時期は北海道全域から東北の一部にまで進出するほど栄えたそうなのですよ～。まだその頃は私たちは小さかったのですが～、それでも毎日が楽しかったことは覚えています～」


　遠くを見つめるような目をしながら、妹Ａが紙芝居をさらに一枚めくる。


「ですが数年前にバブルが弾はじけた際にその煽あおりをまともに喰らってしまいまして～。倒産、自己破産手続き、住んでいた家や土地、財産はまとめて抵当権を実行され競けい売ばいされてしまったのです～。家を追われ会社を失なくし、生活は以前よりも遥はるかに厳しくなり……追い込まれた末に最後に私たち一族が辿たどり着いたのはもともとの故ふる郷さとであるこの鶴女の聖地でした～。そして現在はこのような状態というわけです～」


「そ、そうなんだ……」


　何だか妙みようにリアルな没ぼつ落らく事情です。あらゆる意味で昔話に出て来る鶴とは違うというか、現実社会に馴な染じみ過ぎているというか……


　とりあえず鶴女一族が今のような貧困生活に陥おちいった理由は分かった。


　だけど、


「でも、どうしてそれがお祖母さんの人間嫌ぎらいと……」


　関係してくるんだろう。問題はそこである。


　すると千鶴妹はぺらぺらと紙をめくりながら、


「私たちのお父さまは、人間なのです～」


「え……」


「お母さまは生きつ粋すいの鶴女なのですが、お父さまは人間です～。何でも学生時代にチンピラに絡からまれていたお母さまを助けたことがきっかけで恩返しをするようになり、そのまま既成事実を作ってしまったとか～。こういうのを何というのでしょう～、できちゃった婚こんというやつですか～？」


「……」


「そしてお父とうさまは会社倒産の後にお母かあさまといっしょにどこかに姿をくらませてしまいました～。おそらくは債権者から逃げるためだと思うのですが詳しよう細さいは不明で～。今も行方ゆくえ不明のままなのです～」


「それは、また……」


　何と言ったらいいのか……


「お祖ば母あさまは、お父さまが欲を出したために鶴女つるめ一族を苦境に追い込んだと思っているのです～。さらに娘むすめであるお母さまを自分から奪っていってしまったとも～。以来、お祖母さまはあんな風ふうに人間を嫌きらうようになってしまったのです～」


「そんなことが……」


　それなら千ち鶴づる祖そ母ぼがあんな態度だったのも少しは分かる気がする。自分の最愛の娘が異族の人間に嫁とつぎそのままいなくなってしまった時、いったいどんな気持ちになっただろうか。


　弘ひろ司しが言葉をつなげずにいると、


「お祖母さまの言い分は分かります～。だけどそのことと千鶴お姉ねえさまの気持ちとは別です～」


「私たちは、千鶴お姉さまに幸せになってもらいたいのです～」


「そのためには弘司さまが必要なのです～。弘司さまといっしょにいる時の千鶴お姉さまはとても楽しそうでした～。今まで見たことがないほどに～」


「あ、え？」


　紙芝居を横におき千鶴妹Ａ、Ｂ、Ｃが詰め寄ってくる。


「お姉さまは、私たちの前で辛つらい顔を見せることは絶対にないんです～。それどころか少しの弱音を吐はくことすらなくて～……」


「でもでも～、辛くないわけがないんです～。仕事で忙しくてあまりお家うちに帰ってこなかったお父様お母様の代わりに私たちの面めん倒どうも見てくれていて～……」


「お父様お母様がいなくなってしまった今も、千鶴お姉さまはずっと私たちのことを気き遣づかってくれています～。募金活動で全国を回っているのも私たちの生活費の足しにするためなのです～……」


　そこで三人は一いつ斉せいに弘司の顔を見ると、


「お願いします～。千鶴お姉さまのことを嫌いにならないでください～」


「お祖母さまは私たちからも説得いたします～」


「いつまでもお姉さまの素敵なご主人様でいてあげてください～」


　目を潤うるませながら、弘司の身体からだに抱だきついてきた。


「ちょ、ちょっと」


「お願いします～（×三）」


　ぷにょん、と小ぶりでありながら柔やわらかい何かの感触（×三）が弘司の腕うでに当たる。


「わ、分かった、分かったからとりあえず離して……」


「？（×三）」


　不思議そうな顔で首をかしげる妹たち。


　どうやらこういう天然なところも、霊れい鳥ちようお姉ねえさんそっくりなようです。
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　就寝時間になった。


「わ～、ふかふかのお布団……じゃないね、なんかおせんべいみたい」


「ぬう……これは雑ぞう巾きん、ではないのだよな？」


　床ゆかに敷かれた布団を見るなり、そんなかなーり失礼なことを言う美み亜あとさくら（基本的には育ちがいい）。


　弘ひろ司したちが寝室としてあてがわれたのは、囲い炉ろ裏りのある部屋だった。


「弘司さまたちはここをお使いくださいね～」


「ここはいいところですよ～。何といってもかけ布団が一人二枚もあるのですから～」


「ちなみに私たちは三人で一枚です～」


　丁てい寧ねいに布団を敷きながらにこにこと笑う千ち鶴づる妹Ｄ、Ｅ、Ｆたちの隣となりで、


「あ、私たちはすぐ隣に控えていますから～。美亜さんやさくらさんが弘司さまに火遊びをやろうした時にはすぐに大声を出してくださいね～」


　千鶴がのんんびりとそう言った。


「にゃ、火あそび？」


「エ、エロツルではあるまいし、儂わしがそんなことをするわけなかろう。ん、いやでも妻つまであるわけだし、そ、それもありなのか……？」


「……」


　美亜が不思議そうな顔をして、さくらが何やら頰ほおを赤らめてちらりと弘司の顔を見る。


　そんな二人を気に留とめた様子もなく千鶴と妹たちは、


「ではでは、お休みなさいませ～」


「お休みなさいませ～（×七）」


　にこやかにそう挨あい拶さつをして囲炉裏部屋を出て行った。


「ん～、別にわたし、火なんて使わないのにな～」


「む、むう、しかし本妻である儂の立場からすれば火遊びという言葉はそぐわないのではないか？　ぶ、ぶつぶつ……」


　千鶴たちがいなくなった後もしばらくはそんな感じのつぶやきが左右から聞こえてきたものの、何だかんだで疲れていたのか、美み亜あたちは少しするとすぐに穏おだやかな寝息を立て始めた。それを確認して弘ひろ司しも寝ようとしたのだけれど……


「……」


　何となく、眠ねむれなかった。


　目をつむると頭に浮かんでくるのは、千ち鶴づる妹たちから聞かされた話。


　千鶴の両親と、それにまつわる鶴女つるめ一族の栄光と衰すい退たい（大げさ）。


　それらが浮かんでは消え、消えては浮かんで……眠気ねむけをどこかに追いやってしまう。


「──散歩でも、してこようかな」


　このまま布団の中にいても頭がグルグルとなるばかりで眠れそうにない。


　外で少し気分転換をすればきっと落ち着いて眠れるようになるだろう。


　寝ている美亜たちを起こさないように注意して、そっと裏口から外に出る。


　真夜中の村はシンと静まり返っていた。


　辺りを見回してみても人の姿は弘司の他ほかにない。さすがにこの時間に外に出る物好きはそうはいないみたいだ。


「寒い……」


　北海道の北東、知しれ床とこにあるだけあって夜の気温はかなり低い。いちおう上着は羽は織おってきたものの、ほとんど気休めに近い感じだった。


　ともすれば凍こおり付いてしまいそうな白い息を吐はき出しながら、空を見上げる。


　空には薄く輝く月。


　その蒼あお白じろい光を受けて、空気中に何かがキラキラと輝いている。


　──何だろう？


　気になって近づいてみる。


「これは……」


「ダイヤモンドダストですね～」


　ふいに背後からそんな声が響いた。


「これらは空気中の水分が雲になる前に急に冷やされ直接氷の結晶となったもので～、それが月の光を受けて輝いているのです～。とってもきれいで、私は大好きです～」


「千鶴さん……」


　そこに立っていたのは、白い着物姿の霊れい鳥ちようお姉ねえさんだった。


　弘司の顔を見るとにっこりと笑って、


「こんな時間にどうされたのですか～？　そんな格好で外に出ては風か邪ぜをひいてしまいますよ～」


「あ、それは……」


「？」


「え、ええと……」


　思わず言い淀よどむ。千ち鶴づるのことやら色々と考えていて眠ねむれなかったわけだけれど、本人の前でそれを言うのはさすがにどうかと思うし……


　しかし弘ひろ司しの表情からだいたいのことを察したのか、


「あらあら～、そのお顔からすると色々と聞いてしまわれたようですね～」


　穏おだやかに笑いながらそんなことを言った。


「千鶴さん、その……」


「分かっていますよ～。きっと真まな鶴づるたちですね～？　う～ん、困った子たちです～。弘司さまに余計な心配はかけたくないというのに～」


　小首を傾かたむけて少しだけ困った顔をする千鶴。


「そんな、余計だなんて……」


　普段から千鶴には色々な面（主に家事全般）でお世話になっている。それにそういった事情を抜きにしたって千鶴に対する弘司の感情はそんなに薄いものではない。余計なんてことは絶対になかった。


「あの、千鶴さんは寂さびしくないんですか……？」


　千鶴の目を見てそう尋ねる。


　妹たちから聞いた千鶴の立場、境遇。果たしてそれに対して千鶴自身はどう感じているのか。妹たちの話からでは分からなかった千鶴の気持ち。それが知りたかった。


「寂しい、ですか～。そうですね～……」


　弘司の言葉に千鶴はしばし何かを考え込んでいたようだったが、


「確かにそうかもしれませんね～。寂しくないと言えばウソになります～」


　やがて小さくうなずいて、


「ええと～、私の両親が会社を興おこした挙句に倒産させてしまい～、現在行方ゆくえ不明ということは聞いているのですよね～？」


「あ、はい」


「そのことについてはおそらく真まな鶴づるたちが話した通りだと思います～。お父とうさまたちはそのまま私たちの前から姿を消しました～。何も言うことなく～」


　千鶴の口から真っ白な息が吐はき出される。


「私が夕ゆう凪なぎまでやって来たのも～、もちろん少しでも生活が楽になるように募金活動をするというためでもあったのですが～、他ほかにもお父さまとお母かあさまを探すという目的もあったのです～」


「そうだったんですか……」


　そういえば言われるまで特に気にしたこともなかったけれど、北海道生まれの千鶴がどうして遠く離れた夕凪市にいたのか──その理由が今はっきりとした。


「それで、お父さんたちは……？」


「今のところ手がかりはまったく見つかっていません。お父とうさまは知人の多い方でしたし、お母かあさまの霊れい力りよくは鶴女つるめ一族の中でも抜きん出ていました～。その気になればだれにも見つからずに隠かくれることは可能なのです～」


　首をふるふると横に振る。


　その顔には少しだけ、ほんの少しだけいつもの霊れい鳥ちようお姉ねえさんのものとは違う表情が浮かんでいるように見えた。


「でも私は信じています～。お父さまたちはいつかまた必ず私たちの前に姿を現してくれると～。決して私たちのことを見捨てたわけではないと～」


　千ち鶴づるはそこでそっと空を見上げて、


「お祖ば母あさまもきっと心の底では分かっているのだと思います～。お父さまは本当に鶴女一族のためを思って事業を興おこして、そして私たちの前から姿を消したのもきっと私たちに迷めい惑わくをかけないためだということを～」


「……」


「だけどお祖母さまはそれを認めたくないのだと思います～。認めてしまったらお母さまが自らの意思でいなくなったことを認めなければなりませんし～……。だからこそあのような態度を取ってしまわれたのだと思います～。お祖母さまも頑がん固こですから～……」


「千鶴さん……」


「これが、私が今思っていることの全すべてです～」


　そこまで言うと、千鶴はふっと真ま面じ目めな顔になって。


「──弘ひろ司しさまは、私が侍じ女じよでもよろしいのでしょうか？」


　何の前触ぶれもなく、そんなことを言った。


「え？」


「私はこのように大事なことを今まで黙っていました。本来ならば真っ先にご主人様である弘司さまにお伝えしなければならないことなのに～……侍女失格と言われても仕方がないかもしれませ──」


「そんなことないです！」


　千鶴の言葉を遮さえぎり、弘司は言った。


「千鶴さんはいつでも一生懸けん命めいだと思いますし色んなことに気が付きますし、よくやってくれていると思います。侍女失格だなんて……とんでもないです」


　それは弘司の率直な気持ちだ。


　だから千鶴には、これくらいのことで侍女失格だなんて言ってほしくなかった。


「弘司さま～……」


　千鶴の顔がぱ～っと輝く。


「ありがとうございます～。弘司さまにそう言っていただくことが、私にとっては何よりも嬉うれしいことなのです～」


「千ち鶴づるさん……」


「おかげで決心がつきました～。前に進むための決心が～」


「決心？」


「はい～」


「それって……」


　訊きき返そうとして、


「ハ、ハクション！」


　クシャミが出てしまった。


　どうも、長い時間外にいたせいで身体からだが冷えてしまったらしい。


「あらあら～、寒かったですか～。いけません～」


「あ、いえ、大丈夫です。これくらいなら別に……」


「だめです～。私が付いていながらみすみす弘ひろ司しさまに風か邪ぜをひかせてしまったら侍じ女じよの名折れです～。──あ、いいことを思いついてしまいました～」


　そう言ってぽんと手を叩たたくと千鶴はにこにこと弘司の後ろに回り、


「えい～」


　何の前触ぶれもなく、ふわりと抱だき付いてきた。


　包み込まれるような温かい感かん触しよくとほのかな香りが漂ただよう。


「ち、千鶴さん!?」


「こうすればもう寒くないですよね～？　うふふ～、私の身体はとっても温かいと妹たちには好評なのですよ～。問題解決です～」


「そ、それは確かに温かいですけど……」


　これはこれで別の意味で問題があるというか……


　混乱する弘司の耳元で、


「弘司さま～、私……やりますから～」


「？　やる？」


　って何を？


「はい～。私、このまま諦あきらめるつもりはありません～。何としてでもお祖ば母あさまに弘司さまがちゃんとしたご主人様であると認めてもらいます～」


「え？」


「任せてください～。私には秘策がありますので～」


　そう囁ささやくと、千鶴はにっこりと笑ったのだった。








　　　４




　翌朝。


「『鶴女つるめ式絶対服従主しゆ従じゆうノ儀ぎ』を受けさせてください～」


　まだ日も高く昇らない内から弘ひろ司したちとともに千ち鶴づる祖そ母ぼのもとを訪れた千鶴が、開口一番に言った言葉がそれだった。


「お前……本気で言っているのかい？」


「もちろんです～。めちゃくちゃ本気ですよ～」


　千鶴がいつもと変わらない様子でおっとりとうなずく。


『鶴女式絶対服従主従ノ儀』


　昨日きのうの夜に千鶴から聞いた話では、鶴女一族の主従試練のことであるらしい。


　何でも聖地の外れにある洞どう窟くつ──『鶴女千年洞どう』へご主人様となるべき者と二人で向かい、そこで鶴女一族の守護神である鶴つる神がみ様さまの審しん判ぱんを受けるとか。


「私の弘ひろ司しさまへの気持ちは本物です～。もう弘司さま以外のご主人様なんて考えられません。ええと～、こういうのを何というのでしょう、ツルまっしぐら、ですか～？」


「……」


「鶴神様のお墨すみ付きがあればお祖ば母あさまでも反対できないはずです～。違いますか～？」


「千鶴、お前……」


　千鶴祖母が渋しぶい顔になる。


「私たちからもお願いしますお祖母さま～」


「お姉ねえさまたちに『鶴女式絶対服従主従ノ儀』を受けさせてあげてください～」


「今月のお小こ遣づかいはガマンしますから～」


　千鶴妹たちも声を揃そろえて一生懸けん命めいに千鶴のフォローに回る。


　それを見て千鶴祖母は、


「ふん……そこまで言うなら勝手にしな」


「お祖母さま～」


「お前の言う通り、鶴神様が認めるようなら確かに私もそうせざるをえないだろうねえ。だけど鶴神様が認めるはずがない。あの試練を人間なんかが越えられるわけがない。うまくいくはずがないんだ」


「認めさせてみせます～。私は弘司さまとならば、どんな試練でも乗り越えられると信じていますから～」


「……ふん」


　それ以上、千ち鶴づる祖そ母ぼは何も言わなかった。弘ひろ司したちに背を向けて、ただ無言でその場に立ち尽くしているだけだった。








　その頃の美み亜あたちは。


「う～ん、もう『メロメロメロンちゃんの体液』は食べられないよ……」


「……むにゃむにゃ……」


　昨日きのうの疲れがたまっているのか、囲い炉ろ裏り部屋に敷かれた布団の上でまだぐっすりとお休み中だった。


「もういいよ～、だからそんなにかき氷ばっかり食べられないって……」


「むう……雪だるまが襲い掛かってくる……ぬ、ぬうう……さ、寒い……」


　ちなみに囲炉裏の火が消えかけて室内の温度が急低下して二人の生命力も急低下していたりもしたのだが、千鶴妹たちはみんな千鶴祖そ母ぼのもとへと集結していて、だれもそのことを気にかける者はいなかったりした。








　試練が行われるという洞どう窟くつは、村の外れ──雪に囲まれた森の中にあった。


　たくさんの針しん葉よう樹じゆが立ち並ぶ間にぽっかりと口を開けた真っ暗な空間。


　見た目は普通の洞窟だったけれど、さすがに試練が行われている聖域だけあって何だか神秘的な感じがした。


「こちらになります～」


　千鶴の案内に従って洞窟へと近づく。


「これは……」


　洞窟の入り口部分に立っているのは、何やら小お樽たるの神社で見たものと同じ片足を上げた鶴の像。……前にも思ったことだけど、これってもしや鶴つる拳けん……


『ほほほ、よく来たの』


「うわっ!?」


　などと考えていると、いきなり像が喋しやべり出した。


「鶴つる神がみ様～、お久しぶりです～」


『久しぶりじゃな、千鶴。相変わらずイイ身体からだをしとるではないか。ちょっと触さわらせてくれんかの？』


「あらあら～。ありがとうございます～。でもだめですよ～。私の肉体からだは弘司さまのモノなのですから～」


『む、そうか、残念じゃな』


「……」


　何なんだろう、この軽いノリは……


　弘ひろ司しが呆ぼう然ぜんとしていると、


「弘司さま～、こちらが鶴つる神がみ様です～。もちろん本体ではなく現うつし身なのですけれど～」


『はじめましてじゃな。千ち鶴づるがいつも世話になっているようで、ありがたく思っとるよ』


「あ、え」


　像の目がピカリと光る。挨あい拶さつをしているつもり……だと思われます。


「は、はじめまして、水みな上かみ弘司です」


　慌あわてて像に向かって頭を下げる。


　と、


『……水上？』


　一瞬、像の言葉が止まった。


「は、はい」


『ふむ……』


　何かを考え込むかのように、像の目がチカチカと薄く点滅する。


「鶴神様、どうかしましたか～？」


『いや、何でもない。──それより、準備が良ければ『鶴女つるめ式絶対服従主しゆ従じゆうノ儀ぎ』の説明をさせてもらうが、構わぬか？』


「あ、はい」


「だいじょうぶです～」


　うなずき返す。


『これよりお主ぬしたちにはいくつかの試練を受けてもらう。果たしてお主たちがご主人様とその侍じ女じよとして互いに相応ふさわしい存在であるか……それを確認するための試練じゃ。まずは中に入り進んでもらおうか』


　言われた通りに、千鶴と二人で洞どう窟くつの中へと入る。


「暗いですね……」


　外と比べて、洞窟の中は薄暗かった。明かりとなるものは道の両脇わきに点々と備え付けられた松たい明まつの炎ほのおくらいしかないため仕方ないといえば仕方がないのだけれど、気を抜くとすぐに転んでしまいそうだった。


「そうですね～。でも、こうしていれば安心ですよ～」


「あ……」


　きゅっと手を握ってくる霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


「うふふ～、二人で繫つながっていれば心配はありませんよね～？」


「あ、は、はい、そうですね」


　そんな感じで洞どう窟くつ内を進んでいく。


　と、入り口からしばらく歩いたところで、台座のようなモノが姿を現した。


　その上には漆うるし塗りのお皿が置いてあり、中央に魚の干ひ物もの（ヒメタラ）が一つだけ載のっていた。


「これは……？」


　どういうことだろう。食べていいのかな……などと考えていると、


『それの両端はしを二人で咥くわえたまま、この先を進んでもらおう』


「うわっ!?」


　ふいに真横から声がした。


　見ると、入り口にあったのと同じ鶴つる像ぞうが壁に備え付けられている。どうやらこの鶴像は通信機のような役割を果たしているみたいです。


　鶴像は続けた。


『これは第一の試練。二人の絆きずなを試すための試練じゃ。割ってしまったり、地面に落としてしまったりしたらその場で失格となる。心してかかるがよい』


「あらあら～」


「それって……」


　何だか初日の夜にやった（やらされた）ポッキーゲームとレベルが変わらないような……


　だけど千ち鶴づるは大おお真ま面じ目めな顔で、


「やりましょう弘ひろ司しさま～。だいじょうぶです～。確かに簡単なことではありませんが、きっと私たちならこの大変かつ困難な試練でも乗り越えることができますよ～」


　胸の前で両手を握り締めて、力強くそう言ってくる。


「……」


　それはできるだろうけれど……


　問題は可能不可能ではなくて、その微び妙みように首を傾かしげざるをえない内容そのものである。


　少しばかり躊ちゆう躇ちよするも、だけどやらなければここから先に進めない。


「わ、分かりました……」


　弘ひろ司しがうなずくと霊れい鳥ちようお姉ねえさんは干物の片端はしをちょこんと口にして、


「さすが弘司さま～。では行きましょう～」


　やたらと真剣な表情で顔を寄せてきた。


「……」


　で、結果として。


　干物を咥えた状態で薄暗い道を進むのは意外に難しく、さらには目の前僅わずか数センチの距離にある霊鳥お姉さんの顔が気になって大変だったけれど、ポッキーに比べれば干物は強度が高かったため、何とか折らずにいくことができたのだった。





　第一の試練：成功。








　第一の試練（ポッキーゲーム？）を終えて少し進むと、再び台座のようなモノが姿を現した。


　上に載のっているのは今度は一ひと揃そろえの着物。


『この着物を二人で着こんで、この先の道を進むがよい』


　やはり台座の脇わきに置いてあった鶴つる像ぞうがそんなことを言う。


『第二の試練。これは二人の信頼を試すための試練じゃ。片方が目となりもう片方が足となるこの試練は、互いの信頼なくしては決して乗り越えることはできぬ』


「あらあら～」


「これって……」


　これまた初日の夜にやったもの（二に人にん羽ば織おり）と同レベルじゃ……


「ではでは行きましょう弘ひろ司しさま～。私が足となりますので弘司さまは目の方をお願いいたします～」


　千ち鶴づるはやはり真ま面じ目めな調子でそう言ってくる。


「……」


　相変わらず気は進まなかったけれど、これもやらなければ先に進めないのだろう、たぶん。


　だったら多少抵抗があっても……やるしかない。


　おそらくこの試練用に作られたであろう少し大きめの着物を、弘司が前、千鶴が後ろになって羽織る。


「じゃ、じゃあ行きますよ？」


「はい～、私はいつでもおっけ～です～」


　ぎゅっと抱だき付き、後ろから腰こしに腕うでを回してくる霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


「……」


　で、二人羽織り状態で進み始める。


　これまでの真まっ直すぐな道とは違い右に左にクネクネと曲がっていて大変だった上に、背中から感じる柔やわらかい感かん触しよくが気になっていまいち集中できなかったけれど、千鶴の身長的にさくらとやるよりも楽だったこともあり、何とか切り抜けることができた。





　第二の試練：成功。








　第二の試練（二人羽織り？）も無事に終えて、さらに進むこと少し。


　またまた台座のようなモノが弘司たちの前に姿を現した。


　ただし今度は台座の上には何も置かれていない。代わりに地面に何やら光っている数字のパネルのようなものが浮かび上がっていた。


『点滅した数字を、二人で順番に手足で触ふれていってもらおう』


　三度備え付けられていた鶴つる像ぞうがそう言った。


『これは二人の理解を試すための試練。互いが互いに相手の思考を理解し、適切な場所に身体からだを配置することにより初めてこの試練を乗り越えることができよう』


「あらあら～」


「……」


　もはやツイスターゲームそのままだった。


　いったい鶴つる神がみ様が何を考えているのかさっぱり分からなかったけれど……とりあえず初日の夜にやらされたあれらのゲームは何一つムダにならずにすみそうです。


「これは私たちの得意分野ですね～。本来ならとても難しい試練ですが、これは行けますよ～！」


「は、はあ……」


「あと少しです。頑がん張ばっていきましょう～」


　とことん真剣で前向きな霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


「……」


　ともあれツイスターゲームよりもパネルが大きかったこともあり、くんずほぐれつ密着しつつ大変だったけれど、何とか無事にこれもやり遂げることができたのだった。
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　第三の試練：成功。








　こうして微び妙みようにパーティーゲームを彷ほう彿ふつさせる三つの試練を、千ち鶴づると二人で何とかこなし。


「ここで終わりかな……」


「う～ん、おそらくそうだと思います～。私もここに来るのは初めてなので詳くわしくは分かりませんが～」


　どうにか洞どう窟くつの最深部と思われるところに、弘ひろ司したちは辿たどり着いた。


　まるでどこかの地下神殿のような広々とした空間。


　その奥には、今まで見た中でも一際巨大な鶴つるの像（高さ二十メートルほど。やっぱり片足を上げている）が堂々と鎮ちん座ざしていた。


『さて二人とも……よくここまで辿たどり着いたの。まずはそれを素直に褒ほめ称たたえることとしよう』


「あらあら～、それほどでも～」


「……」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんは、相変わらずノンキだった。


『だが次に行われる試練こそが最後にして最大の試練。これを乗り越えないことには主しゆ従じゆう関係を認めるわけにはいかん。──覚かく悟ごはよいか？』


「はい～」


「あ、はい」


『最後の試練……それは互いの過去を知ることじゃ』


「過去？」


『そうじゃ。あらゆる存在は過去からできている。過去の積み重ねで現在があり、現在があるからこそ未来へと繫つながっていく。過去は全すべての根源。ゆえにそれを知り受け入れることは、すなわちその者の全てを認容することに等しい』


「……」


　それは確かにその通りかもしれない。弘司だって、過去の弘司があるからこそ現在の弘司があるわけだし、これから先の未来もあるのだろう。


　だけど過去を知るといっても、具体的にはいったい何をやるというのか。子供の頃のアルバムでも見るとか……？


　弘司が首を傾かしげていると、


『では行くぞ。──お主ぬしたちならば、きっと乗り越えられるだろうことを願っておる』


　その言葉と同時に、鶴つる像ぞうの目がこれまでになく激しく輝いた。


「!?」


「あらあら～」


　ほとんど閃せん光こうのような、目もくらむほどのまばゆい光。


　そのまま弘ひろ司しの視界は真っ白に染まっていき──








　──気が付いたら、弘司は暗くら闇やみの中にいた。


（ここは……？）


　辺り全すべてを覆おおい尽くす黒。


　一面が真っ暗で、何も見ることができない。


（千ち鶴づるさんは……）


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんの姿を探すも、暗くてよく分からない。


　まるで月のない夜の中にいるみたいだった。


（どうしよう……）


　途と方ほうに暮れる。いきなりこんなところに飛ばされても弘司にはどうすることもできない。


　と、そこで視界の片かた隅すみで何かが光るのが見えた。


（？）


　闇の中で微かすかに光る白く小さな光。


　現れたり消えたりと、細かな明滅をくり返している。


（……何だろう？）


　思わず駆かけ寄って覗のぞき込んでみる。


（これは……）


　白い光の中には、何やら映像のようなものが映し出されていた。


　そしてそこに映っていたのは──


（……千鶴さんの妹？　いや……）


　着物姿の小さな女の子。ぱっと見は千鶴の妹たちに思えるけれど、微び妙みように違う。どうしてかは分からないけれど、弘司にはそう確信できた。


　女の子は、見知らぬ大人おとな二人を見上げ何かを話しかけていた。


「今日もお仕事なのですか～？」


「ああ、どうしても外せない商談があるんだ」


「いい子でお留守番るすばんしているんですよ～、千鶴ちゃん」


「はい～……」


「……」


　今、千ち鶴づるちゃんって……？


（もしかしてこれって、子供の頃の千鶴さんと両親なんじゃ……）


　と、そこで映像が変わった。


　今度は少し大きくなった女の子と、あの七面鳥みたいな千鶴祖そ母ぼが映し出される。


「娘むすめを連れて逃げおった！　あいつは疫やく病びよう神がみだよ！」


「お祖ば母あさま、そんなことは～……」


「千鶴、もうアレのことは忘れるんだよ！　アレはお前の父親なんかじゃない、ただの略りやく奪だつ者しやだ！」


「……」


　場面はさらに変わっていく。


　光の中には、ほとんど今と変わらない女の子──千鶴の姿とそれにすがり付く千鶴妹たちの姿があった。


「お姉ねえさま～、もうお父さまたちは帰ってこないのですか～？」


「お祖母さまは忘れろと言いました～」


「私たち、お父とうさまたちに見捨てられてしまったのでしょうか～……」


「そんなことはないですよ～。お父さまたちはちょっとお出かけをしているだけです～。いい子にしていればすぐに帰ってきますから～」


　妹たちの前では明るく常に笑顔で振る舞う千鶴。


　だけど。


「お父さま、お母かあさま……きっと、帰ってきてくれますよね～」


　他ほかの妹たちがいないところでは、不安を隠かくし切れずにその小さな肩かたを震わせていた。


　寂さびしさに耐え切れずに、一人声を押し殺して泣いていた。


（千鶴さん……）


　次々に湧わき出てくる千鶴の記き憶おく。


　そこには今まで弘ひろ司しが見ていた明るく天然な霊れい鳥ちようお姉さんではなく、悲しみと苦しみを張り付かせた千鶴がほとんどを占めているように見えた。


　だけど考えてみればそれはそうだろう。


　見た感じからして、両親がいなくなった頃の千鶴はほんの小学校高学年くらい。いや大人おとなびて見える霊鳥お姉さんだからもう少し下かもしれない。そんな小さな子供が、このような過か酷こくな境遇でのんびりと笑っていられるはずもない。


　それでもその感情を表に出すことはなく。


　妹たちや他の人たちの前ではにこにこと笑って、弱いところなど見せることなく──


『……分かったかな？』


　ふいに頭の中に声が響いた。


　それはついさっきまで聞いていた鶴つる神がみ様の声。


『今まで君が見てきた千ち鶴づるは、千鶴のほんの一面でしかない。この娘むすめはただ明るく朗ほがらかなだけではない。その奥には深い悲しみや繊せん細さいな心を持っているとても傷付きやすい娘なのだ』


「……」


『この娘のご主人様になるということはそれらも含めて全すべてを受け入れるということ。それでも君には、千鶴のご主人様となる覚かく悟ごはあるかね？』


　問いかけてくる声はさっきまでの軽いノリとはほど遠い、この上なく重いものだった。


　確かに……その通りなんだろう。


　今まで弘ひろ司しが見ていた千鶴の明るくいつでも笑顔で天然な部分は彼女の一部分でしかなく、本当の千鶴は悩みもするし悲しみもするごく普通の女の子なのだ。ただそれを表面に出さないだけで。


　だけど。


　そんなことは当たり前のはずだ。


　感情を持っている者ならば、プラスの感情もあればマイナスの感情もあるのは当然のことである。それは本来驚くべきことじゃない。


　だから。


「鶴神様……」


『心は決まったのか？』


「──はい」


　だから、弘司の心はもう決まっていた。


　鶴神様に向かって宣言する。


「僕は千鶴さんの──」








　目が覚めると、眼前に千鶴の顔があった。


「あ、お目覚めになりましたね～。おはようございます～」


「千鶴さん……」


　ぼんやりとした意識を覚かく醒せいさせる。


　後頭部には何やら柔やわらかい感かん触しよく。


　思いっきり、ひざまくらをされていた。


「──あっ」


「うふふ～、とってもかわいい寝顔でしたよ弘司さま～」


　楽しそうに笑う。


「それに記き憶おくの光の中で弘司さまの全てを見させていただきました～。小さい頃はあんなに色々とかわいらしかったのですね～♪」


「……」


　どうしてそこで頰ほおを赤らめるのでしょうか……？


「だいじょうぶです～。私はかわいいのは大好きですから～」


「……」


　おまけにちっともフォローになっていません。


「他ほかにも色々と見せてもらいましたよ～。奈な々なさんとの日常や絢あやさんとの出会い、子供の頃にネコさんを飼かっていたことやオス犬さんに襲われそうになったことなどなど～」


　にこにことそう言ってくる千ち鶴づる。


「でも弘ひろ司しさまの色々な思い出を見せてもらえて良かったです～。これからもますます弘司さまの侍じ女じよとしてご奉ほう仕しする心が高まりましたよ～」


　両手を胸の前で合わせて、明るくそう笑った。


　その言葉は嬉うれしかった。千鶴も千鶴で弘司の過去を見た上でそう判断してくれたのだろう。だったらそれ自体は純粋に嬉しいことである。


　でも。


　千鶴の言葉に対して、弘司としては一つだけ言っておきたいことがあった。


「──千鶴さん」


　起き上がり、正面から千鶴の顔を見る。


「はい～？」


「千鶴さんがお世話をしてくれたりして、僕の助けになってくれることはありがたいと思っています。でも──」


「？」


「でも僕は……千鶴さんの助けにもなりたい」


「……え？」


「ご主人様だからって──あ、いや、そのまだ正式になるって決まったわけじゃないんだけど、それだからってこっちからは何もしないでただ奉仕されるだけなんて嫌いやだ。助けられるだけじゃなくて、僕だって千鶴さんの助けになりたい。そんな大したことができるわけじゃないけど、千鶴さんがせめて悲しい時には悲しいって言うことができるくらいには……」


　それが千鶴の過去を見た弘司が出した結論だった。


　鶴女つるめ一族の複雑な問題。千鶴の家族関係。それらに対する千鶴の感情。


　それらを直接解決することは、部外者である弘司にはおそらくできない。それらはきっと当事者である千鶴たちにしか相対できないことだから。だけどだったらせめて、千鶴がそれらに立ち向かう手助けくらいはしたかった。


「だからその、頼りないとは思うけど、千鶴さんも必要な時には少しくらいは頼ってくれれば……って、ち、千ち鶴づるさん!?」


　と、そこで気付いた。


　目の前で弘ひろ司しの顔を見つめている霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


　その瞳から、ぽろぽろと大粒の涙なみだがこぼれていた。


「あ、あれ、私、どうして～……」


　笑顔のまま、驚いたように自分の頰ほおに手を当てる。


「す、すみません。何か変なことを言いましたか？」


　自覚はないのだけれど、もしかしたら気付かずに失礼なことでも言ってしまったのだろうか。


　どうしていいか分からずに戸と惑まどう弘司に千鶴は首を振って、


「いいえ～、弘司さまは悪くありません～。ただ私、そんなことを言われたのは初めてで……それがとっても嬉うれしくて、気付いたら涙が……」


「え……」


「私はいつもがんばらないといけないのだと思っていました。私は長女だから、鳳ほう凰おうの称号を受け継つぐ鶴女つるめ一族の名みよう代だいだから、いつも笑顔でいなければならないって……」


「千鶴さん……」


　力なく首を振りながらそう語る千鶴。


　光の中で見た過去の映像は、そうした覚かく悟ごの表れだったのかもしれない。


　なので弘司は言った。


「いいんですよ、千鶴さん。千鶴さんはもうがんばってます。だからこれ以上は無理をしなくて……」


「え……」


「千鶴さんだって、その、普通の女の子なんですから。悲しい時には悲しい顔をして、泣きたい時には泣いていいんだと思います」


「弘司さま……」


　千鶴の視線が弘司の顔に注がれる。


「あ、ありがとうございます……私、もしかしたらだれかにそう言ってもらえるのをずっと待っていたのかもしれません～」


「千鶴さん……」


　千鶴は涙を流したままそっと弘司に抱だきついてくると、


「私……弘司さまがご主人様で良かったと思います。心の底から、思います」


　そう、そっとつぶやいたのだった。





　　　＊





　その弘ひろ司したちから少し離れた場所では、


『──どうじゃ？　いいかげん認めてやってもいいじゃろう。千ち鶴づるの過去やその本質を知っても怯ひるまないほどの人間じゃ。ご主人様として相応ふさわしかろうて』


「……ふん」


　片足を上げた鶴つる像ぞうと、七しち面めん鳥ちようみたいな千鶴祖そ母ぼとが話をしていた。


「あんたにしてはずいぶんと肩かた入れするじゃないか。そんなにあの人間が気に入ったのかい？」


　鶴像の目がぴかりと光る。


『そりゃあそうじゃ。千鶴が自ら選んだ者じゃからな。祖そ父ふとして大事な孫まごの意思は尊重してやりたい。お前だってそうじゃろう？』


「……娘むすめの意思を尊重した結果が今のこれなんだがね」


『そのことだってもう分かっておるだろうに。あの男に罪はない。あの男はあの男なりに鶴女つるめ一族を何とかしようと一生懸けん命めいにやっていた。ただ運が悪かっただけじゃ』


「……」


『違うのか？　あの男にはお前だって目をかけていたのだろう。だからこそこのような結果に終わってしまったことが悔くやしいのではないのか？』


　鶴像の言葉に、千鶴祖母は聞こえないほどの小さな声で、


「………そんなこと、分かっているさ」


『ほ？』


「……何でもないよ。それより、まあ、いい。どの道あんたが認めたのならもうこれ以上私が口を挟はさめることじゃない。鶴つる神がみ様の決定は絶対だからね」


　皮肉げにそう言うと、千鶴祖母は鶴像に背を向けてその場を去っていった。


『やれやれ、素直でないのお……』


　その後ろ姿を見ながら、鶴像がつぶやく。


　どことなく、嬉うれしそうな響きがその声には含まれていた。
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「お姉ねえさま、弘司さま、おめでとうございます～！」


「お二人ならきっとうまくいくと信じておりました～」


「これで晴れてご主人様ですね～」


『鶴女つるめ千年洞どう』から帰ってくるなり弘ひろ司したちを迎えてくれたのは、千ち鶴づる妹たちのそんな声だった。


　千鶴宅の屋根にかけられた『儀ぎ式しき成功おめでとうございます！』と書かれた大きな垂たれ幕まく。木々に散りばめられた色とりどりの飾り。他ほかにも村の至るところに飾りつけがされている。


「あ、ええと……」


「あらあら～」


　戸と惑まどう弘司たちに、


「よかったですね、千鶴お嬢じよう様さま！」


「これで鶴女一族も安あん泰たいです～」


「襲しゆう名めいはいつにするんですか？」


　他ほかの鶴女一族の人たちまでもがそんなことを言って祝ってくれる。


　どうやら千鶴と弘司が『鶴女式絶対服従主しゆ従じゆうノ儀ぎ』を行ったこととその成功は、村中に知れ渡っているみたいだった。


「でもどうして……」


　あの場には弘司と千鶴以外にはだれもいなかったはずなのに。


　もしかしてあの鶴つる神がみ様がみんなに伝えてくれたのかな……などと考えていると、


「──私が報しらせたんだよ」


「あ……」


「お前たちが成功したのは鶴神様から聞いたからね。私としては不本意だが、成功した以上はその事実は受け入れなければならないし、一族の後継者である千鶴の『鶴女式絶対服従主従ノ儀』の成功だ、村を上げて祝わないわけにはいかないだろう」


「お祖ば母あさま～」


　意外にも、この祝いを発起してくれたのは千鶴祖そ母ぼだった。


「ありがとうございます～、お祖母さま～」


「……勘かん違ちがいするんじゃないよ。私はまだお前たちを完全に認めたわけじゃないんだからね」


　ぺこりと頭を下げた千鶴から少し目を逸そらして、今度は弘司の方を向くと、


「ふん……だけどひとまずは様子を見ることにしておいてやる。だが千鶴を泣かせるようなことをしたら許さないからね。それだけは覚えておきな」


「あ、は、はい」


「まったく……私もぬるくなったもんだよ」


　そう言って、村人たちの方へと行ってしまった。


　これは……少しは認められたと思ってもいいのでしょうか？


　千鶴祖母の後ろ姿を見ながら弘司がそんなことを思っていると、


「さあさあ～、主しゆ賓ひんのお二人はこちらに来てください～」


「鶴女つるめ一族に伝わる伝統の祝いの演舞をお見せします～」


「特等席でどうぞ～」


　千ち鶴づる妹たちがそんなことを言い出した。


　いつかの霊れい鳥ちようお姉ねえさんと同じようにおもむろに胸元から槍やりを取り出すと、日本舞ぶ踊ようのようなそうでないような妙みような型を踊おどり始める。


「あらあら～、ずいぶんと上じよう手ずになっていますね～。きっと私のいない間も毎日一生懸けん命めい練習していたのでしょうね～」


「……」


　どうやら胸元から何かを出すのは千鶴一家のスタンダードのようです。


　そんな感じで、お祝いの宴うたげは続いていく。


　と、


「にゃ、にゃっ!?　何これ、ど～なってるの？」


「エロツルと弘ひろ司しが主しゆ従じゆうの関係だと……こ、これはどういうことじゃ？　何だってこのようなことに……」


　外の騒ぎでようやく目を覚ましたのか、今さらながらにやって来た美み亜あとさくらが周りの様子に目を丸くして詰め寄ってきた。


「ええと～これはですね～、弘司さまとお姉さまのかっぷりんぐ（主従の）が決まったお祝いなのです～」


「こういうのを何というのでしょう～？」


「う～ん、結ゆい納のうでいいのではないでしょうか～」


　そんなことを言う千鶴妹たち。


「ゆ、結納じゃと!?」


「にゃ、ゆいの～？」


「ツルのやつが抜け駆がけをしたということじゃ！」


「え、ええっ!?」


　その果てしなく誤解を生む言葉に、当然のごとく美み亜あとさくらは反応した。


「ど、どうゆうことなの、ヒロっ！」


「儂わしらが眠ねむっている間にツルと何をしていたというのじゃ！　ま、まさか既成事実を……」


「ち、違う違う！　これは、その……」


　弘司としては必死にフォローしようとするものの、


「そうですね～。ある意味既成事実と言えるかもしれません～。何といってもお互いの恥ずかしいところを見せ合ったのですから～」


「あ、なっ……」


　霊鳥お姉さんがまたそんなことをのんびりと言う。


「にゃ、にゃっ!?」


「き、既成事実!?」


「あらあら～」





　まあそんなこんなで。


　いつものように賑にぎやかなというか騒さわがしい雰囲気のまま、宴うたげは続いたのだった。
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　その日の昼頃。


　何だか微び妙みように勘かん違ちがいをされつつも何とか祝いの宴うたげを終え、鶴女つるめの聖地にあった『鶴つる滑すべり回かい廊ろう』を使い、弘ひろ司したちはようやく『ホテル・シビレクラゲ』まで戻ってきたわけだが。


「こ、このばかっ！」


　旅館に入って事情を説明するなり弘司を待ち受けていたものは、そんな幼おさな馴な染じみの言葉とそれに続く拳こぶしと蹴けり──ジャブ、ストレート、回し蹴げりの見事な三連コンボだった。


「な、奈な々な、いきなり何を……」


　衝しよう撃げきで床ゆかを四回転半した挙句に壁まではね飛ばされた弘司に、奈々はその目に薄っすらと涙なみだを浮かべて、


「千ち鶴づるさんの実家にいるならいるで、連絡の一つくらいしてくれてもいいでしょ！　あ、あたしたちがどれだけ心配したと思って……」


「ご、ごめん……」


　鶴女の聖地には電話（黒電話）はあったものの外部に通じる回線がなく、また当然のごとく他ほかに連絡手段もなかったわけだけれど、奈々の悲しそうな顔を見ていたらそんな言い訳を口にすることはできなかった。


「で、でも、無事でよかった……」


　両手で顔を覆おおいながら小さく声を漏もらす。


「奈々……」


　こんなしおらしいというか大人おとなしい奈々はめったに見ることがなかったためどうしていいか分からずに戸と惑まどう弘司に、佐さ藤とうさんが背中を叩たたいて、


「ちゃんと謝らなきゃだめだよー、水みな上かみくん。奈々、昨日きのうは全然寝てないんだからー」


「う……」


　千鶴との会話があったとはいえ、その後はぐっすりと眠ねむってしまった弘司には耳が痛い言葉だった。


「ほ、本当にごめん。その、そこまで心配してくれてるとは思わなくて……」


「……いいわよ、もう。ちゃんと帰ってきたんだから、それで……」


　微び妙みように顔を背そむけながら奈々が小さな声でそう言った。


「もー、奈々ったらー。こういう時くらいちゃんと素直になればいいのになー」


　その後ろでは、佐藤さんが苦笑混じりにそうつぶやいていた。


　ちなみに弘司たちの無断外泊（？）については、いちおう四人とも無事に帰ってきたということで不問に付された。何でも千鶴祖そ母ぼによってマウンテンゴリラに伝書鶴づるが飛ばされていたとのことで、


『まあこういうこともあるだろー。他ほかの先生方にバレると色々と責任問題に発展する恐れがあるから、このことはくれぐれも内密になー』


　ということらしい。本当にとことんいいかげんというか何というか……


　ともあれ、とりあえずは一件落着という感じだった。


　修学旅行も残すところ後一日。


　最終日は初日と同じくほとんど移動だけに費やされることから、実質は今日の午後の自由行動で終了ということになる。


　弘ひろ司しがひと息吐ついていると、


「じゃあヒロ、わたしとウニ丼どん食べにいこ～よ！」


　美み亜あが手を引っ張りながら誘ってくる。


「え？」


「だってだって、なんか色々忙しくてぜんぜんヒロと二人きりになれなかったんだよ。最後くらい楽しく過ごしたいもんっ」


　うにゃうにゃとくっ付いてくる美亜に、


「あらあら～、弘司さまは私と二人で行くのですよ～。こうして正式に主しゆ従じゆう関係を結んだことですし～、きちんと婚こん前ぜん交渉も済ませておきませんと～」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんが横からのんびりとそう言ってきた。


「何言ってるのっ。ヒロはわたしがお嫁よめさんになるんだよ！　ほら、こんやく指輪だってあるし」


　左手薬指にはめられたシルバーリングを見せる美亜。


「ええい、さっきから聞いていれば婚前交渉だの婚約指輪だのと……。ひ、弘司は儂わしの婿むこだと決まっておる！　ツルとネコの出る幕まくはない。何せ儂の秘密を知っているのは弘司しかいないのだからな」


　すると今度はさくらが当然のごとく反論し、


「ちょ、ちょっと待って。こ、これだけ心配かけたんだから、今日一日はあたしに付き合いなさいよね」


　涙なみだ目めの奈な々ながちょこんと制服の裾すそを引っ張り、


「お待ちなさい！　今日こそは私が水みな上かみさんといっしょに回るのですわ」


「あ、黒くろ崎さきさんが行くなら俺おれも行くっすよ！」


　さらには沙さ耶や香か、山やま岡おかまでもがそんなことを言い出し、


「ヒロはお嫁さんのわたしと〝はねむ～ん〟に行くの～」


「あらあら～、侍じ女じよの私と婚前交渉ですよ～」


「い、いや妻つまたる儂と駆かけ落ちを……」


「あ、あたしと付き合ってくれるわよね？」


「今日こそは私が白しら瀬せさんに先がけて水みな上かみさんと……」


　五人が入り乱れて詰め寄ってくる。


「え、ええと……」


　どうやら。
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　最後の最後まで、弘ひろ司しに安あん穏のんの時は訪れないみたいだった。





　　　＊





「というわけで、鶴女つるめとも絆きずなを深めた模様です」


「ふむ……」


　受話器の向こうから聞こえてくる声に、男は静かにうなずいた。


「なるほど……つまりこれでネコマタ、鶴女、桜さくら姫ひめ、その全すべてと正式に契約の第二段階に移行したというわけかい？」


「はい。そういうことになります」


　女の肯定の声が響く。


「先ほどそれとなく調べてみましたが……戻ってきた四人の霊れい力りよくの波長からして、そう断定してもいいかと思われます」


「そう……順調といえば順調といったところだね」


　男がうなずく。


「他ほかに何か変わったことはなかった？」


「特にはなかったと思われます。状態としては非常に安定していますし。さすがは水神の血筋かと」


「ははは、褒ほめても何も出ないよ」


「いえ、そんなことは……」


「うん、でもだいたい状況は分かったよ。定期報告、ご苦労様」


「いえ……」


「それじゃあ引き続き役目を頼むよ、朝陽あさひさん」


　そう言って、男は受話器を置いた。


　しばしの静寂。


　やがて男はゆっくりと顔を横へと向ける。


　その視線の先には、大皿に張られた水──水鏡に目を落とす女の姿があった。


「桔き梗きよう、終わったの？」


「うん、どうやら間に合いそうだよ。よかったよかった」


　男の気楽な言葉に女は少し顔を歪ゆがめて、


「絢あやは複雑な気分なんじゃないかと思いますけどね。いまだに自分で護まもりたいと思っているに決まっていますから」


　軽いため息を吐はきながら答える。


「それはそうだろうけどね。でも何度も言うけれどこればかりは仕方がない。あくまで絢には補助としての役割で満足してもらわないと」


「それは……」


「分かるだろう？　人にはそれぞれの役割ってものがあるんだから。君にも僕にも絢にも……そして、弘ひろ司しにも」


「……」


「ね？」


「…………はい」


　しばらくの間の後、男の言葉にうなずいて女は水鏡に再び目を戻す。


「──!?」


　と、そこで、女の表情が変わった。


「これは……」


「ん、どうしたの？」


「そんな、まさか。早すぎる……」


　男の声に答えもせずに、女は驚きよう愕がくの表情で水鏡を覗のぞき込み続けていた。


「『妃きさき』の反応が出ている……それも夕ゆう凪なぎ市に……」







ＥＮＤ
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　あとがき




　こんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。『はにかみトライアングル』四巻をお届けいたします。





　本書の第十三話は「電撃ｈｐ」42号に掲けい載さいされたものを加筆修正したもの、残りの十四、十五、十六話及びエピローグは書き下ろしとなっております。





　さて、今回は北海道のお話です。


　北海道といえば私自身十年近く前に一度行ったことがあり、その経験も少しだけ反映されているのですが、シーズンオフの三月に行ったせいか（料金が安かったので）色々と苦労をした覚えがあります。


　まずとにかく寒かったです。基本的に関東生まれの関東育ちで寒さに耐性がない私にはなかなかに過か酷こくな環境でした。どこかに移動するのにも三十分ごとくらいにどこかの建物に入って寒さをしのいでいたような気がします。我ながらヘタレなことこの上ありません。


　本文に出ている小お樽たる運河にも行ったのですが、吹き付ける風のあまりの冷たさにガマンができず、とりあえず鬼おにのように写真を撮りまくって（後で写真で見ればいいやと）十五分ほどで撤てつ退たいしました。何をしに行ったのかそこはかとなく本ほん末まつ転てん倒とうです。


　また泊まっていたホテルの近くに札さつ幌ぽろ雪祭りの会場があったのですが、すでに祭り自体はとっくの昔に終わってしまっていたので、そこにはただの高い雪山が残されているだけでした。仕方ない（？）ので友達といっしょに登って遊んでみました。それはそれで実はけっこう楽しかったのですが、後で写真を見てみると雪山を前かがみで四つんばいになって登る姿はまるでゴリラのようでした。少しへこみました。


　結局一番印象に残っているのがビール工場で食べたジンギスカンだけというのが、果たしていいことなのか悪いことなのか何とも少しばかり複雑です。





　という次第で（？）、最後になりましたがこの本を出すにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。


　担当編集の和わ田だ様、三み木き様、それにイラストのみずき様、今回もありがとうございました。これからもどうぞよろしくお願いいたします。


　そして何よりこの本を手に取ってくださった皆様に最大限の感謝を。





　それではまた再びお会いできることを願って──




二〇〇六年七月末日　五十嵐雄策





五十嵐いがらし雄ゆう策さく


第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者。『乃木坂春香の秘密』で電撃文庫デビュー。弁護士を目指すかたわらで執筆活動をスタート。司法試験の勉強をしつつも執筆への情熱が勝り、今年の司法試験の結果にはあまりこだわりを持たないのがはにかみポイント[image: ]！


[image: ]





みずき


１９７９年・静岡生まれ、現在は第３新東京市。最近、仕事場を移転。特技は器械体操よりも、今ではすっかりツインテールに。ツインテールが似合う女の子を考えるのがはにかみポイント[image: ]！




電撃文庫


はにかみトライアングル[image: ]





五十嵐いがらし雄ゆう策さく





二〇十二年七月十三日　配信







発行者　　塚田正晃


発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス


　　　　　〒一〇二－八五八四　東京都千代田区富士見一－八－十九




(C)2006 YUSAKU IGARASHI／ASCII MEDIA WORKS








本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。


法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。




[image: ]

OEBPS/images/T147.jpg





OEBPS/images/P232.jpg





OEBPS/images/P175.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/T075.jpg





OEBPS/images/T009.jpg





OEBPS/images/P290.jpg





OEBPS/images/P265.jpg





OEBPS/images/P216.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/P295.jpg





OEBPS/images/P030.jpg





OEBPS/images/T011.jpg





OEBPS/images/PHOTO.jpg





OEBPS/images/K004.jpg
{7(3/3\55[[13

i"t J/s»fl

[Zen\SrtuSrt D

RES CITETIsLOIE |

ShElDEED=O IS = (520,
GG DR Lo)5

%SE(D%%?E-L,
'Cﬁ%’é&é.‘&)%

(3158





OEBPS/images/P194.jpg





OEBPS/images/K008.jpg
Ho -
&ﬁ.—l_____._- 0000000000000 000000 =

- n
%*lui 0000000000000 000000 >

p

g.—l—n_—hﬂ 4000000000000 0000000

1o
g*l*’.-._a 9000000600000 00000000

P285 P205 P147

IEUIg 0000000000000 0000

Yusaku Igarashi
llustration:Mizuki
Designed by Toru Suzuki






OEBPS/images/K002.jpg
8]

=GBt
iEES

=
Oi9rONRiCT

A\
b
STt
-+

c
—
-

O 4
UHOBD=0===(=5 |5 LA
(GCEIERIANL R LT, 3hFEISH]H)

CESONEEST. SRR
CREE RS HDES R 7] TN
BRI IS =

‘.;E-)i)\ (D'J‘E Eolﬁﬁin
b‘bS’mE@—@:’:——JE
A%bb’é?“&)é





OEBPS/images/GAI09099.png





OEBPS/images/P141.jpg





OEBPS/images/T205.jpg





OEBPS/images/P094.jpg





OEBPS/images/WHITE.jpg





OEBPS/images/GAI09093.png





OEBPS/images/GAI09095.png





OEBPS/images/GAI09097.png





OEBPS/images/K006.jpg
WeER@ET %

MO FRI et

-

MANDNINVBRHUQUSTT ]
S0.9% EEQ&V i





OEBPS/images/P066.jpg





OEBPS/images/T285.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





